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ク ノV 抜其山 .A ノ 上流概 著 J、 シ jij

大秋七西連ノV 西 ノ ノ ジ ジ 間人達

小吉百ニ ナ ，，、 ーー 東 it ア 校；草ス
、

ノ 豪米 J、 ノ 海ア 鳳 メ 北 ノ ヨ 該
一寸 、
ド t也 ノ 豊其抜海閥山方 平 リ 卒

9 ア 下グケ 西五抜山連 ーー ;-iJ! ~t ;I:也

.:+ 9 山：岳 － ー 百二及 モ 高 ア西川
L 、 、
或該 ノ 高 J、入百西自 グ ソ 入海

l 

J、豪 E 畑海十九鳳 フ 南 其粁抜

不地塊山抜米十閥北方 他ノ 百、．
規 J、 ア 白三ノ 米山東ニ 海殿米

則海 ヲ 山百雁 ノ ア 卑 岸居 ーー、
ユ抜 プ 笠米飛卒 9 南 ジ － ー 附 シ、
或三西山乃山原 ブ 西 ト J、近 プ、
J、百方等至海獄南 ーー 錐 概ユ 。高、
連米街j ノ 四抜蝉西走地 .:+ プ 竿

績乃岳諸百四昌方 JV 域 沙海粁、
ジ歪 ーー 峯米百寺 ーー M J、 損抜ユ
プ 四 連連 ノ 五山延 チ北 後七達

無百ノレ亙荒十 ト ヒ 北東 達十 セ、
数米北ス川米ナ江東 ヨ ジ米サ

1・ 、
ーー ーー 部地 山 ノ JV 嶺部 ') 権；ァ レ

、 、
散 ミJ ーー 域江荒該山 ーー 南 野ノ y ト

、
在ア J、 ノ 般瀧山 ト J、西 川西モ

ス壷石北山山連 ナ海ニ 口市北
南、地友凪商；<ii ノ

、
高 ノ リ 抜流 ノ 卒西、

東上岩部山九西更七下 南地方

ニ
O



地地壁ノV 海川 一狭 J、 河 ナ 百性部、
質 ヲ ーー 岸厚致川悉流 9 米蓮・ ーー、
..；・、 質ナ 過線狭 J主 τ口七 ク J、 ト ノ 地 ..；・、

古 三宅 キ J、Jll JV 田南入ス f呼愛猫
生 ト ス 箪 ノ 川流道 祈法：立

1・
屠 ~ 而純如 是等 シ卒 セ _;;i; セ、

1・
中 τ2 ミJ ーー キ 等 ーー 指it也 フ 之 JV

生 ナ プ ジ ，，、 ノ ミJ 戸 ヲ レ ヲ τEと::t 

屠 ク 海 ブ 中 諸 プ 内北 タ 要野、
新 他岸僅流川何苦手西 ノV ス ケ

生 d，、 線ニ ーー カ v 一ー 走 肇 y 議

屠 悉 J、吉於地 毛 注 ジ 地 ーー 及

及 ク 大田 プ 慢北 ク プ ーー 地大、
火 沙海川狭 ノ 々 某 日 ジ域海、
成 演袴種谷裂東主本 プ ノ 山、
Z色息f ーー － ー 野 ヲ 蹄 ヨ ナ 海 南地 ア

ヨ ブ 面川 ナ ーー リ JV ーー 竿形 , 、, 海 J翼L 口 J弐 相南 毛 朝 部 J、 南

構 面ノV ノ ト 開 々 ノ ，士・ ..＞、 北部王E三

成 － ー 肘轡 二Z 注商 J、 ス 二竿 ーー

セ 接山入 ロ .A ーー 権ノV 百部川

フ _;;i; ノ 及少 ノV 流野粟 米 J、 海

ノV 海大 カ 毛 下川野、 及海抜

f芋海 フ ノ ジ厚コ川 百抜百

ヲ 潜ス ナ其東；ヲ 米五米

除 ノ ノV 方川除 ノ 百内、
ヨ号 轡 ，、、 向有 キ 増米外

プ 曲 ク ノ 帆 ラ 段乃 ノ、
牽ヨf 丘..；，、 ヲ 厚殆川 J、、
地七陵結見 東 ト 厚他



ラ藤 他蔵ノ .A ヲ 質構方 千 ヨ 71 ・、
1ノ ケ南 ノ ヲ 最粘埋 成古枚 生

北河方 古占 毛 板議ナ Jミ 回岩成層、
方内 ーー 生メ康岩スノV JV Jll 石 JV

、 、、
ーー ーー 四屠黒域 J、角石毛沿英千 J、

｛頃ア ト 色 ヲ 其岩友ノ 岸千枚地
斜 J、度 J、 ーー 占 分 J、活最ニ 枚岩域

ス本乃不 ジ メ 布石中 毛孤岩類 ノ、
石岩至整ア其狭友ユ康立等 J、東

茨 J、五合砂他 小岩 J、域 シ’ ヨ 山竿

岩石十 ヲ 粒砂 ーー ト 殆 ヲ プ ソ 日吉E
J、英度 ナ細岩 ジ累 ト 占線成 ヨ ーー

秋閃内 ス小中 ;T 層到 メ 泥 リ ') 霊堂

吉線外本ナ
、

一- 美 シノν/Jc千局厚達
牽岩ニ 岩 ヲ 薄禰或所白枚部狭 ジ、
地貫傾 J、千屠郡 J、 － ー 色岩 ニ郡千
ユ入斜西枚ヲ 於砂紡 ヲ 畿石吉枚
ア ノ シ 部岩ナ 踊岩錘呈達墨部岩
') 2意竿 ーー J、 Jミ 村 ト 最 ジス 千 ノ 類、 、 、 、
ブ メ 包~~ ア ii,Ii'J; ユ互 ヲ 秋石枚間石
J、其 i室 ') 生岩 ア居合吉灰岩ニ h足、 、
其東扶 ア屠 J、 石 ジ有伊岩？骨分岩

、
層部構 J、中古友茄 ジ佐川石布角、
向 ノ 造西ノ 生岩色長於所千 ジ岩

、
1・及モ ヲ 方最屠 ト 或登緬謂枚主粘

傾ノ 主 ユ下中、
互 J、 ーー ユ秋岩 ト 抵

制 ト ス南部過屠白 プ ア古 ア ジ岩・、 、
区遮厚部ニ竿 ス色 J、 J、量 リ プ 砂

々 i部狭 ユ位ノ
、

ノV ヲ 珊結地叉緑岩

ナ セ郡 プ ジ地 毛呈瑚品 ヲ 西泥等



ナシ謂三嶺岩リ南 J、中如十合 ν

ジアァ己表中頁西之生ジ度スト、 同也、J・ 、 角
合砂へ吉田ニ肴津ヲ層 乃 毛

炭岩ジ、 : ヨュ数盤布合 至岩其
謄ヨ合・ア稽岩田炭 J、 五砂南

J、 p 凝・ J、ノ及四層地 十岩角

枠成友埋上植石近ト域 度及岩

布 9 岩識屠物炭及合ノ ニ粘ニ

田耕屠 J：衆化介美凝西 傾板接

ノ色 J、印屠石在禰~宇 糾岩ス

南凝舶チノ埋ス郡岩部 ジノ JV
、 、

ニ茨木大上競津大屠ヲ 北累ト

ア岩ノ嶺部シ布嶺ト占 方屠コ

J、及北ノノ該国炭ニメ ノ J、ロ

小角方合頁化ノ田匿三 石概ニ

断鐙及茨岩石北地分畠 茨シア

屠岩大屠中川山方ス紀 岩 7 －＇、
一寸

ノ層嶺亦ユレ野ニノV 屠 ト北南
一寸

震挟茨 ν 前 1 井露ヲ及 川東東

メ在田 1記チノ出得珠 断ョ方
ツ

屠ジノチ談ク談fシへ羅 屠リニ

向炭北ク合 L期一 合Z主ク紀 ヲ南傾

及屠西期L一道特道ドト合、 屠 以西斜

傾ヲ方ニ産有ニシ茨襲 アニジ

斜介・ニ属トノアア屠達 接走角

区在接ス同毛ハ砂川ス ス Y 岩、
々ス達 JV 稽ノ砂岩厚三 ノV 北其

ニノV ジモノナ岩ヨ狭曇 毛西上、
ジコ主ノ安九質 Y 町紀 ノ方ニ

アトトト宇大頁成ノ居 、三整



類 ーー ーー 別居ス セ リ 西 ノ プ ニ乃茨、
似合於 悶 ヨ 岩 J屯 「南北 d，、 三至屠

、 ν 

え炭 ケ 難 ') 質旦 西西北十六ノ

是屠 JV ナ新上 、7 チ ーー ーー 々 五十連

ヲ アニ ノV 期 ヨ 員可 j 走 ア 西度度績

以 ') 昼 毛 ナ ヲ 者溺 ') ソ 方乃 ーー ス
、

ブ 其紀 ノ ノV セ ト ーー 北 プ 三至傾ノV

セ 上屠 ア観 J、 .－・、 麗方 J、 十四耕毛

J、 一・－ ..；，、 ') ア 津常 ス ーー 合度十ス ノ、 、

本合下 地 レ布 ーー ノV 傾凝乃度大ナ

地凝部屠 ト 回断 ::r 斜友至 ーー 嶺ク、
域 !Jt ~ ノ モ ノ 居 ト コぇ 疋u王, 同傾ニ 津

ー寸
ーー 岩 ジ 錯大合 ヲ 明 JV 屠十斜ア布

.1 

於 屠 乱嶺炭以 ナ ::r J、 度 ジ合田

ケ ア J、 炭 層ア レ’ ト 人口 ーー 準決ノ

ノV ヲ 毛 合田川 接 ト ニ炭傾斜屠北

一 ブ ノ 表ニ 著〆ス モ 十屠斜構 J、 ーー一
昼其チ ．屠ア ミノ ノV 合度 ト ジ造北ア

紀岩ス ーー ...、 ク ーー 疑内 ..；，、 凝 ヲ 々 J、
し一

屠質 ヲ 於岩組 ヨ 放外断灰 ナ東地

J、本埋 プ 質霧 リ 岩ナ屠岩ス ヨ 屠
、

合地識 著堅軟其 屠 ') ヲ J、合 ') J、
、

炭域ス ジ硬弱居 中合以其凝南概
、

屠 ーー ノV 備 ーー 一－・ 位 一．， 炭 プ 上灰々 ネ

J、於砂 中 ミ／ ジ ノ J、屠境部岩．西北

下 ケ岩 園 プ ブ 闘 化 ，，、 シ ーー 屠ニ 方

部 JV ア 成雨合係 石化東位 J、走 ーー

.::. 地 ') 弱者凝 明 ヲ 石北 ス船 9 四、 、 、
合屠其 附ノ 主え ナ 蓄を ＝ 東大木西十
凝 ユ上 近 匝 岩 フ 見 ヨ 嶺 ユ方度

二
回



附新屠 合ナ ヲ 十 ノ 地 タ 7 十西友

近 ヨ： ア 凝 9 古粁東域 タ 数 度 ーー コ日、 、
ーー 屠 9 JJ( 二回除上．内 碕 乃費層

韮を 疋r.l王S J、 ーー ア － ー ノ 歪 j主 －＞、
一寸

逮 －＞、 屠吉至 9 野於 ア 五 ジ上、
ス第 ト 回 ノv 一 ーー ケ J.. 十 粘部

JV - ヲ Jll 間 J、 始ノV 毛 度根 ーー、
モ 紀 境 ノ 北吉 ’守 E指 ンニ岩｛立

ノ 屠 J毛 上西国 ヲ 層 し介一 傾及 ス、 、
最洪 其流 ヨ 川南 ノ 埋斜砂 ノレ

モ 積 他木 リ 断 々 著 5誕 ジ岩 モ

庚層 於屋南屠西 ジ ジ キ占 三3 ノ

域及 稲川東ニ 一・． キ
一寸

ア 板 9 ナ
ヲ おft 鍍断 ーー シ走 毛 J.. 岩構ノV

占積 山 層流ア ') ノ モ ；！~成 ，、、、
メ．屠 長 ーー 走北国ニ ＝／ 下 -¥! シ、

し介一 部
、

主 ヨ 登 ジ ス西遁 ア フ 珠

ト ヲ 鏑 プ
ノ：、南｜ ポ田 ヘ ..；，、 ーー v 羅

ジ 成 山 北 珠 f{l北紀、
プ JV 荒 東該東 一申 －＞、 羅 ス東居、

£南I ＿，、砂第 IHI!; 断 一宇 至厚 紀
一寸

岩三 tlJ 市膳走ノV 東 リ 居地

ヨ 事己 附西 ノ リ 毛 Jll ア 中西域

二五

リ 屠 近 － ー 存古 ノ ~lr Jミ ーー － ー ノし一成 J、 ーー 走在田 ーー 屠 ｝~J J、走西

') 船 平市 ヲ ーー Jll ジ ーー ノ 数 リ 部

頁木 著合 ヨ カ プ ジ 特 筒北古

岩町 ジ 決ノV 回其： ブ イィ 民主西田

及高 キ 層 毛 部長吉 イヒ ェ方川

炭泊 島Jr ト ノ ヨ サ部 石於四以



山 Pit撤石火磯層ノ ヲ 三其道両屠
ノ、 出撹斑成 ヨ ス 西以紀他 附岩ヲ、
該時岩岩岩 9 其北ア屠西近エ 挟、
岩代 等 成他方本中市 ノ 接 よ‘

、
ーー ノ、 ノ、 ア J、ノV 河 ニ地 ーー 卒花 シ地

押古千 9 J敢 岸費域 J、地 両 ア居

上生枚 』覧 海達 ノイとノ 岩 J、 ノ

ケ代岩 左U-’｛ 岸． ジ第石四 正地傾
、 、

フ ナ 中 E坦 ーー 主三ノ 周 陵屠斜

v 9 ーー 車普 散 ト 紀費ノ 上反 J、

プ ト ＊－玉, 岩 在 ジ屠見正 一・－ 跳甚、
隆ス癌 花 ジ プ ，，、 ナ陵分セ タ
、 、
起斑或 I珂 砂花時ク地 布 ラ緩、
セ棋 J、 疋U-ヨgI 或 両 it・又ニ J毛 ν 慢

、
ノV 岩岩 花 .＞、 岩明附 J、 ノV プ ーー

毛 J、床 岡 磯ノ ナ近砂 毛 傾シ

ノ 西ヲ 昔E 層分ラ ーー ~ヨZI ノ 斜ア
＼ 

解 ス之畿、 部ナ ＊－玉, ’ヨ J、角殆
、 、

如下グジ 石 9 セ 洪 ト 謹 蜜度 ト

ジ山多 ー央皐皐a 成 ノV 積謝ジ 岩増水

北 ク 閃 JV 砂層比ア ーー 加卒、
麓 J、 総 J中居 J、 ス石 ミノ 三宅 ナ

、
ノ 蛇 !tヲ, Z責 ヨ 小へ炭 ブ 厚 v 

、
渓紋 勃 屠 ') 郡キ ノ 甚東 ト

谷岩 ノ旦口主、 ..；，、 成 ノ 第藩． ジ ｝II モ

一 ーー 石 来且 ？ 南三屠 ク 流中

露援 －央.... 意水方紀挟粗域生

出化 王~f ‘テ 平阿屠在 棄毒 ニ 屠

ジス 疋包I玉I JV ーー 生日 ナ J主 ナ ア及、 、 、
下其 長 砂成須 キ 第 リ闘花、

二
六



ノ 埼接花 ーー J、花花輝 ナ ーー 基先花

ユ岩偶尚接花両 尚石 9 、
プ 性＝ 両

ジ 麓岩鯛向斑岩及尖 J、 属岩

プ J、質及 ジ岩岩塊紫第黒 ナ Jξ 

、
中多ヲ 石ア 中 一世 蘇エ コ信Z号写 ノV 厚 J、

、
部ク ナ 英鍍ユ J、 ア 輝有母 即東地

及輝ス 閃床岩粗 ヲ 石色花 チ川域

北石 緑眼版粒 プ 加鏡両 南ユ ノ
、

西劫 岩胎岩ノ J、 J、物閃 部沼南

部岩 J、 ス鹿毛 其 ソ、
i宮線 ーー ヒ 東

一宇 一時 中 ヲ ノ 繰黒加岩 プ 露部

ブ 麗 生 ナ ト 本日 五 ジ ト J、出及

J、 ジ 代 .A 中 タ 郎吉 ナ 組ス南、
中花 後 長粒 JV ーー 書店 ヲ 粒 JV 西

生両 期 登ノ 央4 』 ア 附小質花部

層岩 ノ 才主 毛 閃 J、；互野 ノ 両 ーー

ヲ 及 貫 ノ ノ 々 石 ヨ 附黒岩庚

貫石 入 山 ト 線英 9 近 雲類域

キ英 ーー ノ ア 岩斑北 ーー 母 J、 ヲ
、
東閃 係 疋... ヨSi 9 ヲ 糠西；F 花岩占、
部緑 9 癌多伶岩部 J、 同築メ、

= * プ ヲ ク フ ト ーー 黒．岩分主

プ ーー 古 ナ ... ，、 ナ嘗雲 ナ結 ト

二七

J、先 生 ス花 JV ソ 母 L〆 ノ ジ
、

千 チ 居 毛 l詞 南ア 石 ト J.害 プ

枚噴 及 ノ 疋u王, 西川英 ニモ メ 黒

岩出 中 J、 ノ 古IS 尖閃 因究雲

屠 セ 生 石総 古第総選第 i宇

ヲ ジ 屠 灰相 田
－－・
疋＂五a「 間~ =-- ィι

賞毛 ーー 岩或 ノ 透 ト 近臨両

一



』‘ ’ －4ト，『・－ ，・＇

下 岩 ソ 長 ス鍋銅 fti噴小 v中 ト 石 ク、 、 、
部砂 ト 登其鏑鎖用出 郡生 ア 実本

ヲ 岩傍鍍他中蟻材岩 ノ 層 ソ 斑岩、
占等 フ 山佐主 鍵料ナ 西或ノl、岩 J、

、 、 、
よ‘ ヨ 現 々 ナ 重 ノV 卒 J、郡 麗、
石 ヲ 時 J、波ノV 石 ，、、 原花 ノ J、角

、
友成 堀美金鍵 鍍 ジ 措 両東東盤、
疋'1f 9 鍍禰 ケ 山 石 ヲ 岩ニ 鳳賦、
中北 業部持 J、 決 構 ヲ プ 閥 ヲ

、
一四 東所大東長 石 成 貫 J、 山呈

花 ノ 回鳳登 及 二え ク埼ノ ス
、

同南 所村閥薬 末u王, ノv モ岩北
、

瑳西 有長鱗王 大 毛 ノ ヲ 方

疋u玉sト ニ一 ニ登山寺 理 ノ 少貰 ーー、
噴走 係 ーー 等於 石 ＿，・、 カ キ康、
入 リ ノv ア 稽頑硯 長 フ プ ク

1・
シ南地 ヲ著嬢 石 石 ス 数差を、
｜；花束質芸 ジ 出 建 瑳 笛 j主
ノ 方 ノ、起 ーー 築 !iヨsI 慮 シ

山ニ 古源 ジ 石 一世 ニ密
、

ヲ 四 生 J、 プ キ占 三J 噴質

構十 代．遠 長 士 プ 出 ノ

成度 ノ ク 登等 蓋 ス よ正
、

A ーー 石奈 鎖 ア ジ 某ノ、
鍍傾 ＊ 良 llJ 9 t也 他 ト

)¥. 

床宗寺岩朝 ＿，・、 域 岩斑

I ／、ジ j：；時 目 内 服 J氏
花石板代 下 最 ヲ ノ

満灰岩 ーー 体 後 ナ "€: 、

1斑先角 ア m ノ シ ノ

F 司 円買＂＇ ，’z・司 戸 ‘叩 1“E品 ＇＂ 『＇ . - •• F一一 ’噌’ .，.，，.，『・，噌司事d • h’ ' . ~ 



花二硫銅 9 i告 来 9 － ー 銅 .A ア ＊岩、 、
ノ 十品比鏑錨 ヒ 稼鍍近鎖 ノv ＿，、 蹴 ト

山尺錨 ーー 石南 行床 ク 及 － ー 雨等石、
ノ 鎖鋸 ミ／ J、方 セ 中多王監至岩ノ 茨、
西石賜 プ 主 － ー フ 最量銅 ;v ノ 鍍岩、
麓 ノ 銅 zp .ト 急 レ大 ノ 鎖鱗接床 ト
一・－ t目＂ifJ 白~摂首 均 ジ斜 ミノ ノ 銅 ナ 床欄 ア ノ

ア 位等 /#r プ ジ .:f: モ 鎖 レ ノ、 面 9 j妾、
ヲ 百 ア 位灰延 ノ ノ ヲ ！！耳 ーー 大綱、
錆分 リ 百儲 ピ、

ナ ーー 産 毛 十 ifi' 切鎖

床中西 分輝百 ソ 三ノ、 出品 JL ヒ 鎖床
，，、 銅鍍 中石二 中 プ セ 位 尺北床 一

雨 二床銅 ーー 十 央ニ !) 百 ア 方 J、 シ

岩 ナ ノ、 一 ジ尺鍍鍍 ト '.J八J 9 1f. プ、 、
ノ ヲ 中高 乃 プ 落床床云中 鎚傾 ノ 花、
時水二 至其 ジ J、 ヨ フ 銅 石 ケ lll 尚．、
樹描十 ニ他三 花 9 烏 J、 ト ノ £1f ． 
部鍍五 ナ柘百 尚成帽五桁 モ 北岩

一 床尺 リ 瑠尺斑 9 子 内 棉其麓 ノ、 、
、t；九ロ' J、 一 其石幅丹中銭外石下、

ーー

ヒ 大 、ン 他方二 ト 央床 一 及部 ア

南 悶 / 輝解十 石鍍 J、過石 J、 9 
ー寸

北鍛；~ ＝宝 石尺 Jk床花 キ 英轄地 黒占

二九

－ ー 111 ヒ予 バ 等 乃 持及 ノ 二＂－ － ー ジ表在、
走 ノ

__,__ ノV ア 王 其 山寛 ミJ ブ 下 シr、

Y 経十トソ三 ノ 西 ノ 永 ブ 南 口 大

東替尺鍍し一銑、 十 接鍍南年 鍍方五切
、 、 、

方 一 落磁石三胸床麓間 石 ーー 十烏

－ ー 係 ジ 錨 J、尺 官！） J、 一 地 J、｛頃 Jミ月！日

急 ナ百 鎖黄 ア － ー 従 ア 表 黄斜マ モl、



角中面 地ノ、 葉 大 鉱：銅ニ床ー鎖斜

等ユ .＞、 質明王正山鍍及川 年床 ジ、
次郎三 ノ、治寺入大勅ヒ 四 頃 J、上

ノ 月台頭古三 \Ul~ 年正銅タ十多美：下

如ス 山 生十山三七鎖 ノ 二 量下二

ジノV ノ 代二 月年亦 ト 年 ノ 更鱗

数南 ノ 年美以皮 ー銅云乃産 ニ床

保中 砂頃帰来産鱗ア ヲE、、 額百 ヨ

ノ 腹岩ニ 郡休額白鎚四 ア 七 9 

鎖 ヨ ーー ジ綾業採然石十 ヲ 十成、
脈 リ ミJ 7 木ス鋭f銅 J、 四鉱尺ノV

、
ーー 北 ア 爾村 7i 等材i年石 マ上

ジ方之来薬 十 ナ楠頃 ノ ア音E

7 ーー ヲ 之王 i~J ソ 石多 1仁，｛， ナ鎖、 、
主緩 貫 ヲ 寺 寅現鍬量位 9 床、 、
要剥 ヨF 稼三 撰時石 ノ 百 j二 J、

ナ ジ プ 行翌日 鱗坑 J、産 分部地

ノV 波角 ジ 山 、 四 内酸 傾 中 fl！~ 表
1・

=t: 朕 閃現 ノ 十出化ア 銅床 ヨ

ノ 凹花 Jli~ 南 入水量；？ リ 戸ト J、 ソ
、

入凸 品i主 山 i尚 ノ 多ー 一 明地一、
ア ヲ 岩 J、腹 貫錦ク El 銀治下

ソ ナ ア j芋 ーー 銅 メ 訓告 ／ 。三百、 ． 
其ス ソ 本在 七摂孔採 0 十入、 、
名事長砂信 リ 高業雀鎖 二七十

O、
、

和床岩太 ~iii 七中石間 ア 年尺、 、
走 J、 郎床 千 j上孔千 ソ 乃マ、
向花 ノ 氏 ノ 斤 ス雀五下至 7 、 、 、
傾向接ナ稜 ナ長石百部四下、
斜岩偶 リ 見 Y 登斑貫鎖十部、
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牧鉱：ニ輝花版附 キ 坑 ーー 延ユ ア跡

縮服｛』Jt蒼 向或逗ス 二新長 プ ソ、 、
ト ...＞、 ケ鉛岩. ...＞、 ,' 錨坑坑 千幅鱗稀

共北 ト 鍍 星鉱石道道尺十石ス
1・

モ 白 ノ ）氏床ノ、 地地 ニ尺 ノ ノV

一度鎖然 接ニ ニ方並並及乃 品掘

統西服蒼胸集見解 以七 ヒ 至位場
ノ 一 中鉛 部合サ石上競其十百ア
裂走ノ 等 － ー ジ ノレ ーー ーー 掘 間入分 9 
協 リ ア 賦鍍 ト ジ ノ l' 幅尺中 ブ

生東鎖 リ 存服 コ 7 
、、、 ソ 一 ノ 銅延、

ジ方版新 .A ~r ロ 少鍍掘尺鋸二長、
粘五ノ、 坑鍍箆 － ー 量石準 ーー 服乃百
板十鎖鎚石鎖 ジ ノ 月壬 中 ジ ヲ 至五

岩五臓 J、 －＇，、 ニァ石胎 ナ プ 採三十

ト 度 ノ 北 黄坑電英 ジ ソ 鍍掘 ナ尺、 、
ノ ニ側四 銅道気ア 鎖二石ス ヲ 落、 、 、
接｛頃壁度 鎖山石 リ 石坑 ノ 筈 現 ジ

胸斜＝・ 西
、

人 ffil ...＞、鉱 ノ 道 品坑 時二、
部ス殆 － ー シ 山長）庇品鎚位鎚可百、
ユ本 ト 走 プ 向 ：サ 位 J、 百 J、 九尺、
在錆垂 ヲ 其立ー電 百其分過坑幅

ク床直西 他入粍気 分延 中風道十
1・花 J、 － ー 方統直i内石 中長銅坑地五

向花排七枇坑外 ヲ 銅大二道並尺

岩尚列十 傍＆ fil通＝・ 検一 ナ 内地 以乃
中岩ス五銭 ノ 三／ ス レ外並下至、 、
ノ 即皮 J:R. 上ア ノV 外 ト ナ ーー 入二

鎖凝チ 内 重部放 J、 一 モ リ プ 十十、
物固小外石等射此、 過需現其尺尺



ア ニ上方正 ア 属ニ プ ネ革於正多 ヲ

ソ ジ盤岩 9 桃 J、 北氏詳頑 四 シ沈
1・ 、 、
曾 j子 錨 J、底放黒 々 ノ ナ鍍年薬殿
ア稀 ア結部鱗雲東所 フ 山 以王 セ

貰ニリ品ノ床母南｜有ス 来寺 ジ、 、
玉駐大質傾ニ石 ニ明美 産鎖 モ

ヲ 孔銅 ト 科 ジ英 々 係治禰額山 ノ

産雀坑ナ ＿，・、 プ 閃 西 JV 二郡減ノ 一、
ス石瞳 ソ ニ大緑 ニ地十於少大 シ、
上 ア ノ 鍍十銅岩走質年踊 ジ正 プ

盤 9 、鎚染度坑 ア リ
，＞、 以村大七鎖

鑓其石 ナ乃鰻 9 東古来 ーー 正年石、
J、他 J、 ジ歪 ト 鍍方生探 ア 七度ノ、、
酸小桁大六稽床六代鍍 ソ 年産花

化量棺豊島）十 シ J、 十ノ
、
セ鍍六額両

帯ノ 石坑度、 延角 度粘 ラ床丹精岩

ーー 白方盤以 ピ岩乃板 v ノ ヨ鎖 ヨ

麗然解ニ 上百 ト 至岩近畿 ソ 十 ヲ、
ジ銀石誼 ーー 尺石七角 時見 製五砂、 、 、
品：輝石行 シ 落灰十岩漸 J、 錬高岩、
孔水英 三J プ ジ岩度石 ク 往休貫ニ

雀鉛等 / 下ニ
、

ユ友隆昔 止銅入

石鎖ナ其盤百ノ 傾岩雄 ， 一 ス千 ソ
1・、 ． 
藍方 リ 上 J、 六境斜砂ナ ア ノレ四ア、
銅鈴鍍 － ー 石十界 ス コ~｛· リ ソ 一・． 百尖、 、
鍍鍍石幅反尺ニ 鍍ノ 現 王 斤滅、 、 、
褐灰 J、十岩幅介 山互時雄 L〆 ーー Jえ

銭重黄入ナ 四.{t ノ 居小 モ リ ジ JV

鍍石銅尺 ソ 十ス 南 ニ栗其 ブ 毛
、

ア等鎖ノ 石尺ノV 東 シ ヨ 沿 大ノ



近 々 ノレ ス ノ 現沿佐 貫下 リ ノ 桁 ソ
1・ 、

ク 一伊 数 JV 鋸 敏：革 々 ホ！j部西噴締本．

富属候 二臓 主詳波錨及 一・． 出石鎖、
鎖桃ノ 錨： ーー ，，．、 ナ 鎖 四 ヒ 水 ごL 黄床

慢斌網 脈 シ 田 フ 山 十上卒 ヨ 玉 J、

ア 鍬：朕 ヨ 7 中 コ主 二宮i；坑 ') ノ 其；、
ソ 塊鎖 リ ~t 捕明阿 両→，． ヲ 道 プ 如南

7 ヲ 脈 成五 太治武 貫採 ヲ 成 キ 東

鱗賦 ア ソ ート 郎ニ郡銅銭掘生高部
' 

石存 ') 其度 氏十佐十 ス j盤 セ 手~~ ーー
、 、

ノ シ下 間 Jf! ナ 五々 高本 ジ フ 鱗露
、
品上盤 11雨 ーー ソ 年並斤鍍・鏑 v 物出、
位下脈 百走 地頃村 ナ 山ぺ床 シ ノ . .A 

百七 J、 一 ソ 質 ヨ 長 ') ノ ーー 毛 賦ノν一
分十幅 十南 .－・、 ') 大曾 ノ 存石

中尺十 尺東 西探野 正 シ ナ .A 英

銅 ーー 尺 ア 方鳳鎖： ーー 七 之ノV JV 閃

四及 内 リ 七 閥 セ ア 年 ヲ ~ jJ 線
、 ． 

プ 外該十 山 ジ ') 度 上 ト 如岩
、

ア モ ーー 二度 ヲ 屯 本 ノ 下 ヲ キ ノ

リ ノ ジ 鎖 － ー 宇品 ノ 鎖 産 ーー アI三 J、 影
、
鑓 ア ブ 脈傾 成 ア Ill 額採 セ本響

石 ') 延 間 キ .A ソ ，＞、 J、 鎖 !) 鍍 ヲ
、 、

ノ、 J: ピ ーー 上 ノV シ欝 来且 シ 坑床受
四

石盤三 ノ、 権角 毛 坑 鍍現道 カ ク

英脈百 之及 閃爾 ア 二時 J、石ノV

及 .－・、 一 ト 花来 v 百 J、東英 コ一
緑露十 直盤 尚振 ト 十銭斜閃 ト

泥 tiJi 尺 Jア；： 岩ノ、 モ 九慢面総多、
質 ーー 慮 .A 都 Fド ス其 伊E ノ ヨ 岩 ク、



信 一， ピ石間 ナ走 ジ ジ郎金f十 石物、
坑 シ二ノ F雨 ソ リ プ ~J高氏 ケ入賦ナ、
官f) ア 百日I =f・ 富東砂 四 ナ持1高 存 リ、
ノ 多五位尺鎖方岩十 リ 錫i貰 ジ鱗、 一寸

下量十百 ア 部七中 尺地 山 ナ ス石

底 ノ 尺分 リ ノ、十 ーー ノ 質 リ ノ、d‘ J、
、

ユ硫ユ 中替市度賦閃 J、柴 λ 黄

多枇 シ銅坑北乃存 緑古王． L鍋－ 銅

ジ蛾；テ 七富 ノ 五 ミJ 劫生寺 鏑i
、．

鑓鉱：鏡乃鎖二人閃 岩代鎖 稿ニ

石 ヲ石至部筒十線脈ノ 山 J毛 ジ

J、 f宇ノ 入ノ、 庭－度 l奇 ア砂 ノ JV j° 

方 ヒ 日I ナ 4ヒ ーー .:::. -!f' 王 リ ；？＇~－北 酸上

解千位 ヲ 方 ア｛頃）疏 プ ーー 西 化盤、 、
石分百新 － ー リ 斜ノ 北 ジ大 銅版

ーー 中分坑斜 ア ジ西 々 プ 田 ア ーー

ジ四中宮下北延百西北村 ソ 多
、

アノ銅鍍シヲピ尺南｜東秋 大ク

稀蒼六部幅奮二ニ ｜谷
、

iE 下

ニ鉛乃屯 十坑千 ア 々 市 － ー 七盤

石 ヲ 至北五部四 リ 東西 ア 年版
1・ 、

英合七方尺南百鱗 ーー ーー リ ま采 ニ
' 

、
アキI ナ － ー 延 ヲ 尺脈走走現 筆者i J、

、
9 Jζ リ 容｝ ヒ． 新 l［幅 J、 JV リ 銀i 七品
、 、 、 、
本其鎖下二坑ニ北鏡北主 十位

鱗他石 シ百部尺二床西ノ、 五良

床決 J、 幅五 ト 乃十 J、方米 高好

J、重責六十稀至度鍍ニ Jll 貫ナ、
其石鍋尺尺 ジ四西服｛頃牧 撰ノV

、、
東 J、鍍延鎖其尺ニ ユ斜太 鎖骨l~



錨ー少山入幅平部 ーー ノV 地東 II年 ーー

鎖： ノ ジ附尺四 均 ーー 急 鱗質！乱掘；主、
坂 ト 近幅尺 品蓮宗十 服ノ、 閥進入

美鎖 雄ユ 五 ー，τ9・ 位績 ジ ナ 古鍍 rj:t セ

t輔 山 毛 J、尺 ') 百ス 露 ヲ 生 Lil ノ ノV、 、 、 、
明 ノ 多千上大分ノV 頭 就代 大閃

治如数枚下正、 Fド :cf: ーー 中 ノ 古切線

賓 ヨ号 ナ岩三入銅 ノ プ 大千敷坑~｝、
幅是 ノV 及十年 一 、 1届 露枚那道岩一
嶺 ナ ヲ 花五四 内如二 頭岩東 ノ 服

ノ リ 以尚尺月 外 シ十 及 J,~;l. 準 一日
1・ 、

諸 ブ 岩鍍鍍 ナ 鍍尺 稀角閥捗闘

鍍 従中石脈 ') 石 ア、
Jミ 閃 山 ーー 係

山 来ニ
I仁11’’ 中 鳳ノ、 ソ JV 花 ノ ヨ ヌ、、

ア 稼鎖位ニ 閥黄其 J、 尚南 リ ノv

リ 行脈百届 坑銅下 千岩山其 ~ 

セ院分桃 d，、 鍍部 枚 ーー 腹開 ト

フ ！！台中；i犬花 ーー .＞、 岩 ジ ーー 係多

レース‘銅鎖、 ジ未 中 プ ア 間 キ

附ノV 十塊岩 プ タ ーー 鉱ー ヲ 明 jJ 

近モ 一 ヲ 中多探 ア床現ス 女日一
ー ノ 内採 ーー 量鎖 ヲ ノ、鏡ノV ヨp

奮多外掘 ア ノ セ プ 雨主 ーー 毛

坑 ク ーー シ リ 磁 プ 商岩成至未、 ...... 
多主主：及其 プ 硫 L〆 北石清ノV タ

，、

ジ 大 ヒ 大 南餓サ ーー 中信 ，、、 言宇、
山 ナ タ サ 北鏡 I/ 走 ーー ~ 市 t シ ナ

口 ノレ ノ,, 長 － ー ヲ ト リ 脹氏 フ、
本現~’zE モ 本サ 走伴 モ 西胎 ナ ..A 

、
Lll ノ 鎖十 リ ヒ 下 方 J毛 現、 、

ーー一ーー司ーーー『、



ア 秋重黄銭者 J、 用品 ノ 離豆床 プ 夫
') 穂石錨鍍ノ 古嶺鎖 サ 7ぇ J、 結 j捕、
ア鎖鍍鎖中接生鍍床レヨ鵡色鎚

北山 J、部網代山ニ水ソ色表山 ｜

六 秋7地ニ部ノ 属酸重表 1二
十吉穂子表 ／、 ーー 石於ス 化量 一 美、
度敷山 ーー 磁路 °}J（ 踊 餓五 Fド ア f幅
束郡上近錨胎岩牽 ヲ 噸 ーー 被郡

ーー 秋鍍 ク 鍍 ミJ ト 地 生 ーザ 賦 J、於

走穂山酸 中幅之 ノ セ及存 レ）随
、

リ 一 ア 化 ーー 五 ヲ 西ー ヨノ フ Jξ 表村一 、
幅島 リ シ 長尺貫端 モ 本ノv -t二於

一村 プ 銅 ア キ 野z ノ 鍍褐 ノ 車局

寸仁 褐鍍 ') 
、 南 m ナ床蛾厚－ Sf I 

乃光 錨 ヲ 鑓北 ノ リ J、鍍 サ iJJ 、
寺 鎖 交石ニ下 明会床ノ、 ーー

五ニ J、、 ノ、走 一 治競 ーー 百ア、 、
寸 ア ナ 上柘ノV ア 賀 諮 ジ尺 ') 

、
ア リ JV i0il) t留石 ソ 鍾t液 プ 以地、 、
リ ；張 本 ニ石英於 山 カ 鍍上質、
石 雲 鏑究ニ 閃漏 モ石石 ーー ノ、

英 i法 山 第 シ k{k 鎖 牽 方t J、 じ古

脈花 ＿，，、 ーー プ 岩山 地岩塊ス生

七
中 i品l 褐 葉鍍脈ノ 上ニ ；伏ノv ii:: 

ーー 疋’，，玉~ 餓餓石ナ支 ユ作 ヲ ノ

少中 鍍鍍 J、 ') 山 ア用 ナ ＝？ 石
、

f D: エ ヲ ヲ 下鎖タ ソ ジ ミJ τ， 主民

ノ 石 採増部床 ソ プ プ 大 ァ岩、
錨英 掘 !Jn ーー ，，、 地 同錨 サ ソ 一ー、
重版 .7. ス磁雨質 式分小 1Jjf ジ

、

、. " ＂ 』...‘，， a由，可・H ，， 



石 リ 入 ：黄ノ、 ト各東鎖線岩山 曾石

炭 ニ銅角 銅ー西塊岩ニ上 テ！路

開鍍岩重ア二 一 ア ジ鍍採月台
大 係ナ ト 石 ソ 百 シ ヲ プ 山掘 ス、 、
嶺 J毛 9 石 ト錨五 ブ 又北 セ其
、 、 、
津 大本友 ア石十 一鍍々 於 ラ他

布 正鎖岩 ヲ J、尺 J、床東福 ν 同
、

回 六床 ト ア桁南 露ニ 鎖 タ郡

ーー 年 J、 ノ 銅栴北天接南山 リ 佐

無 来於境鍍石二堀 ジ々 ノ 山
1・

煙 入踊界 ヲ ニ百 -- 7 西北 キf

炭、 年鍍ニ 随 シ五 J、閃 ーー 一 百基

般 末床賦伴 ア十 奮緑走旦 ，尾

木 ’可r 存 ジ鎖尺坑劫 ソ 宇 LU 

高 プ 全 三J 銅石 ア 鍍岩東ニ ノ

'f・ ノ ク. ~·幅事長 J、 ソ 床服方 ア 1t 

帆 産其入 J、重富 ト ア七 ソ I治I
、

ーー おj fJ兄十黄石鍍稿 リ 十地 1王, 
、 、

4母 重‘困尺銅及部 ス鍍度質 中、
炭 石 ヲ ア 鍍銅 J、 露床ユ ノ、 ノ

ヲ 鍍同 ソ 及鍍脈天ノ、傾古 石、
産 一 フ鎚孔 ナ状堀角斜生 英一
.A l頓 ジ石雀 9 ヲ 鎖岩ス代 脈、 、
宇石 J、 石重ナ 床中南 ／ ， 一、
銅英柘 ア石 ジ ，，、 ニ東角 主連

入

鱗閃楠 ソ ニ東地財j エ疋.... 玉, 重、 、
四緑石菖 J、西表胎 J、石 石、
十岩鍍坑双及 ーー ス英双 路

01蹟ノ 石鍍重 r0i 於ノV 雲岩 胎、
ナ貫 J、 床石北 〆-r 二閃砂 ジ



プ 良 北 行 平位 如 挟ノ、 四 ミノ ノ 磁大、
m好竿セ 均 ジ キ 在去II 十 プ 砂榎嶺

軍 － ー 古［） フ ニ 厚 J、 シ ツ 度港岩山炭

省 シ ーー Jl〆 尺 サ南稗 7 内 幸を畿炭田

相t ， 一，r プ 、 乃 卒 北 田 北外 ス 連破
、

1・
ノ 厚 ノ、 モ 王均ニ菱 商ニノV ジ洗美

木サ屡ノ 四四 連 川 傾毛粘 川 禰

坑 ニ 火 ナ 尺尺瓦藤商剥ノ 扱炭郡、
榎竣 成 ジ ア ア .A 河東ス 多岩棋 大

、 、 、．
山 化岩 下 リ リ ノV 内 一－ー v ジ 盤横嶺、 、 、 、
荒 ナ及 屠 藤ア 露 下走 ト え~：·岩道村

Jll ク 断 J、 河粉頭屠 ソ モ 屠 介 炭 ーー
、 、
横塊屠茨 内 炭 二 上 南北 J、 在磁 ア

、
；益決 ノ 層屠多里屠 西ス 南 ス 大 リ、．

1・ 、 、
大六錦 中 ，，、 シ僚猪方ノV 部 石 嶺茨

1・ 、
嶺粉 ニ 最厚稗 ニ ノ 一 ーー ーー 英無碩
決決錯 モ サ 田及木傾従ア 斑煙経、
i悩 四 賞L重 六大 フ 屠斜 プ .，）・、 岩炭替、
ノ ノ セ 要 尺井稗 ノ ス 南北 及磁者

如害1] プ 町・ーー ア炭田 七 JV 北 東劫曾 J、

キ合ノV シ ;J 搬炭炭 ーー ' 岩枇 大
大 ニ 、 7 共稼居屠至屠南 J、等井

部抹 コ厚 ーー fr ＿，、 ア ノV 向 西岩 ナ 炭
、

九
分掘 ト サ 粉ス抜 ソ 長と ト － ー 服 ;J 磁、 、 、
ノ セ ァ平 炭萎層 ブ 層ナ走 或 地海

決 フ レ均 多 川 r!1下 ノ、 リ リ ノ、質軍

磁ノV ト 四 ク屠 f立居砂 北北 岩 J、 省
、． 、

曾 、 モ尺現ノ、 下 上 岩端i1!9 床 三 荒

f止 ヲ 裁 ア 一 厚部層 ，，’ － ー Ji ヲ 盤 川
ノ、以質 リ

、
稼サ 一 ノ － ー プ ーーー ナ 紀茨



異地ノV 般ジ ーー
、
津ノV 、、、 熔分 ’尺 l時本

鹿質経木古、 ジ布採 ーー 融中乃海層

二 J、砦茨来 ブ 回表 プ 知六至軍 ヲ

主第長 田僅 断長年 低十五省稼

石三磁 ーー 居田額用 キ 七尺草行
ノ 紀 J、厚採 ノ 約 ヲ ヲ 乃 アタドス、
七 ノ ニ狭掘潟厚入 ナ以至 ソ 川上
居砂友那セ メ 狭高 サ プ 入決坑屠、
ア 岩沖般 フ 地郡噸 .A 海十質ニ茨、
リ頁回木 L’ 層生 ナ 他軍 ア 良ノ .＞、
、 1・
決岩起町現錯回 ソ ／ 省 リ 女子 、、‘ 厚

層 ヨ 業及ニ、 脅L村 石 ーー プ ニ採ナ
ノ、 リ 山 高稼 ジ津 茨テ 亜 ジ掘六

甚成｜場千行従布
、 ト J、無 プ セ 尺

タ ') 
、 大帆中 プ 田 混煉煙粉 ラ乃

緩炭力村ノ 設 ーー 交炭炭茨 JV 至、 、
慢居長 一 毛 ーー ア ジ製ニ 多猪入

ナ J、門跨ノ 埋 リ プ 造属 ミJ ノ 尺、 、 、
ノV 三園 ヲ J、 議地 煉ニ ジ 本木 ア

波徳木古平 ス 質 長之 "JJ( 炭層 ヲ、
航中山来原 ノV J、 ヲ、 ヲ 分 田 殆

調腰萩褐表決三 製使十 ノ 最 ト
1・

曲 中森炭酸屠昼 造用乃石上金、
ヲ 掘卒 ヲ ア モ 紀 ／..、 ス王 成層部、 、
ナ 四原採ノV 大 ノ 本 レノ ー .；・、 ーー 粉

ジ重茨掘ノ ナ砂 表 十 閲 ジ長

中石 {iJl;t ス 、、、 ノV 岩 田 モ 二定 ブ 一、 、 、
生一等其 モ 1：占 一 本ニ 決厚属
居重ナ主 ノ 板 於炭及素サ シ

或石 ヲ ナ ナ ;;l'.~－ ケ ノ ヒ 百二現、 、

問。



ヒ石七約 ヨ ーー、 等 ア石 ノ プ 炭層ノ、

大方正反六 ') 至 ノ 9 炭北 .；，、 屠 J、花
、

嶺岩分十約 ') 決是層東合 J、 最 i品
産 十尺三次磁等 J、 部致四下：！＜＇：・

無美乃ニ十第 ア J、厚 ーー ジ jミ長ニ
、

煙禰至ア 尺ニ ') 主サ 賦 ブ 四層接、
炭郡十著下上 fl[J ト ー存 一 重ニ シ

ヲ 秩入来ユ部 チ シ尺 ジ屠石 ジ ア、
以吉 アス ブ ヲ 決ア ーー 一 ト 炭 ア 反一、
ブ 宮昔す ソ 本著採居北 ジ友、 ナ 層！享 挑、
石地本東炭掘 J、西ア 沖 ') .；・、 サ セ、
1J( ノ 表質 本部異 田 総一一 プジ .A 一一一一、 、
ヲ 縁田川南ノV 炭及鹿起計尺尺 ν

焼遁ノ 概西ニ 回南炭業十五 ア十

製ニ年ジ部至 ノ 西屠等五寸 ') 五、
ス j" 産；F ーー ／レ’ 北部 J、 ノ 尺 ア 中度、
採額酷ア 北東ニ ニ茨 ーー ヲ 腰乃、
掘約似 J、東部設尺破及 中決 ・至

セ七ジ二部 ユ達五 J、 フ 掘屠二
、

ラ高田重ニ ブ ジ寸是 以及川十

ノV 噸定石ァ .；，、
、
山ニ等上回厚度

、 ナ炭裁三下陽重 ノ ノ 重サ f).

モ ') 
、

素居徳部大石来四 石平上
四 ノ ニ J、炭 ヲ 力茨屠茨決均ユ、

数 十地居採長屠 ヲ 屠屠三傾

十 三表 J、 掘門 J、採 J、 J、尺斜

筒 乃予地ジ誠二掘多北七ス、

蕗 至米抜表雨森尺スク東寸ニ、、ー＿.. 、 1・
ーー 三ョ千尋西平五一炭縁中徳

及 十 Y Z歩部原寸重田ニ扱決



閲建セリ綾バニシ其入質硯部大、
村築ス其ナン属ア上十ノ、材ニ理、 Lー
阿石大他ノV J、ス岩ニ度中 結石

知 正厚青上ノV 瀧凝束生亦晶

須石七狭石等毛ノ茨＝代間質美

ノ材年町ヲ品ノ梅岩走ノ関ト禰

北ト度森挟ユナ木及 Y 砂硯ナ郡、
九ジ産庚在ジ 9 畑角北岩トソ秋

、、、
塚ア額＝スア硯五畿方頁稿ジ吉、
山採硯縞「施材ノ岩二岩セモ村

ユ掘約賦チ色ノ瀬ノ十角、 ラノ経

アセ四ヲクヲ種ぱ互度盛ノV ニ塚
ダ

J、ラ高呈 呈類入居乃岩、ジ及
〉〆、

中ノV 佃ス」ジ J、道ア豆諸・毛ア於、 一寸

粒、其ノV J、敏ホ等 Y 三色ノ白踊
一.u寸， 、 、

ノモ債捺下密シニ硯十凝ニ馬村

黒ノ魯金等監バ採材度友ジ豆ニ

雲 J、一石品硯ン掘 J、ニ岩 Jテ斑産

母花高 Lテェナ L寸所凝傾ニ厚等ス
チ 、

花両国産シ Y、 7 ア友斜シ狭ノ共
尚岩内スア其 d リ岩スア郡種ニ

エバ 、 、
売類外 JV 緒厚 y 是中砂地高類古

厚最ナ毛色サ青同等ノ岩層倉ア生

狭毛 9 現ヲ十 J、竪 J、 J、村ソ代

郡多 時呈尺至何硯下北岩 ノ

小ク J、シア等 ν ナ部六瀧 石

野長 之組 y ア毛 JV 屠十ニ 決

村敷 ヲ粒中九同部ニ度産 岩
ー寸

藤郡 採質ニホ一分ジ乃ス ノ、
河井 掘ナ堅シ屠ニア歪地 局

四



等粘斑及内

ノ 土橋豊ノ

製 岩浦組、
造ノ、扮郡粒

エ第岩小黒、
供三石月雲

セ紀荻ノ 母

ラ居岩中花

ノV 或等粧品i
J、 ヲ 花岩、

洪採 i話同

積掘岩郡

屠ス等舵

中 J、木

ノ 其町

毛 販附

ノ 路近

ーー 大ノ

シ ナ f丑
プ ヲ 本立、
之 其花

ヲ －他 i萌
採 局岩、

四 掘 部同

ユ、〆， ユ 郡

ブ 石生

克 英国
、
費五 閃村

士 線埴

管 岩生、



百米湯

米内本 ノV ヨ 温ジ ノ 石磐

以外視 約 9 泉殆同城城

内 ニ泉 二本湧 ン報郡悶

ヲ 過 J、一週省出 文湯湯
（ 

p踊民‘ キ 語菌 問 ーー ノ 鈴岡本木

ト ス島位ヲ 申位謹上温温、
ス附牒置以請置ナ第泉泉、
但近石及ア セ盆キ 四調ニ

ジ J、城地嘗 ヲ ｛民 ζ 十査就、
西主郡勢地本下至七報ア

方ニ湯 ェ官ス v 競文 J、
）（  

ニ第本 出命ノV 9 ア地巳
、

J、三村 張 ヲ ヤ大 9 質ニ、
石紀宇

3島

ジ 奉更正英調元

英屠ニ 虫目色 ジ ニ入地査農

閃 ヨ 函 ク入同年勢所商

線 ヲ ノ
、

現月 視六地報務

劫成卒 般十泉月質告技、
岩 JV 地 ヲ 三現同沿第師

ヨ正ユ 調 日 朕温草十中

9 陵ア 査 ヨ 調泉泉四村

成 ーー ソ セ ？ 査ノ 質！競新、 ） 

JV ジ海・ ソ 同 ノ 湧等ア太

湯ア抜 二件出 J、 9 良E、
ノ 海僅 ヲ 量 詳叉氏

議抜カ 五同盆細山 ノ

胸高ニ ll l限減ニ根稲

起匝十 ーー 知少調技島

シニニ 玉事ジ査師牒

農

商

務

技

師

佐

藤

f専

b議

市晶

島

勝｜
湯

本

温

泉

四
回



四
五

岩砂浅及ノ 上 ノV 露湯
ー寸

ナ岩貝 ノV 植並 カ 出本

9 ノ
、 砂 ジ物ユ 如及地

屠互岩ナ化浅シ決方
し一 、

向屠屠ノ石海第破 J、
J、 ナ ノ 如 ヲ ノ 二二 ノ 主

概ノV 上 キ埋沈 紀坑 ト

ネ多ユ 介蔵澱居内 ジ

南賀不殻ス ーー J、・試ア
、

北累整化此係砂錐第

叉屠合石上 JV 岩ニニ、
J、被的 ヲ ユ砂頁見紀

北覆ニ 埋海岩岩ノv 屠、
西ス 白、 議成層蛍ユ

ヨ

ーー 向坂ス砂ア 岩花 9 、 、
ジ上頁所岩 9 凝品i成、
プ 部岩謂屠多灰岩 JV

、、
東 ヲ ア 洩 ア量岩石而

方 白 ソ 貝 9 ノ 及英 ジ、
叉土此砂ア石石閃 7 

一寸
J、層上岩ア炭炭総其

北 ト ヲ ト イ ヲ ヨ 劫基

東稽不稽ア挟 9 岩盤

ーー ス~空 ス ジ有成叉 J、
、
十主合 JV ラ ジ ') J、湯

、
度 ト 的 毛 バ極最角 ノ

乃 ジ ーー ノ If 地下閃獄

至 ア頁是セ 中部京－附

二凝岩 ナ ク新＝ 系近

十茨及 リ タ 統陸 ナ ノ
1・L_

米至 U:5t：主：

ーー 9 ヲ 最

i主ア 湯・高
ス流ノ 鮎

ニノV 路議海

4市 ヲ ノ 抜

地積南東六

屠方側百

質稜ユ 一， 十

達時費九

ジ ジ ジ米、
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御井 ~，、 ジ湯 ＝宝 新 － ー 地膳 ク 度 ミノ 三／
、』J 一寸

湯戸此 カ ノ ト 湯相思占 J、 生IE. ーー 其 ブ

ノ ，，、 井 蹴南 ヲ J、聯 ヲ 両首 臭 ジ 硫ニ巳

東温 ヲ 味二時約絡異者 ナ プ 酸・ノ

南度 埋 ア 十示南 Jミ ーー ーー 9 其盤ノV、
東低 メ JV 度 .A 北 JV .A 同 河他 ヲ プ

一 ク タ 温東ノV ノ t二 ノV ジ 原 ノ 合タ一 、
蹴 ソ 泉ノ モ 方 ノ ーー ~p ノ 反 よ‘ L〆

間 味 ト 湧約 ノ 向 ナ 従 チ 湯膳 ヲ ン’
L 

ノ 毛 －；：：：句- 出 二 ナ ノ JV ヒ 此 J、...、 生日 ーー

慮亦 ア ジ十 フ 一 ヲ 多三 温御 JV プ、 、
一 著叉 同ニ ン直知少温度湯岩徴

ア ジ岩 時間 線ノV 温泉 構 ーー i召 ーー
JV カ 1召 ーー ノ 上 ヲ 度 J、氏同 屋紫
体． フ 屋 岩慮 ーー 得 ヲ 殆 四 ジ新色

I葉 サ 新 沼 ーー 排へ 史ー ン 十 ク 湯 ヲ

尾 JV 湯 屋飲 ~tl シ ーー ト 二説 J、呈、
井 モ ノ 新料 三毛 而 ス 全度 v 温 ジ
一寸 （ 

戸 ア 東 湯水 JV ジ JV ク 気 ニE 度 画昔

ヨ ノV 南 J、 ヲ ...、 プ ーー 同 温無揖醜

ヲ カ 東 其得 印河止一 二色 氏鉛
四

湧 ソ 五 湧 ン チ 原 ’可P ’性 十透四 ーー
し一

出出 ·1~：十 カ 此 ノ ソ 質 六明十 プ

J主 ノ 八． 止京事 方湯地 ヲ 度 ーー 入白、 ） 

JV 反 間 、、、 ーー 向御下有 ーー シ 度色
（ 
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巣神泉湯 向 ノ 名 JV 溜 出安川 J、

鍍 ケ 迫 フロ ア 機取 毛 セ 地政 ノ 亦

泉根 ノ 温 9 曾川 ノ JV 帯年右著，． 

J、鎖諜 泉 ト ヲ I可タ 毛 ーー 間岸 ジ

神泉ノ 附四云得水 JV / 三／ ノ ヨ ク

ケ J、湯 ；ε フ サ ノ ヲ 、 プ 湧 ヲ 献
根名及 ーー 湯 9 .増 知如多出安味

鍍取締 d，、 フじ ジ減ノV ク 少地政 ヲ

泉川 山 .:::. i且H正 ト ト へ l~li ノ 結二帯
ノ 一ー・ 鍍 三泉 雄 温 ミ／ プ 温 ト 年 ヒ

調沿泉 ノ 附 毛 J元 叉度臨 ノ 飲
岸 ヒ h日ι－ 鉱：逗 曇湧 此 ヲ i皐湧料
ヨ 湯ナ 泉 － ー 天出 地有井出 ーー

9 フ乙 リ ア 於 若量 帯ス 戸地供

湧 ノ 9 ケ ク 及 内ノレ ト 里占 ス、
出上 利I JV ノ、 混 一 温ノ ーー ‘、
三毛 流 ケ 鍍、 降度 湧泉問 歪 カ

是ー 根泉 雨 ト 出 J、 ~［I ノV フ

ヨ 里 望m ノ ノ ス此 子「 長 Jミ、
1・

ソ }II 泉 日 開 ノV 地百サ 是

二二 ノ 在詰 ーー 係 温帯十 少 ーー

口左 ノ ノ、 .；・、 泉 ノ 間 ク 由

街岸 ~ ~－却t日Lβι、 同地 ノ ト ブ

六五

道 ヨ 鉱： 度 回 ーー 下問 毛 之

ーー 9 泉 上之 J、数ノ、百 ヲ

沿湧 湯 昇 ヲ 互尺所六観

ヒ 出 ノ J屯 調 ーー ノ 謂十 レ

行ス 議 ノV 査 連慮溢間 J、
、 、
ク鴻 田 ノ .A 絡 ーー 泉幅名

::? ノ 鎖 傾ノV ア 貯湧 J、取
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ア秋 出 フ 成 盤分 メ積秋 i宰炭

厚保 地 ン コ毛 ト 配之層保 ーー 酸、
サ温 結此ノV ノ セ ーー 中温 モ 長

四泉 ヲ 裂角 開 ソ ヨ ヨ }Jl 昔 j事
、

五地六 連解磯 係而 ヲ リ ノ 五時出

尺方 結 J、凝 ，，、 ジープ 湧主 温ス

ヨ ノ 地 ス種茨 之；F 温出 i原 秋泉ノレ
'} 基質 ノV 々 ＊＇王, ヲ 木泉 ジ fJミ 保湧 モ

二盤構南ナ ノ 詳粧 ヲ 升： タ むriJ. 出 J込

ニニ ヲ 造 北 JV 裂 ーー 内集口 ノV }Jl セ 量
間構 ト ノ へ瞬 Jミ － ー 中 ーー 御 湧 '} 本通
ニ成温方 ジ ヨ ノV J、 ジ直湯 出 ト メ

違ス 呆 向 ト '} 能数樋径 .＞、 ノ ノ ア

二λ ノV ーー 雄湧 J、多 ヲ 三名 朕 口少
ノV 岩 ノ ア .:i: 出 サ ノ 以尺取 態碑ナ、
砂石関 ノV 略 三／ ノV 岩ア深川 ア シ、
磯 J、係 毛 御上 毛 塊四 サ ノ ソ 叉、
屠角 ノ 湯部想石個六河 湯

、
ア礎 、 河砂 プ 磯 ノ 尺岸 フ乙

'} 凝 女n原磯 ーー 堆温 ノ ヲ ノ

プ 7ぇ ジ ノ 唐 増積泉固距 ・ 南

所岩 湯中 段ス 放筒ノレ 方

謂ニ 及 ーー 堆ノV 館形五 数、

ム円七t

i可 シ 岩瀦 F責 ヲ 一 ノ 阿J

成 7 i'『｛ itN 唐山．筒木徐 ノ

培之 屋 ス ノ プ ノ 粧間 E監

段 ヲ 新ノV 基温共ニ ノ ーー

ヲ被 湯 ごE 盤泉同段培 ア

成覆 ノ ノ ヲ ト 湯 ヲ 段 ノV

.A ジ 湧 ナ 構地 ーー 埋堆 湯
、



ノ 制ユ川 成 J、岩成 ヲ J、尺 内 ヲ 磯、 、
安 ジ於ヲ ノV 介頁 y 石厚内外普 J、

山！菅ア朔 第殻岩其英サ外 ノ ；丞主

岩｛立ノ、 ノV 三化及内 粗十ノ 者日 ト ト

質ノ 地ニ 紀石盤ニ 面尺磯分ス i ジ
、

集麓層従居ヲ 岩往岩内 ヲ ノ、 ！；＿玉l 7 

塊イ七 J、 ヒ J、合 ア 々 質外 j昆植沼安

岩セ念地 ー1昏r己・ よ‘ ') j注 集ノ Jミ 物屋山、 、
ト ノV ニ層庭盤上化塊磯ノV ノ 新岩、
ナ ヲ 其 J、 附岩部木I 岩層砂根湯花

、
') 示位規延凝凝、

ヲ 及 ア屠董附尚

叉ス置則 ュ 2正反埋角 リ ア 等；Z 岩、 、
湯力nヲ正於質岩議磯ア リ ヲ － ー 硬、
元之輔 シ プ 頁中ス、

疑其：叉 j昆 7 砂

附白 ジ ク －岩ユ角 方正下湯・ ス掘岩、 、
近色七南 向凝 J、磯岩ニ ノ ノV 盤石

ーー ノ 十方税茨木凝 J、不透泥 セ英

於流五ニ 屠質葉メ疋秋整田 炭ノV 組

ケ 紋度傾 ヲ 砂イと岩保合鍍質断商

ノV 岩 ノ 斜 7~ 岩石ノ 地ユ泉－士商岩、
名質念・ス 成凝 ヲ 下方石附壌 ヲ 等

取凝角ノV ス茨埋ユ 第英近、
一司戸 見 ーー

川 双皮 モ 是角識 J、 三粗ノ ジ JV ジ

ノ 岩 ヲ 秋 ヨ 盤 シ凝紀商名 プ ーー プ

左ノ、 以保 ソ 岩下灰層岩取其地直

，、
入

右念 7 村 西ノ 部質 ノ 質川 下表径

雨激東湯方累盛砂上集ノ － ー ヨ 一
！ヲJJ三ニ 方元 ・ー－ 層岩岩部塊沿！享 リ 寸、
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犀 フ 推内 等 内湯 毛 ヨ 穿日 ム ヲ ク、
新サ測外 手〆 ノ フじ ノ 9 Jミ 更受其、
湯ノV セ ノ ク 温混 一．， 温且 ーー ケ
ト ナ サ短 唱泉泉 非泉 ツ 河タ
.＞、 キ ノV 時 フ ノ 御七 ノ：v ヲ 安 原ノV ヲ

其 ヤ ヲ 日 ノV 温湯 カ 湧政 ノ ~ 異2

成 ヲ 得ノ 所度 ーノ ?ill 出二 湯 ト ーー、
分疑サ 間 ナ 次湧泉 セ 年 御ヲ .A 

及 ，，、 ノV ーー タ 第出湧、 ノV 入 湯示 ノV

’性 ジ ナ 温 ムB、ーー 量出 カ 月 及 ジ ア

賦 z‘ リ 泉 之低 J、量 如 震 岩此 リ、
沼慮逗 ｜ーー ノV 而湧 ヲ 下大 ノ キ 災

於 J、 ジ 出 事ス正減 叉ノ 屋ユ 等

プ 相 プ 量 賓ノV 七少 其際 新断 ノ

殆 嘗岩ノ ト ト 年 裂ユ 湯屠事

シ〆 ノ 沼減 倣 J、ノ 瞬 J、 ノ 及賞
ト 理屋少 ジ 間交 ノ 一 湧裂 J、

全曲新 ヲ 其地 ヨ 此時 出癖湯

ク ア湯来 原 ーー ヲ 方御 地ノ フじ

同 ノV ノ J主 因於次 向湯 鮎多附

一 ナ 掘 J、 ヲ ケ第 ーー ノ J、ク 近
ナ リ 撃特、 考 JV ニ 存南 南 ，存 ノ

ノV 蓋 ノ、 J}I) 究温減 在々 北在地
，、
九
.；・、 ジ或 ノ ス泉少 セ西 ノ ス 屠

分 （ー〉ρ 原 ノV 族 シ JV 方 ーー ノV ノ、

析御此困 ーー 館其 ヲ 入 直 ヲ 著

ノ 湯原ノ f基替結 暗十 線想 ジ

成 ト 因存 f.f 業果 示問 上像 ク

績岩 － ー 在 一者浴 .A ノ ーー セ 鐙

ノ i召 ア ヲ 年 ノ 槽 ノV 慮 排ジ 動
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毛 他 JV ＿..，、 メ1与、 毛 ノ
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3ミ ノ、 域第 以第 フ .]... '}J j] 第 採 JV ノ

ノV 嘗 内 一 プ 一 ミJ ノE〆 故 フ 一 フ あモ 湧一、 、 、
砂地 ーー 以 之河 メ ノ ーー J主 湯 サ R司 出、
磯方於上 ヲ 原 シ〆

エ＇L九Z占、 腐 叉井 ノν ーー 量

層 ノ プ ノ 閉 ノ コ ア 蝕 I也 ヲ ，、、 麗 ノ、

中地通方塞湯 ト ヲ 破下凌 ブJ ス 新
、 、

ーー 盤．蛍法充 湧 ヲ 故 損 一 諜 フ 故井

入 ヲ ノ － ー 填出 要 一 ジ埋 ジ ス 一 ノ、
9 構地 ブ _A 地 J弔 且ト且寸．・ ブ 伏 7 他制l 埋

ア 成 鮎著 ，、、 附 ジ 温ス 温 ノ 湯浅

其 J毛 ヲ ジ シ近 ク 泉ノV 泉 方 ノ ーー

中 JV 選 ヨF ヨ 之 ヲ 木 ノ f会湧 ヨ

ーー 角 定湧 9 ヲ ジキ匡湧 ト 出 ソ

瀦磯 ジ 出 徒 改 プ ノ 出 J、 量之

溜凝新量 ーー 修 逸如 ヲ 何 ヲ ヲ

A 2反 温 ノ 逸 ミ／ 出 キ シ y 増奮

’ノV 岩泉 t曾 出 プ セ モ ブ ヤ 加態

毛 ノ 井加 放 ：；且Ht シ 十成 セ ーー

ノ 裂 ヲ ヲ 流 泉 メ 数ノV ン復

ナ 解掘見 ス ノ 叉年 ，、、 ト セ

ノV ヨ 撃す ノV 逸 地来 ク 欲 ジ

カ 9 スノレ 出 下放 自 セ メ
、

故湧 J、、 ト 泉 地 水置由 J、 得

七 ーー 出 ジ ヨF ノ、 下 ヲ シ ナ 更 JV 、
地 ジ蓋 .；，、 キ日 JJ( ジ タ フ ーー ヤ

表其 ジ i1n日It 常 ノ ブ JV v 他否
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1・ 良

"" 
ノ 中 豊 字狭村地

F責 木ヨ j南 楯防毒由形 鎖
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湯能ク 今 刀三 温英湧 混ノ ジ騰、
野ク湯 回 J調L 度粗出 泉間下 ジ

、
演類野調 J、 J、面地 地隙ノ 究

ユ似滋査 著揖岩附 方ユ 揚ア



七
七

. ' ~~ 

無 ~ 鰭得 ノ 然於
盃／二a』~ J、 ーー ノV 徴 レ ケ

ノ 之沿 ヤ 候 ト ノV

:3 ヲ ヲ 否 ナ 毛 カ

ト IW プ ヤ シ 湯如、
ーー 止深 J、 故野 ‘ク

ア き〆 ク 下司 ーー 演高、
フ 以掘 オz 由 由 話t
サ プ 撃疑 良 良度

ノV 高 ジ 問 鎖： ノ ノ

，、ー 温其 ーー 泉略温

ジ 度際麗 地 中泉

ノ 裂 .A ヲ 間 ノ

：益輝ノV 深 ーー 混

泉中 モ ク ア 出

ノ ーー ノ 掘 ノV ヲ

湧於 ト 撃油 見

出 ブ 'A・ス 戸 JV 

ノ 冷 フ JV 茨 ヤ

有泉 ，、、 ト 坑 毛

無 ノ ジ、ジ 内 亦
ヲ i昆 唯 プ ーー 会ll
試入鍍 モ .，）・、 ノV

よ‘ J毛 泉高 F’J ，、、
ノV ノν ノ NJ. 等 カ
.，），、 モ 湧度 ノ フ

必 ノ 出 ノ 1昆 サ
二え ア Jミ 温泉 JV 

三J JV JV 泉湧 ナ

毛 ト 裂 ヲ i臼 リ、



ニ石 ヲ ジ花ノ
、 温ク域岐三

近 J、 賞概 j~；j 山 ~i~ 下 J、 セ朝

ク 陪 キ ジ岩峯附流所ノv l".nlft 

不友二 ブ .＞、 ーー 近右謂倉泉

完色僚粗本 ヨ J、岸三吉 J、

全般ノ 粒地 ソ 一 ーー 朝支烏一
ナ密安 ナ方闇朝山温線取

ノV ニ 山ノV ノ 総川 回泉倉 j際

柱 ジ京・ 毛基セ ノ i1i1且 守．． ー・ 吉東

獄ア ノ 時雄ラ盆泉 シ騨伯

節板岩ニ ーー JV 地 ア ブ ヲ郡、
理朕服精 シ 111 ーー リ 竹束三

ヲ 節 ア王:XE ヌ 組q 三J 田南朝

墨理 リ 朕山 J、 ブ 川東村、
.A ヲ 北 ヲ 地上ヒ北 ノ ーー ーー

墨々 ヲ~ ヲ 較西 支距 ア

ジ西 ジ構的 ヨ 流 JV 9 、
湯a ヨ 或成念 9 ナニア

谷 9 J、 J毛 ー－ 商 JV 里山
、

ニ南細長f ジ東 三三陰

於々 粒石ア － ー 朝町錨
ケ東ナ J、蕗長 Jll ーー 道
ノV ノ ノV 黒々 ク 左位本

モ 方 毛雲ユ ifii 百三 ス 主義
、

ノ 向 ノ 母岩抜 ーー 主上
－＇，、 ーー ア花石三 位ナ井

稿並 9 尚露百 ジノレ牒
、 、

女走花岩出米 其温 ヨ

武ス i品L,j ニ－ ス 内 少泉 9 、
岩岩岩嵐 外 ジ地分

農

商

務

技

師

山

キ艮

新

衣

鳥

取

県系

一一一
朝

i昆

泉

七
八



七
九

ニ量少株四温

朝 J、 量湯匝泉

匝古 ノ 区域地

域来 温域 ヲ 域

ノ、著泉 J、成 J、

所 ジ 流温 ジ二二、
モHきu同， キ 出泉嬰朝

三増 ス地北村
、

朝減其域西大

温 す？ 湧ノ ヨ 宇

泉 ジ 出南 9 一一
ノ ト 日東南朝

中云 ユ端東 ヨ

t&! プ 於＝ ーー リ

ーー ケ位排大

ジ JV ジ列宇

プ 温設・ 三宅 山

温 度 一 田
泉 J、 一日 ーー

地 揖原 亙

域 氏泉 9 

ノ 四 ア 株

中 -t・ リ 湯
、 、

央 五浴 一一
ーー 度槽 朝

、
位 ーー ノ 湯

ジ ジ ーー 谷、
1・

最 ア方 山

毛 湧 ヨ 回

重 出 9 ノ

ヨミ

ア

L〆 ノ ミJ 毛 ジ云 沓
~、 新タ 明 タ ヒ 記

本原 9 治 ノV 現ニ
、

温泉爾四 毛 ユ嬢

泉 ヲ 来十 ノ 一 v 一
－＂，、
一寸 得三四

ーー 十 J、

プ タ 朝年 シ有本

チタ 9 ニ始 プ 鈴温、
7 大五 メ 共ノ 泉

i‘ 正個 プ ーー 原 ノ

放L 三 ノ 字 浅泉開

射年錐森 ク ア 建量

能衝撃崎 泉 9 ，，、、
頓生井ユ 底是長

JV 試 ヲ 錐 ノ、等寛

顕験山撃地原二

著所回 ジ 表泉年

一－・ 技 一・－ 深 ヲ ノ 株
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掠 ニ 酸 一申 ヤ 士甘 リ 統 _;t. ノ ツ J、 酸 如
し一
、

収、 通 ヲ 溶叉 t~~ 之 酸 ノV 現 電 盤 石 キ

ヨ シ カ日 解 ＿，・、 中 ヲ ’国： ヤ 仕1流 酸主え モ

9 タ ，、、 _;t. 苛 ーー 描浸 不 ナ ノ b陸 ヲ 之

毛 ノV プ ノV 性 蒸遇 出 明 キ 火 ーー 〈口 ヲ

認硫教 モ カ日 韮を ジ 取 一宇 ヨ 花 於有 数

よ‘ 化 回 ノ 里 乾水 ーー 、ン ーー プ ジ 日
一寸

ノV 水 ノ 、 ノ 澗洗弗 プ タ ヨ 千d 温間
土主 素乾 如 溶 ジ ジ イ七 1•'·1 リ ソ 酸湯．放
ト － ー 澗 と彼 硫 タ )Jn 研 ウ 分 ーー ーー 置
ヲ ヨ ーー 此 ヲ 酸ノv 里 究 ム光 ヨ ＿，・、 セ

L_  

4号 ') ヨ 等 加 ヲ 後 ノ r:p ーー ~~ ソ 蓮 ジ、
英生 リ ノ J、、 脇硝溶 ーー ア ヲ 沈 － ー ーー一寸

除酸波ジ シ硝反 タ 届 フ 通 澱溶 白

ヤ タ 酸臆 JV ジ ヲ ヲ J毛 サ 三／ ヲ 解色

JV ヲ ＿，，、 ーー 強以力n ノV プ 生 二λ 結

’マ 沈駆試 白 布市 プ ，、、 コ 窺 Jえ ノV I日lll 

－ ー 澱除料色 酸溶 タ 〆、、 ノV モ 質

ク ヲ ジ ヲ 沈 ヲ 解ノν ヲ ト モ 冷 ノ

と 水 水 玉澱 以 ジ ーー 失日 モ
一寸
火 水 沈

ーー ーー ヲ * ヲ プ 更徴 レ タ 知 一 澱

ア プ 以 ーー 生 慮 ーー 量： ト ., 反 e，、 ヲ

フ 慮 ブ ブ セ 理硫 ノ 土ーて』ユ ：ワ 臆溶見。サ 理浸慮 リ ジ 酸 白 主主 i‘ ーー 解 タ，，『、 L_  

ノV ジ 出 理其 之 ヲ 色 何 － ー ノ、 シ ソ、
71 櫨． ジ シ 一 ーー カ日 1先 元相 青難此

ヲ 過 タ 蒸部
一「

ア ，、、 澱 素 嘗 色 るノ 沈、
品モ ジ ノV 畿 ，，、 ユ／ ブ ヲ ーー ス ナ こH: 話投

＿，・、 タ 被 ミJ 過 モ 白 生 相 JV ク 溶 ，，、

るノ JV 中盤剰 一’ 金 セ 官線 且 被硫

園 、ー・喝＇- ー～ー，日崎 H 」－ aド， ”ー，e、
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－ ー ーー ノV 及 リ ヲ 本採由 鑑 秋
治法 モ 本南流油 ソ 車。 国

田
ヒ絡 ノ j在 シノV 回 プ ノ i由
プ 三ミ ト 前I ブ 、 ノ 議雨 田 勝
錨ノV シ’ ヨ 本子医 田郡ノ、 一 重島
道里車 リ 嘉吉域油 一 秋 田
ノ j草 .H~ 芋町 川 J、 回跨回位

建 ア ヲ Jll ーー ノ 西’ ト ノV 市 i置 油、
モ函圭え’L ソ 通＝ 達 一 1持由 ヨ 及 田
中 プ ス沿 ス支 日 セ 矛IJ ') フ入ー
ナ 駄ノV ヒ ノV 流本 9 郡南通
') 馬 ヲ プ 園芋海 亀方、
開 ヲ 得東道川 ーー 田約 農、
設；邑 ，、、 ジ秋 ーー 接 町 竿 商
ノ 三宅 ジ プ 回接 シ J、 盟 務、 、
上 ノV 其樹l市 シ東 辱 ーー 技
.；・、 ヲ 他物 ヨ ブ 及 * ミJ 自市
嘗得エ Jll 9 ー北 其 プ

地 へ前沿御匝 J、 中達

方 ジ記洋物劃御 ，二I刻eF・シ、
ノ 秋諸ニ Jll ヲ 物 ーー 得

主 国道連 ーー ナ Jll 嘗 JV 

田、
要市 ヨ ス 沿 Jミ 南 JV 医、
交 ヨ ') ノV ヒ 交 J、 ヲ 域

通 リ 分街 ブ 通由 以 一宇 亮
線 J、岐道南 J、剥 プ ミJ

ヲ 南 ジ ヲ .A 秋郡 該 プ

ナ 方 プ 主ノV 田本 町川
平

ス 海諸要街市荘 名場
，、、 岸方ナ 道 ヨ 町 ヲ 及

－O
三



部流 河 残ナ 百側 ブ 近 一 ナ 本
ノ ア 川 存ノV 米 J、 急 一 走 ノレ 油
匝 リ J、 セ ニ正 ーー 緩 斜亙 ソ 丘 回、
域前 御 ') 砂下斜 ジ 1ノ ブ 陵 ノ、
，，、 記 物 正 ') シ，zp JV 戸 地 区ニ
芋 ノ Jll 費 Wr ブ 均 山 米 ナ域
Jll 山 及 連 屋 高 主，，＝：j ）服 川 ソ J、 地、
ノ 脈芋 ミJ ヲ ~Ji 距 ーー 村 其正、
謹 ヨ Jll 且 ナ 一 "Ei ジヰ日 中陵 Jf1

一一
域 リ ヲ ツ シ函 米 / }II 稿性

－ ー 東主 護 / 米 ノ 高 附 々 牽

腿 側要 時海ノ 波距近 突地

ジ及 ナ ノ ーー 正 状 四 一宇 出 ノ
1・
山 ヒ JV 砂浸陵 ノ 百亙 セ 一

脈 北 毛 正 セ I也 正米 ソ /V 部
、

ノ 部 ノ J、 ') ーー 陵 － ー 南 J、 ーー
、

西 ノ 高蓋縦 地 達 々 f自 ジ
側匝 v ~P. シ キ ーー 三毛 西 田 ブ、 、

1・
J、 域 他 百断 i伝 述該 ーー 町一
日 ，，、 － ー 米層岸 績 山 走 ノ 般
本御 日 以崖近 ジ脈 ソ 東 ーー

海物 本 上 ナ ク 制lノ ブ 方高

ーー 川 i毎 ノ ノV ーー 物東 下 檎距

車 ノ － ー ー圧 ，、、 至 Jll 側 ）II 山 約
流謹直 陵 ジ ') ｛~ ＿，、 大 峠 二

-I! 域流
、

ヲ 海 ブ 岸断内 ヨ 百
JV ーー セ 被演 J、 ーー 居 村 ') 米

ニ 踊 ノv 覆 ＿，、 高 違崖新 北 ノ

Jll シ諸 シ狭距 Jミ ーー i事 々 卑、 、 、
小 南 小 プ 長約 四 ジ ドft東平

ヨF

毛

ノ

ナ

') 

。
回



ア上 ヨ 持~k 色第屠ニ 岩本 シ ク屋
、

其：流 '} 色凝三二類類油 下 V )II 
ー 、

上ニ 北凝灰紀分同 ヲ 回 流字親

部瓦々 灰岩下 ツ .A 話dノ -- 形川
、

.；，、 リ 東岩 J、部 ヲ ノV ト 区三於ノ 衣

i栃 プ － ー ，，、 最屠得モ ス域 7 青川、 、
三k 露走．主 下 ，、、 ノ 第ニ地 J、 年二

ーー 出 ν ト 部 下 三J .::.. 三塁量 緩邦！古
1・

駐スノV ミJ ヲ 部火 ジ 紀法質 流谷川、 、．
質主f背 プ 成層山 プ 層セ シ ヲ 零

頁石斜本 ジノ、 岩上 J、 JV 或 ナ JI!、
1・ 、

岩 J、軸 ~Iii 次緑類中 秋地 J、 セ 境、
ニ露ニ 田 エ色 ニ下 田質 蛇ノv JI! 
移頭沿 ノ 嵯凝 J、 ノ j隠 J、 行 毛等

化ニ ヒ 商質；民支ニ 北 m ジ 中 ノ

シ於ア部頁岩武部 部三 ブ 流濯、 、
屡 プ 北 十 岩佐岩ニ ノ 最己 ,., .. ーー 域
々 J、方 JV 及質及分油屠 ーー 於ナ

粗淡ユ 由 f!!E頁安 チ 回 ヲ 9)~ 7 ヲ、 、
粒総連利質岩山第 ーー 主 J屯 J、諸

ナ 色亙郡頁及岩四 設 ト u Jll 

一O五

ノV ヲ ジ下岩硬質紀 i主 ジ 字ノ、、 、
凝星中川 ノ 資集屠 セ第 形共

手長 ジ部大順頁塊 J、 ノV 凹 ノ 上、
質堅ナ 内序岩岩供 合紀 ；｜士流

砂磁ノV 村 ーー ヨ ア 強 油層 よiミ ーー

先~－轍君山 累 ヲ 9 居第並 期於

ヲ 密ケ 断重或 2え三 － ー 谷 ;T 

挟 ニ野附 セノV ~ 紀火 一
，，、

、
有 シ川近 ソ 紘 結｝吾 山 強多 i、



第或般ア 蕗陪硯硬質ア 厄を ブ 西セ

一 ，，．、 ニ屠 ーー J｝~ 質ナ 集一質 ノ、部 9 一 、
記砂砂理 ヨ 色頁ノレ 塊般頁 支ニ陛

中岩質不 ') 或岩熔岩ニ 岩武於質

頁明甚 J、 ニ石 2え茨 J、 宕… プー 頁

層砂岩瞭タ 黒 移ニ 緑色線及ノ、岩

質 ノ ナ 三／ 青化化色叉色 玄背ノ、

中頁薄ノV ク 色 セ セ 凝 J、凝武斜調

部岩層 :::? 凝 ヲ ソ 反褐灰岩軸査、 、
屠累 ヲ ト J｝（ 呈 硯然岩色岩質ニ 区
J、居挟多質 ジ 質 v ーー ヲ ヨ 集沿域、
砂 ーー 、、、 シ ヲ 一 頁 ト 接墨 リ 塊 ヒ ノ、 、
質移縞其帯般岩 モ .A シ》！近 岩－ プ 東、
頁化紋下 フ ーー ノ、其 JV 堅~ ヲ 費部

、
岩セ 累部凝細本上部硬 ーー 挟達 ーー

並 9 屠ニ Jffe. 片 油部分ニ 移有ス於、

一 ヲ J、質 － ー 回 ーー ＿，，、 ジ イと ジ中 プ
、

砂 成泥 ナ 破 ノ 於 駐 ；F セ 且部庚
左u王J シ ｝j~ JV 砕大ア イ七徴ノV ツ巨大

中岩硯 シ 部比 ス密頁 多域ナ、
部球質屠分較 ノV ナ岩 ク ーー ノV

質 居ヲ 頁 理 ヲ 自9 コ ノ ノ 於地、
頁 一 埋岩 明 占柔 ト特 ,fit 泥 ケ域
；；＿玉J 属識 J、 瞭 メ 軟着：ニ 化決ノV ニ、
累 二弓 ジ特 ナ 露 ト シ玄 -¥! 岩背亙、
層 ノV 其 ーー JV 頭ナ ク武ノV 球制 ヲ

一由 砂上露 :::? ーー ソ 往岩・毛 ヲ 車由 ア、
ジ －質部頭 ト 於漸 々玄ノ 埋ニ露

ブ 頁 J、 ーー 多 ブ 弐 ニ武ニ 寂沿出

オ三 岩一於 ク J、 ーー 監岩 ジ ス ヒ ジ、 、

一O
六



一O
七

一
第ヲ累居中ニ達東西シ裂川層油、
三主屠中ノハセ側部本ヲ以ニ回

紀トノノ砂硬ノV ニ区岩生北比ノ

上シ露上岩質両ff 現域ノシニジ西、
部頁頭部 J、頁記出ノ上ア好ア部

屠岩 J、 J、帯岩ノセ海部大ク柔ノ

ヲ下僕青ト砂ソ岸 J、塊霊堂軟縁、
上副官f）多暗砂質本ニ砂ニ達ニ遁

部トニノ茨質 頁 累沿岩破ジジ・並、
屠ジ於砂色頁岩層ヒト砕露アユ、
J、上ア質ヲ岩トノ、アノス頭且北

砂部 J、頁墨ト J、砂好累ノレニツ部

質ニ砂岩ジノ同質ク居カ於凝及、
頁於岩ノ中縞ー頁畿ニ或ア双中

岩ア及破粒賦屠岩達移 J、 J、質部

ヨノ、頁片或累位及シ化柔屠ナニ、
リ再岩ーヲ J、屠ニ砂南ス軟理 Y 好、、
成ヒ J、合組ヲア岩東砂ナ不砂ク

リ砂相有粒挟リノ部；；；－ノV 明質費

J岩竿スユムず累匝！粘瞭 頁 達
部及川杭ジ一部屠域砂土ナ岩セ

屠 頁 ジ根ア般居ニユ質ニノV J、 y、 、
ユ先中産浮ユノジ於頁麗コ中岩

鴎ノ、古！i油石凝硬アア岩化ト部質

ス相ニ地片友質中 J、累ジ多区 J、

ノV 竿於ニヲ質頁部碇居アク域一、
砂川ア於 i昆ヲ岩匝質 J、崩多ノ般

債セ J、グブ帯ト域頁北壊ク君ユ、
頁リ砂ノν 該ヒノニ岩部シノケ下、
岩 岩本累其間後ノ及易亀野部



ジ ーー 部火 成距堆第墨 ナ ヲ 質層 ト

タ J、 唐 山 ノV 三積 四 ジノV 挟頁 J、 ，；，、
、 、

ノV 黒 ーー 左邑i玉, 沖十屠紀 大 モ 有 岩主ー

毛 続属 積米 J、屠塊 ノ ニヨt 累 ト 見
ノ 色ス 火 層内 北 ーー ノ、 JV 層 ジ識
ノ、 ーー JV 山 ノ、外部第 破黒 ＝宝 ヨ プ 別

黒 ジ緑岩河 一宇 及四 1i・宇青 ト リ 北 ジ

線ア 色 － ー 川 達東紀 二え 色稀移部難

色 ’屡凝ノ、 ーー A. 部居 JV ナ ーー 化並 キ、
軟々 J!k 玄 沿ノV ナ d，、 カ ルノ ー－ セ ーー モ、
弱脂岩武 ヒ 増ノV 乏乙或 毛 般 ノV 南一

ナ肪中岩 プ 段御 ヲ ＿，、 風 ーー .:f: 東般

ノV 光 ーー 及 5妻 ヲ 物培 柔化屠 ノ 部i ーー
凝津挟安 達構 川 段 軟 セ 理 ーー 区柔

メift ヲ 在 山 ジ成沿堆 ト ノレ 不 る／ 域軟、
岩墨 Y、，イ..イl 主 ジ岸績 ナ 毛 明 ブ ーー ナ、
朕 シ ブ 質 ト 主 一ー 屠 ヲ ノ 瞭表提 JV、 ，酬崎、
及堅鹿集 ジ ト 於洪 崩 J、 ＋ ， 質逢 、
豆硬 々 塊 プ ジ プ 積 壊ーノV ..；・、 シ屠

、
大敵ニ 岩砂 ブ 僅居 ジ般 ::2 著 中位、、..／
ノ 密露 ア 磯砂小並 易 ーー ト ジ部上

物 ナ 出 リ 及磯 ナ ーー ジ !ft. 多 ク 屠 ヨ、
質ノV セ 支 粘及ノV d平 褐 三／ 凝 一 9 、
或モ y’武 1：粘匝積 色露双麗之、
J、 甚玄岩 ヨ 土 j点屠 或頭質 A. ヲ

玉タ 武 J、 9 ノ － ー
..；，、 ーー 一 ノv t1h. 

葱 シ岩第成 累 授別 双於 ジ砂別

；氏 グ ..；・、 一 ノv J吾逮 ツ 黄 プ プ 岩 セ一 、
構風一紀 ヨ ジ ｝！日I; 色 新砂 ヲ、 、
準 化 般下 リ 高段 ヲ 鮮岩砂本

】 可... 一・

一O
八



南場鍍出 質色輝 ,f，’ I 生 輝観 ノ ノ ヲ

方界泉 一－・ 頁性石質 エζ 石 ＿.・、 上問成、 、

－ ー 附深 ジ 岩明 J、 ーー 本 ノ 者3流際 セ
プ 近 田 プ ノ 瞭多 ジ 岩 £~E 紘不 ーー ノV

J、 ーー 鍍硬上 ナ ク プ ノ、 口111 ！？青勤 J、 岡
高挟泉質 部ノV 援 JU!! i頃 ヲ 7氏 之方塊、
距有附頁 破級化紘微認色 請Ef拝 ヲ
百 セ 近岩 質 ilE シ；岩鏡 J‘ 一司 ーー 石 ナ
五 ソ 及及 頁石~，，構 下ノV ・ン 於或 セ

十 レ其イ沙 zιz王, － ー *H 逃 ーー ＝玄 プ プ ノ、 ') 
、 、

七；｝、南質 及接品 ヲ ブ ト 僅 お沸衣

米｛骨方 :n砂化質主． ノ、 ヲ － ー m石武
ノ 鎖 ノ 左u証z ；，民ηZ昇 セ ノ .A 主得絹、

セ 類岩

正泉谷中 頁 リ 紘斜 J、、 秒、 ノレ ヲ J、
、

陵附問 ーー ；；（｝去色 -L主 ジ ク 光 支生慮
ヲ 近 一 挟 中 山 ナ；！i / 岩 i事 話t シ ーー、
ナ 一 於千f － ー 石1.L’ J、V， ノ、 科石 ヲ お或 ヨ ' 

J主 於 / セ 露 1'i 松 ti:：長 ノ 帯 J、 J、 ') 
、
!{' 王 プ ノ、 プ 出 集泥；l長石宅 ヒ 堅沸同、
石川 高密ー v .A 塊石 ヲ 持： l探徴磁石質、
＿，、 硬質 タ 鮭：￥：－或 王己 石 一 微類 ノ
大質頁ノV 質 ノ、 ＿，、 シ 及 J、 ナ 密 ノ 集、
小＂（！岩 モ 頁市淡徴磁方 ノV うー 細塊

~ 穂 :ti ト ／ 岩 i'ii；紘 一 鎖解斜 JV J服 ；！（；－

’ε •I’椛 ナ ノ 民拘多鉱石長岩 イ「 ーー
ノ ーー 百 JV 沈域色色 ヨ ノ 石 石 在香芝

安挟頁 ，、、 3責 ーー ーー 位i リ ~r'i 及 ナ セ イと
山在岩 v 後於 ζJ ， ヲ Jjl,(; ，＼~， 黒 リ ソ .A 、 、 、 、
!fイ. シ ト 岩 ノ / プ /J' ゾ ヲ 総其衣 Jt、 、
塊 J~ ノ 局メ入 l質 .fl! 多 ス 完成 色 外川等、

ー』一 ．』



斜ヲ 武走相 構本 ヲ ヲ 明 ア 徴ノ

屠占 疋u玉, リ Jll j立 idl 呈呈瞭 リ 鏡集、
ノ ム 露ア 背 － ー 田 Jζ シ ナ 輝下合
、 、

傾該 出制l剥 f宇ニ 其 JV 石 ーー ジ

l 斜背 ジ物屠 ヒ J、 四 全辛土口 虫日色 － ー ブ タ
、

J、斜之川 ア主 ~~ j邑 ノ、 J、 )V 

ニ層 ヨ 泊相生ナ地 ノ 輝淡斑毛

十ノ、 ヲ 岸川 セ ノV 質 周石総紋ノ

度更 北 ノ 背 ノV 背構 謹 ノ 色 － ー ナ

ヲ ユ方相 ~I· 常斜 j宣 J、 一 － ー ジ ヲ一 、

超北 ニ川屠陸屠 暗種 るノ ア岩

ニ乙 々 進附 妹二 黒 ア プ 斜塊
、

ス東 i‘ 近由 構草 色 9 徴長ノ、

ーー ーー ニ矛I] 治、 会：十 物ア ュ石外

走従達郡小層 ニ其多及観

リ ツ ス下 背ー 援 i量 色輝双
、 、

7 プ 該 Jll 斜断 化相 性石色

君線背大層屠 ジ竿 ヲ ヲ 或
1・

ケ 色合i内 向二 石ノ、 示ま荒川

野凝居村手：十 ア 基セ セ 日E司目 日”否日ヒ

JI! 玩ニ t!J 層 リ ＿，・、 リ JV 7及
、 ー寸 、

附岩於附 断 7 ピ外紫ス色
、

近現 / 附層其 ロ ーー 蕊極撤

ーー 出。 J、近 ア他 タ角 輝 メ 密
• J 

於 ジ UI ヨ 9 ーー キ 閃石 プ ノ
。

プ 大崎 ソ 主I~ ジ石及稀岩

泊 ナ附北 主T.ま｛： チ ，，、 多 ニ石、、2

失 ノV 近々 ノ ク緑色角ナ

.A 地ユ東 f也 L構－ 褐性閃 y
、 、
背域支ユ 質 造色不石揺i



シ ト 郡澗草相 ニ 金 部回亀 シ走君、
西 シ 下川斜川東館 的町田 挺－ ヲ ケ

側 ブ 演断層背側 ト ニ西軍勤君野

ニ東村層 ト 奈I・ ユ ジ 小方 斜多ケ 川II 
於側溺 ノ 層硬ア 背ニ 屠ク野 背

、
プ ーー 川沼間 ト 質 J、 斜，辿 ft！！川斜
J、於北川 ノ 君頁ー 屠亙 亀 斜附暦、．
硬 ブ 方問i地 ケ 岩車 ;J、 ス 田 J、；丘

、
質 J、 ニ居城野 ヲ 斜 断英単 一 君
頁主連 J、 J、川露構屠西斜五於ケ

；’l1 』 ト 亙由 向背出造 ヲ ニ屠度 プ 野

及 ジ ジ利斜斜ス ヲ 成位 J、 ヨ 其 川、
中 ブ 略郡居居 成 ジ J主 由 9 跡背、
音Ii 碓 ホ本 ヲ ト ミ／ 傾 JV 利 A ヲ 斜、
層質本荘成 ノ 西斜蹴郡十失層

ニ 頁 説i町ス 問 ｛目。 J、 居黒 度 .A ，，、

届岩田 ノ ／ ーー 一一
、

ノ 搬 内 該由

ス及 ノ ~t 地 砿十影村外背利

ノV 硬西方 域 質 度 響 西 ーー 斜郡

砂 質 端 ヨ 及 頁 乃 ヲ 方 達居岩

岩頁 ヲ リ 君－ 岩 至受 ヨ .A ユ谷

砂｜ 岩縦 北
ケ ヲ 入ケ リ 川村

ノ断々 野 露 十 ブ 北 碇附

質如 セ東 Jll 出 五地々 質近

頁 キ リ ーー 背 シ 度屠東 頁 ヨ、 、
岩下該走 会ヰ JI.; ヲ ノ、 ーー J昼tサJ. リ
累部闘i9 屠 ヨ 示瑠走 好北

居屠屠ア ト リ 三宅 曲 9 ク 々

現現 ヲ 由 亀 )I憤 毛 三／ :T 後東、
出出界利 田 次 1な局亀 連ニ



於川其：震地 うー セ ヨ 檎度 東屠屠 シ
、

ブ 沿他 － ー 域 リ ノ" 
, 山 ナ 方 ノ ト 地、 、

J、岸御際 J、該亀南峠 ソ ヨ 霊童 シ屠
駐ノ 物 ジ 高断回西島Ir リ 動ア ，，、

質中川 ブ 距居町ニ 層 雪 著識培

頁 j寸沿 百ノ 東走 Jll ジ }Jlj ~決

岩附岸潰米西方 9 4曾 ノ ク ジ翻、 、
現近ナ家前知lj ノ 由 LlJ 東傾得層
出 ーー ノV 多後ニ 山利峠 方斜タ ーー

セ達川数 ノ ... ，、 脈郡断 ーー ハノV 依

') ス j量 ーー 波.｛it ノ 下屠 亙入毛 9 

ノV 郡及航質東 ）II J、 リ 十ノ プ

断川 ，、、 ノ 頁側大相j プ 度二縦

厚子添 ') 正岩ノ
1・ 内物 一 以 ア断

ア村 陵東急村 川 小 上 リ セ
リ 下 i也＇（JllJ 斜『1~ 泊、 背 ーー ブ フ

其黒 ーー = 面帳岸 斜逢互 v 

西瀬 ジ J、 J、附 ナ 居 シ’ ニ途

側附 ア砂該近ノV ヲ 往並ニ

ーー 近 大質断ュ )JI 成 々走 日

於 ヨ 正頁居歪透 J毛 ーー セ本
、

ブ ソ 』－ーa イ1.1,j- 一－ リ 君R f頃 シ〆 リ ifif: 
J、南 年 ヲ 起ア

、
戸 斜 テ培 一

砂西 三 露因 J、米 入直航陥

質 ーザ 月 出 セ 向 川 十 立断I 浅
頁走 三宅 ノレ 斜， 方・f 度 J」， 居 セ、
疋uヨaj リ ノ 砂 l喰軸川 乃 ') 地 ') 、 、

1・東君 秋'1 ~ ヒ 一守 崎 至 勝域培

恨IJ ケ 回頁注遜附 六手 J、航

ーー mr t也知 ヒ 1i't 近 十 ノ 地 ijf



一
一一ー一

、国軍司・ー＿.：

；伏ノV 長 十 シノレ鷹湾 ：：）（ 質 シ 川 沈 沼、 、
檎砂演度 主主鷹ノ 陸 ーー 頁且蹴 ｜年 川

造岩竿 ヲ 西 ノ 巣賦沈岩 ツ層 シ 附、
ヲ 湾示側 ,m:竿構 i嘩 累 北 ーー 羽近
ナ砂 i宰ス ーー 及 湾地 ス 屠方 沿川 Jえ、
ス質；伏
、 於冷隆雄 ノV 並 ーー ヒ 断 ；！じ

地頁構 ブ 回 妹校 毛 ーー 主 ブ 屠北

屠岩主i ｛域深構 附向 砂 9 Jt J、 if!) 
ノ 累 斜 ニ 造延緩質 プ 西 初 地

傾屠 由 二亙 一 主：十 頁沈側 川 質
斜 J、利 9 籾於 セ 岩降ニ 附構
J、 沼郡 度 ア Jll ブ ノV 撃をス蹴 ili. 造
西 曲 下 乃 砂 ヨ ノ、 沼法ノν 上 ーー

組q ジ議 テー 岩 リ 曲 .X ト シ於詰lj、 、
一宇 鮎村 一 川 湾 ヲ 是共タ 7 百己一
於 川長 十砂法隆 ナ等 ーー ノV 第ノ

ブ ノ 甑 度質郡蹴 v ノ 硬硯ニ背、 、
西 － ノ 東頁 川 梼 臆地 f’： 質紀斜
方支東 側岩添造 ノ 屠頁 n中層
－ ー 流方 一 累村 ヲ i卦iとi J、 ヨゴ X:-f iii> J、、
一 ， i・ 一 於屠入成及北 ヲ J、 層本一
十 上 J、 ブ ノ、 回 .X 長 方地視下油

度流共 傾宇ニ 2長 ーー 核 川 一・－ Ill 
乃 ーー wi 宗：｝湾主 附 行 ト 附 ；！t ／ 

至於方 十 i迄ノV 近 ク シ近跡北

一 7 ヨ ニ 賦途 一一 － ー ブ 一 ヲ 活！；
9 皮砧上 於 従砂 於 失 =:.. 

度壬ド辿
、 乃 造ニ 7 ッ治ァ -I! 於

東湾亙 ゴミ ヲ 於 ~、 ブ 調 リ 7 
、

側篠セ 二成 ケ 宇漸砂 曲 沼 －＇，、



費中千石 シ傾 背方於 ノ 構桂 起ニ

；主ニ 米国 キ斜会；I・ニ プ 北造根 シ於

セ 設 ヲ 坂潟 J、 軸偏三 方 ア 宝寺 プ ブ

ノ；v セ 有背 メ 十 ノ ジ 十 ーー リ 蔭 桂東、 、
上 リ ジ斜ニ度 西途五於該扶根方、 、
音l：該北居屈乃 翼 ニ度 / 構構 ゼ・－主2主 ェ

｝音 背方 曲ヨf ニ 上乃 .；，、 造造 i荏二
ノ 奈｝ ユ ）II ジ十

、 於部至 地上
航十

砂層連遺長二 プ 層四 屠 ヲ 由 構度

質 J、亙郡演度 地 ノ 十 ノ 述不iJ 造 乃

頁 長 ジ 豊 竿 ヲ 屠砂五傾亙郡 ヲ 至

岩演ア岩宵示 ノ 質皮 会；I・ 下 成五

ノ 宇御村陸ス傾頁、
ヲ J、ノV 滋 ス十

摺宵物豊朕而 斜岩示 西背村 五

曲陸川容構 三／ J、中ス 翼斜 桂 度
、

シ；伏 ~fr ノ ；宣 ブ 七 ニ而 ニ軸根 ヲ

ア構岸西 ト 背度其 三J 於 J、 ノ 有三

構造 ノ 方ノ 斜乃跡ア ア約束 二え
、

成及石ニ連軸 主 ヲ 背 十千方 而、
セ桂田 J、績ノ 十失斜五二境 ジ

ラ根坂一地雨 五ス軸度百 川 プ
、

v 湾附背域端度境ノ 乃米 ノ 地、
タ 陸近斜ニ ，，、 東 川北 主 ノ 上 屠

JV 扶ニ 居於地 ~列~~明 ノ 抗日 四延流 J、
四

モ構於 ア ア屠 ーー 南 J、 十長ニ 北

ノ j邑ア ク 其ノ 於方甚 五 ヲ J、 方、
ーー ノ 沖延跡縛 プ 一 タ 度有 一 ーー、
ジ東積長 ヲ｛立地於 ジ 東 ジ宵 再、
プ 方卒約失甚 居 プ ク 奨境 i室 ヒ

背 ニ 野ニス タ F ノ ノ、東 ーー 川航 I＼を



イ沙ノV 地鱗 ソ i山 間流 野層石 十斜、 、 、
岩砂域泉親 ア草二 Jll石油 度軸

中質中附川 9 斜古 背回露 乃ニ
、

ヨ Ii %ll 近 ノ 戸 1吾 川 会：｝坂甑 至沿

リ 岩川及支川 ーー ／ 層背 五回 ヒ

石及沿深流本沿上 － ー 字：｝本 プ

ilh 硬 j手 問上流 ヒ 流沿層 i山石五 J、
、 、

ヲ 質ニ 雛 ユ』え 7 政主 ヒ ヨ司 国 irl、l皮、 砂
；者頁砂泉位支 J、川 ァ Jll Fド 克東岩

出窓－質 ノ ス流亀上 ノ、 断石斯奨

ジ ノ、頁南 JV 上回流君 j討 ~Iii 及 ノ 砂、
ニ石 ；｛＇；－ 方岩ニ 何f 堂 ケ ノ ：？~： · 鱗｛tJi 11 

古制I •I’ ノ 倉露ノ ノ 堅Fl!LI li~ ;i主宰｝頁

Jll 微 -・ 谷鍛 m西前 川側 ノ J、 Z包ZヨBi 

ノ 候油開泉セ 方附沿及存 十累

;Iヒ著砂ユ 附ノV ノ 近岸 ;fl：イ1: 一層
方 ミノ ヲ 油；丘砧黒及 ノ 主長 .A 度 ヲ、
ノ ク‘挟砂岩質 Jll J"’J 岡常ノV 乃露、
一 二有 ノ 倉氏及 川 『｜τ 篠 ノ、 至出

支古 シ露鉱：岩蛇上 附；は ~a.;・ 五ス
、 、

流 Jll 芦 liJ~ ；えニ 川流；丘情 ケ 十背、
上 ノ )JI ア ノ ...、 ノ － ー 君 i立野 A 斜

－ ー - ￥＇口L リ 商若：交於 ケ ノ ）！｜ 度層、

五
...、 支 F1＇：親方 ジ叉ア 野諸背 ヲ ノ

;1l1 流ニ ) Ii ーー キ 知 i安 Jll I也斜 示商

砂上於断位石ニ 1i:l ノ 域居 .A 2ム河’t湾． 
露 ーー 7 居ス i由於 ilh 市ナ租 ノ

出於露 ノ ノV 徴ア ア 方 リ 回 傾
1・

ジ プ 出西深候穆 ソ ノ 君車 容｝
、 、
勝ノ、 セ側回 ア 出組支ケ会：｝ ，，、



津 ユ鎖川 ノ 域瓦油 王 .:::. ~凡ロj 造 、手

附ノ、泉上噴ユ斯砂二 J、岸地二東

；丘白 流 tU シ ヲ 十羽l ヨ 域筒方

ニ狐鍛ノ ア プ 本露五砂 リ ニ慮 ヨ

於鎖泉岩 y 亀 i白出糎ノ 分於ユ ク、
ア泉 J、津亀田 回 3ξ 

、
ノ 露水 ア f妻零

鍵~主 ーー 田町中 油頭界 ＿，、 出川

泉田 ト 於町ノ 天 砂 ア ヲ 境油東

湧町 ミノ プ ノ 東然 露 リ 越川 ア方、
出南 7 ，，・、 南方克 出石ェ ノ , ーー

、
三毛 方 ／~ 二ブJ 泉斯 ジ 田 7 沿雪連、 、
芦谷油筒 ノ 田 ノ 石坂南 岸川亙

川間 田慮谷ニ存 田背側 ーー ノ セ

上ユ ノ － ー 問湧在 坂耕ノ ！享 東 ノV

流 J、 r［’克 ーー 出ス ノ 屠鮎 サ方背

ニ鶴部斯 ＿，、 J毛 ノレ 西ニ川 四 ーー ~I・、
於ノ 及ノ 二白川 方沿支乃於屠

湯南噴箇狐主 流至
了‘

aー，す 一 ヒ 7 ーー

＿，、 湧部｝出 庭鱗 ト 於ア ノ 十 J、沿

君出 － ー ア ユ J是 ジ ブ J、谷米 i者 ヒ
ケ ス於 9 於ユ プ ノ、 豊間 / 出 ブ、
野黒 ノイ 7 J、君 ！享忽ニ 油油 J、

)JI 川湧 瓦鎖 ケ ナ 深至 砂 ア勝

背上出 斯泉野 一 － ー フ ノ ソ 手一 、 J-ノ、
斜流ス ノ ニ JI! 乃於 ン 露 桂 ノ、
屠津亀 l民伶背 受‘ ブ ト Ji Ji根東

一 口 田 tU ヒ 宗寺 六！享 ス ア湾方

沿及町 ア テ屠 十 サノV リ 篠 ーー、
ヒ 湯東 ？ 克 ノ 糎五耕境朕於、
プ 殿方 黒舟i地 ノ 乃面川構 ブ



十 H 屠候下十尺及石 支 ノ 商鍍 i
九二 ヲ ヲ 百三五回油 流諸方泉

間 J、成見七問 寸年 ；＼走 上鎖谷湧

二地 セ タ 十及 ーー rft f,居 ーー Jえ 間出
尺下 JV リ コー逮 ーー 地六 J、 ＿；，、 ーー ヌ、一一、 、
及六附長問 Yi ジ 日 其淡 ノ、 iJl、
四十近涜二六 四本石石他黄深川

十二 ニ宇尺十 百石田 － ー 色 任i上
二間出常 一宇 二五油坂試小沈鎖流
間二羽篠 i主問 十台背掘｛曾 i敗泉 ーー
ニ尺石紋 シヨ'j_ 間枇会：｝地鉱物湧於、
於ニ 1~1 構五尺 － ー ＿；，、 居並泉 ヲ 7 

プ 迷曾遊十 － ー 於二ニ ーー 湧生 主主 .＞、
、

石 ジ f止 ヨ 七於 プ チi：沿 採出 三ノ 二二一 ti 、 、
i山地 ーー ソ 間 ブ ノ、 ヲ ヒ 掘ス 多 川倉、
及質 プ 西一石 硬 i沈 7 地不自 ク 上鎖
瓦ノ、 試方尺油 質掘 ノ、 I~ 硫流泉

共If砂掘ユ 及及頁 セ 石 i昆化ニ湧 ｜
ノ 岩中偏百元； 右"' リ 回 i謁 ＇］＼. 於出、
徴及ユ ジ三斯 一 一坂 シ 去ノ山 7 Jえ、 、
候頁 シ地問ノ 曾ノ、 ノ 且 ノ ノ、 由
ヲ 疋u王' ア層五徴 ジ地西、 褐臭是不lj

見累大 ノ 尺候 五下方 色気 山君E

七
タ 屠正南 ーー ア 十五 ーー 沈 ヲ 鎖岩

リ 一．， 入！lh 於 ソ 五百於 ib~ 接泉谷、
君 ジ年 シ ブ タ 間三 ブ 物セ 湧村

ケ ::'" 十二子 石 ソ 三十大 ヲ 9 出深、 、
野地－ ;J、油他尺二 E 生ニ J主 回、 、
川下月背 ノ ノ、 百間二 セ JII 是ノ
背ニニ斜徴地 一－－一－ ／.：一.r. リ ノ 等北



域谷 '} 手 ア 下 ソ ') 方川 ト 尺中耕
、 、

ーー 間 未掘石六タ森 / ーー 共及四，唐

於ユ タ 井油十 '} 下 J口 － ー 一試ー、

百掘沿｜プ プ 合ヲ 徴四 芦 南 チ1~ ヒ 一
，，、 J、 油掘候間川方 J、 タ 三主ヨ主,_ 三 井ヒ

二泊 暦撃 ア ニ支ノ 地 ノV 夜 間 ヲ プ

古砂 ーー 中 ヲ 遠流正下森油 一掘 J、

Jll ヲ 曾ユ タ 三／ ノ 陵六下 量 尺 態 君

ノ 採 セ 三／ 9 プ 蛇上十附二 ーー ーノ ケ、 、

一掘 J主 プ 深中日食 ノ 入近石於一野
、 、

支 ジ 191 大 国止 深－一五 － ー 鈴 ブ 井戸l
流 7 チl：正鉱： ジ ーー :JI: 問於ノ 石 J、治

上士 内入泉タ 於 J、 並 プ 合油地 岸

ノ 源地年附 ソ ア I也 ーー 今油 ノ 下回、 〆’・、
後 青質入近而 J、下百井居 徴 駐中

出質 ノ、 J-J ノ ジ今四 ニ 鍛 ニ 候質附
ilit物砂 ニ 正 プ 井十十 業 曾存 頁 返

附 ヲ 質 十 陵四 鎖 間五所 セ 在岩ユ、 Lノ
；丘精 頁 rJ 上一 業 ユ 問 ... ，、 '} シニ於

ニ製岩ニ 問所於
、 ー孟ー、・

一 一 二 組 ハ百ア、
於セ ナ ノ、 帝四 J、 プ 於井田 十四大

プ ソ リ 地 図十大石 プ ヲ 車 二十川、 、
ニ澗 深 下石間正油石 試 斜 間二久

十 JI! 凹十 ~rlJ 及七及 1t!J 掘 居ニ間平
入

年閉 鎖 六 曾四 年 瓦及中 一 尺 ユ氏

前層泉 陪］ 枇十ニ斯克ナ沿 ユ 遠 山

ーー ノ ノ 一 一 四試 ノ 斯 '} ヒ 於シ大、 、
試西南 達 ブ 間据徴 ヲ 森；テ プ 九正

掘側 方 ジ 現 － ー シ 候 見下 J、 鹸間五、
セ地 ノ タ 在於地 ア タ東黒水四年



亀 後正二 ヲ シ 累千中 一 石 プ
、

回 ノ 九尺掘背七屠七 ノ Pl ~l!J L〆

i由 出年ニ 襲制居中百 ・1': 以採タ

回 油五 於 ジ屠ノ ヲ十ノ 来掘 リ． 
七 量月 プ 一 ヲ 合地入十綱地

秋 一中凝油ナ油下石四 掘

回結 日 地方i 井 セ屠百七本 1111 剖：、
市 三下質 ノ、 ／V ごL 五 斗出井根

ヨ 論十五頁地附曾十一油 ヲ 常

リ 石十岩下 31I セ 六升 平 掘陸
南 以問ニ 十ユ ソ 間 ヲ 均襲吠、
方 上ユ 曾七資規 ニ算 fl ジ構

、
約 ナ於 ジ 間田川 i主セ産 大造
年 リ プ プ ニ石島！［ 三毛 ヲ 約正 I也、 、
里 10C ー・ 於油層石最四 入域

ーー 初 主主 ア曾ノ 油深十年上

ミ／ ノ 千を 出枇東 J、 i山石十、 一
ブ 出約油ニ側砂 jj： 最 月 ノ、

達 油十ーアニ岩 初 fとE三・ I I 

シ 最石 蓮 大於 1p ノ ユ本
得 一一 ノ 夜正 ブ 砂部出 J、石

;v u 出 約入砂質層油 出油
匿 約油五年質頁ノ 以油曾

九
域 百ア 升十頁岩砂来井枇

ーー 玉 リ I也月 ＊i・ 累岩ノ 九ニ、
ア 十他下綱ノ 層 総本ア、
ヲ
、 石油五掘沼 中砂出撃大

卒 ア井十式曲 － ー 質油井正
均 9 .，；・、 五 i由 ジ 存頁 量 f巨 人、
高 其大 間井一在岩四 備年



手下石表足沿 ジ シ質斯居前 ツ 距
、 、

及 ーー 話i ノ フ ヒ 試水頁 及 ノ 通海二

零於露観ス プ 掘平岩鎮西 セ 岸百、
}II ケ 頭察整試 ノ、 的 下 泉側ノV ーー 米

ノ ノV ノ ーー ，、、 ァ、、、 君 一
__ L 

ア ノ t自治 ノノ、

東石存依ノV フ ケ ニE 十 ヲ 地質 ヒ 正、
方油在 ヲ 地 L〆 野又 二 且域構 ブ 陵

ヲ 溜ス :T 質 タ 川 垂間 ツ 及造 J、 性

走 ノ ノV 稿構ノV 背直 一 君桂 中錨牽
ノV 探 ニ 々 造 毛 斜的於 ケ 根君道 地

背求係其 ヲ 未層 ーー ブ 野湾 ケ ノ ーー
1・

事｝ 一 フ 債有 タ 石 モ 合 川 隆野建 ジ
屠 J、 ス 値 シ 為法 田石油 上；民 川 設ア、 、
J、試地 ヲ 石 プ 坂 i由屠流構背中 Ll1 、
傾撃質推油是 背湧二 ノ 造宇：｝ ナ 深

斜者構知露等 斜出百 田 地層 9 カ
1・

四 ノ 見:J~二 ジ 頭 ノ 層ニ 一 中城石 フ一
十 努 上 得 ノ 主也 及割問 府t ーー 回 Jミ

、
度力地 ン充域 亀 .A ーー 近 於坂 谷

乃 一 層 モ 分 ーー 国ノV 於 一 7 背 開、
至待 ノ 同IJ ナ 古島｝ Wl fりj ブ 於 J、 挙｝ ケ

..L. 
ツ 鐙 記 ノV ス lf;!I・待石 ケ 能屠 ブノ、

、
十慮勤 ノ I也ノV 居 ノ 油 ノV 多亀 交

度大著諸域債 中大紋 試 ノ 田 :Hi! 

ーー ナ ジ地 一 値 ノ ナ 候 掘 溶車 ＿，・、

ミノ ノV キ 域主す ヲ 小ノV ノ －・、 出斜 使

プ へ J.~ J、 ミ／ ト 背 ヲ 存 地油層 矛リ

i蜜 シ メ 官!Jt ア .A 斜全日 表 i出羽 ナ、
出 唯 一 多 J、 ノV ！蛋 y ヲ ノ 砂 Jll ワ、 、 、
油勝地 ノ 地 ー ーー J、、 証 嵯克 島lr 且

二
O
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二存下現ナ候 東 J、 ジ及川 ノ、本ア

百在 位在 ソ ノ 方 fijfr タ桂地 蓋 j由 ？ 

‘ 
、

一 シ 質ノ 其：存：一 ーー ヨたノV 根屠 ジ 回試
1・
問且頁採他在於ユ 硬寄ノ 務中掘

－ ー 田 岩 i由垂ノ ケ北質庭局川地地
於中 中層直貫ノV 方頁服部 附質

プ 附 ーー 一申 的詮油 － ー 岩構的近構 ジ
石延於 シ ーー .＞、 井沈 ヲ 造沼 ヨ 造ア

油ノ プ プ 毛此 ノ It$- 地 ヲ 曲 リ 上越
徴試 モ地此 I也 出 ジ核成ニ 桂並蛍

候掘油下地域油タ ト ス依根ニ セ

ノ J、 屠百域全及ノV ジ モ リ ノ 油 9 

存地 ノ 五 J、瞳長一中金 Jテ 東井

在表存十大ニ 演連部髄長 方掘

ヲ ノ 在間 ナ 瓦東鎮屠 ト 泊． ニ撃

詮位 Jミ ーー ノV リ 方地 ノ シ竿 亙ノ

ス質 ノV・存期 プ ニ域砂ア ;ci; ノレ 結

ノレ 頁 J、在待石於ナ岩 J、篠地果

工1 岩 1勇ス ア i由 グ 9 砂｜務朕域英
ト 下 出ノV 9 湧 ノV 而 川構ナ債、

一 六 i白砂即出 試 シ質断 j宣 リ ｛直、
1・

依十 カ岩チ ヲ 掘 プ 頁屠鷹 問。 ノ
リ 二屡 桂推井桂岩ノ ,I 通明

プ 間 々 砂根知 ニ根累東巣 セ瞭

推ユ 佐賀東ス 依東｝量側宇 ノV

知於質頁方へ ソ 方霊堂ニ笥 如ナ

ジ プ J~ x；・ユ ヨ号 プ 並 j主於蔭 ク レ

待合岩累於一石ニ ジ 7 ；伏該ノV、
へ泊 中層 ケ 詮油弱地摺構 地地

ジ屠 一戸 fl. ノV 嬢徴川層曲造 域域
1・ ，， 



iユ山奥伏村ア寺ノν 予調
折 y、 i由 JV 谷大油ヲ信区

シ調田所ニ津田以濃域

ア査ノ謂 J、村ニア川 J、位

夏原低西賀棋接限分新置

域夷山 田原 -l! ソ 水潟及

北 ノ ナ 々石 一 ヲ ト 路線地、
東南ノレ脈世l 域 ミノ ヲ三形、
ーー 部丘 J、株合内東以島

走笠陵商式資奥・ J、 ア君E
ソ 抜性々曾曾板信~ノ

瞳山山西草i；枇町濃
－－、

ト 北

ノ 二脈ヨ ノ 高本川 シ東

入百 ヲ ヲ
、

試田奥平南部

峠二ナ北掘商板野 J、 一、、．
悌九セ 々井曾ユ ニ脇 シ

山米 9 東ア ノ ノ、臨野ア，，旬、、、、＿， 、
百 ヨ 西ニ リ 経久 、、、 町北、 、
一 リ一 山亙信砦原西 ヨ .；，、

十次々 リ 濃ニ鎖 J、 リ 大

六第脈調川係業島西河、
一 ーー ノ 査 ．卒ノV 株崎方津一

米高一応野試式川出村、＿，
ヲ ~E ナ域 ヨ 掘曾 ヲ 三＇£.子 ヨ

経． ヲ JV ュ リ 井 j位以崎

ア~~~小辿西ア ノ ア街寺
？司,,_ シ木ナ方 ソ i；北第道泊、
距東之 9 ニ大掘九ニ 阿J
！百方城ア 起津井恒至 ーー
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務

技

自市

千

谷

女子

之

助

新

3烏
県系

輿

板

油

田

一

一一一一一



一一一
一一一

下調板板構居ニノV 調 ノ 百平米，，『、

部査町背造中背 モ査 西五野ニ、
中区 附 牢：I・ヲ 央斜西区 ーー i主

部域近層成 i~l 構 山域 ブ 米島 セ
、
及 ヲ ヲ ーー シ帯造 illl J、地西 内崎サ、、、，J
上 構経 シ プ ノ ヲ 田西 山 外 Jlj JV 

部 成ア プ 北北墨 － ー 山 質 々 ノ 卒入
ノ ス馬妙方部ス、 現油 服正野軽

三 JV 越 f主ニ ヲ こI主 出 回 ーー 陵ノ 井

層地ノ 寺沈代 ー 二え ノ pふ」、． ア 問 地
ーー 質 北 背降表背 ノV 北 致 9 ニ方

区 J、 方 斜ス ス科 下 方 三宅 プ 設 ノ
、

別第 ユ 層其ノV 層部 ニ 逆ス正
、

スニプ ノ ニモ ＿，・、 頁位 谷調陵

ノV 紀沈東背ノ 小 岩 ジ、
ヲ 査地

::7 居 降方斜ニ 木 ノ 累 陥庖エ

ト 及セ ーー 屠 ジ 之 現屠 プ 域連

ヲ 第 リ 之 J、 ア城 出 及 、 ノ ナ

得四 七笠 山 ス岩 西南 ヲ

車己 並 H 抜脈ノV 頼 山 部 ブ

屠 行市 山 ヲ ナ ノ、 々 信更

ナ シ背 ノ 形 ジ商 脈濃ニ
、

9 ア斜北成其 山 ーー 川 其

• ト 北 屠方セ 構油 聖母卒北

.A 々 ノ ーー JV 造 回 ジ野 方
、
第 東連 ア妙 ーー 一 奥ノ ーー

一 ニ績竿法王 相 板縁ア一
来己 走タ湾寺 リ 類 町蓬 f言
層 9 JV 怪背 ァ tu 城 ＝ 濃

J、 奥奥．航剥 J、 J毛 山 J、Jll



ヲ ヲ 互上 ーー 帯砂砂 亙中方屠及下

不被層部 該 ヲ 質質 ジ部 － ー J、砂部

終覆 ア 屠 嘗成頁頁 ブ 居ア 大岩層

メι4、シ 9 ノ、 Jミ シ’ 岩岩 南 J、竿 持E ノ .；・、
、 一寸

一申 プ 上砂 JV ヌ ノ ーー 々 砂常村互頁

被現部岩 モ ~ 頁 ジ 西質陸 慌屠是；－

覆出屠 ヲ ノ 二L 岩ア ヨ 頁脱原 ノ 居、
.A J毛 J、挟 ナ フ 質其 ソ 岩構 及ー頁、 L 
ノV 上調有 9 ヲ 砂上 北屠造奥部岩

－γ 部査 ース 多岩部 々 ヨ ヲ 板 ーー 及

否層匝ノV ク ーー .；，、 東 ソ うー 回f シ砂
ヤ ノ 域頁 埋移主 ーー 成 ン4 城 プ !# 干
本最ノ 疋u王, F義過ニ 頒 9 プ 山頁 ノ

1・
油上北砂 ジ

一「
ス砂 布調現 ノ 岩互

田部部岩 タ ノV 質 Jミ 査出 間 ヲ 層、 、
ーー ナ 西 ヲ イ 箇頁 其匝ス ーー 主 ヨ

ブ ノV 部下 ア 蕗岩下域 於 9 、
J、 砂及部 ::./ ーー 更 音E ノ プ シ成、
不粘輿 ト フ

し一
1r － ー ノ、大 湾砂 JV

明土板 ミJ ヲ 化其 砂部 蕗岩 ごE

ナ及背其 産石上岩 ヲ 賦 ヲ 地

v 磯斜上 Jミ 層部 及占 構前表、
ト ノ 層部 大挟 J、 凝メ zミkEュ ト ーー
モ 互ノ ーー 面在頁 友西 ヲ .A 現
大層西砂 i由 ジ岩岩山 ナ ノピ 出、

四

面 J、 違粘 田 特質 ヲ 油 シ 累 Jミ
、

油其ユ 土 ノ 殊砂挟田 逆屠ノV

田下中及 き詳 ノ 岩有 ヨ 谷 ナ ＿，，、

ーー 部部礎 介化 ナ .A 9 ノ 9 頁、
プ 層屠ノ 帯石 9 ノV 連 西本岩、
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之ノ プ I可 ス及傾 湾定乃典掘 ヨ 式、
ヨ 閥泥内 故砂土：十 経 ス至板井 リ 曾

ノ

リ ノ、 ｝永入 ニ層ヲ 賦 JV 三産...＞、 綱枇

以下岩ニ 主主 ノ 以構 ニ百 i山腹掘 ノ

i下部及於沈互ア 造背十地棄式七
J、頁砂ア 降層北 ヲ ま：｝五 ノ セ 及試

成屠間 i由
一寸

下約岩地 ノ J、方 リ u 掘

部及 ノ 表程本ニ ジ ..＞、 ノ 層 ヲ｜二

頁砂薄 ヨ 度興沈 プ 雨間 タ 及

；（~－ 持層 ソ J、板降 北翼ニ βd，往、 ソ n 
1量 ノ 之 nJ千河ス 方 ノ ア 板 オヰ〆町、

式し一 石黒瓦 一 面米内 ；v ーー 傾 ソ 産， 、
色肘挟下 一 入故 沈斜地 ~Ill 務 1Jil
頁ニ 在百就ユ － ー l年約表地 井株

;{-j シ ス .L・ キ於典 セ 二ノ ーー i去式ノ、
、

層 ブ 深十 百ア板 リ 十地於 ーー 合
、ーー” 、

－ ー 展度問 六深町地度質 ケ プ 枇

ジ況がJ 内 十度城居内構ノレ Im ノ
ブ 月疋百外五百山 J、外法油 抗il -
tiノ，S、！H ノ..I、- ーー 米六附背 ーー ヨ 層 =- ~；＿＼ 

岩及 十 王 ノ 十近斜 ジ ソ ノ、 従 il:f:、
泥凝 間 JV 割問 ーー i陣I 7 j由 i'f;;: 事ヲ1:
双方f( J:）. 閉 合 ．内現 ーー 割下面 セ ア

先砂－I' J、 ナ外出 沿稿ノ 下 ジ ソ

及持百砂 リ ノ .A ヒ 構地二
、

－官 大

凝之五質 ト 筒 ／V プ 造質百 現 .JF.
J:J（ ユ 1・ 頁 ス陛下 がf ヲ構七 今五、
砂挟間岩本ニ部 九ナ造十 ，，・、 年－

岩在 内 － ー 輿現頁 皮 ジ ヲ 五 各九

之ス 外 シ、 板出景 ， ， 竿推間 試月



五北 扇 及川 屠附ス J正 一一 ジ入間 ーー、
石方桃ニ第 ーー fil第匂百モ ユ挟

ア 字 航 百五相 ーー 一 I~ ニ出二 ア在

9 盤構十競 嘗掘競ニ 間水間ノV ス
ノ 、
ジ入 造二井 ス撃井 シ二多四石而

モ ーー ヲ 間 ーー ノV セ ノ / 尺 量 尺英ジ

数 ア 成 ーー プ 毛 Iレ海四 ノ ノ ーー 砂ア

日 リ ジ
、
凝 J、 ノ 第水石合潟凝先油

一 深互友認 ーー 五：準 一 i由 メ 主え及屠
ジ度 ーー 砂 よ‘ シ競下減屠産質疑 ρ

プ 二相 岩ノV ア井二量 J、 i由砂友海

六百尖 ノ ~ 第ノ 百セ 凝 量 岩砂水

石入滅合 ト 一海入 9 民一 ノ 岩準、
ニ十 二~ i由 ナ 競水十該砂定合ナ下
減問 ノV 屠 キ 井準二原岩 セ i由 9 深
ジ ーー 毛 ア Jを
、

ノ 下問油 － ー サ厨 ト 度

且 プ ノ ソ 第 海二四 ノ 乙ノ リ ア ス二、 、
之合 ？？？ 想 玉水百尺比 プ キ リ 第百、 、温
ト 油 フ フ 協E準七 ーー 重掘而掘一七
共層 ン

、 ーー 井下十於十軍基 ジ態就十

ーー ア 第雨 ーー 三九 ケ七嘗 プ 嘗井五． 
噴 9 ニ井 プ 百間ノV 二時其 H寺ニ 間、
出掘競 ーー ノ、 三三合度 日 下 Fl ア乃

／’、、

二七

ス撃井 於 if；主 間尺油京産屠産 J、至

ノV 嘗 .＞、 ケ面 一 ーー 層 キ当 ナ約海三一
水時 省Z珂c主， JV 下 尺於ノ、 メ 十 JV 二水百

量 日 一 人i::t 』コ－・ ノ ケ 背反石海十準十
＼」ノ

水石下五甚産 競油百合 JV 糾ナ ア

大二井屠入 ~di 合軸 9 ソ 準 ア 二間

ナオー ノ .＞、 間 居油上 ト ジ下 リ 百ノ



掘 プ 百井頁賢議ス 斯タ ーー ケ 棄 リ

襲上 五 J、岩田谷 張 シ大 ノV セ ミ／

シ記 十大及石試 噴 ク 王E豆" 

深三 一正砂油掘 ヲ 且 ノ 油本以

度筒 間五岩株井 緩地 jf. 屠試テ

二慮 二年 ノ 式 %U 層斯 ヨ 掘夏

百 ノ 尺六互曾 J、 ジ 崩 ノ 9 井ニ、
九油 及月 居壮大 和i壊存 上 ノ 其
十量 一 一 － ー ノ 津 掘 ジ .A 位油下一一
五 ヲ 百十該ニ村 式 ブ JV ーー 層層

間試 五日嘗試逆 一司 掘 ト 在 .＞、 ヲ一寸
一験十 ロ J弓 掘谷 ア撃水 JV 第掘

尺セ JL ノV 井字 掘困層 モ 一撃

一宇 ジ 間 タ 下 ア 請B 襲難 J、 ノ 競 ジ
ノ

ア ーー 一 9 音E ソ 1幸 ミ／ ナ 油 ナ 井地一 、
石 日 尺 頁本ノ 両立 ノV 層 ブ ノ 屠

し一

英産 一 式岩試北 記 ヲ ーー シ海ノ
〆F旬、 、

砂 A 石 ーー 1:k掘西 油以相 輿水崩、
岩斗 英 プ 色井小 層 プ 接板準壊

ーー ノ 砂掘頁附木 ノ 遮 シ － ー 下 ノ
逢少 岩盤岩近之 原水 ブ 於二銭、、＿，.
著量 ア ジ ナ ノ 城 i由 ノ 賦 ケ 百 メ
シ ナ ヲ 、深．ヲ 地 山 ヲ 通存 ノV 入掘

~iii ソ プ 度 質脈 採蛍 シ i由十撃
気 ミノ 油ニス ，，、 ノ 取 ナ 其居ニス、
ア ヲ 気百誕層束 Jア、 JV ノ －＇・、 間ノV

ソ J;;J. ア 十谷位側 ノV 施出 原四 ヲ、
更 プ リ 入第上 ーー ヲ 設水 i由尺得

1・
ーー 更 而間一下 ア 宜 ト 量 ーー Jミ、
掘 一 ジ二競部 ソ ト 瓦移共於庭、

二
八
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調 要井 四泊逆 ニ六著気 J、進
L 

Iii査 .A ノ 十 量 谷 ア十セ ア式大 ヲ

直 西度 J、 ノ 遮四ス リ 及正績

域 方鈴僅 i由
、

水間底夏綱 ,¥; ケ

ヲ 結 背 一宇 少層 ヲ ノ 棄ニ掘年五

格－ 斜 ジ ナノ、 施箇セ掘式十百

成論 軸 プ ノV 若手行慮 ヲ 撃ニ 二五、
三宅 閉す 背毛水中ユ j主ジ ブ 月 i国

近斜ノ
一寸

ノV 準 ナ ロ 谷ア掘三 ーー

第 一』 軸ナ下 , 第深撃十王
一 試 ＿，.、 ') 一 タ三度 シ 日 , 一 一、
来日 掘 第本百 , 続三深 三jーー

屠 ヲ 二試五 井百度 第 毛
し一，，、 ナ 蹴掘十 式 J、六二一泊

上 ミJ 井井間 ニ大十百蹴居

翻i 有 ノ
（ 

附 乃 ア正二七 井 － ー
砂 望 西近至 掘入間十 ノ 逢、

西著キ古 ナ 方ニ 一 撃年ニ ，七一
土 ノLノ ニ於百 ヲ入歪間 方セ

及 油 存ノV 七 ナ月 リ ーー 人ス

磯 屠 ス背十 シーJ ジ プ 十 1長、
・砂 ノ ノレ斜間 目 IJ 毛 石間棄

二九

岩 存 ヲ 屠ノ 下第有英 ノ J』， 
、

1:1 頁 否 以 J、 間 深一望砂筒 リ
、

;{-} ヲ ブ 雨 ーー 度競ナ岩蕗活、．，〆
、

採 更契 ア 二井ノV 一ー ーー 谷中 つ
部 生日 ーー ノ , 百ノ i尚瓦 ロ 第、，，..『、

現傾 蓋 四北暦持i 一砂 .A 
一

質 /I'' 試金；｝ ミノ 十々 ＝－ー ふIん7, タ 貌

頁 ヲ 掘約其： 問西逢掛i リ すi二

』e ， ーー同『』，..’.. E’ h’戸唱』 『



ナ採 ；v 石 介埋 フ 中 車品 ヲ ノ 紫 皐岩
、
帯識嵐下

、、J’
ノV 油中油 ノ 挟頁蘇 グ 及

地 ジ昔日 J、 ーー ス ノ 音［）化有岩輝 レ下

j或得層主該 ノV 一層石セ －，、 石 J、音Ii
、 f、、

，，、 J、、 ーー・ ト 嘗化積 ーー .＞、 ヲ 底斜 頁頁、

本 キ .；・、 ジ .A 石 ナ 多上頁 々 長 岩京・

典 油 i安 7 ノV 屠 フ 軍主事 中 岩ニ 石及及

板居 出 下 毛 J、 〉ノ ナ 下 J、石及砂砂

ーー ノ 油部 ノ 居 モ 9 各稀 Ye浮岩岩、
於存可頁 ナ 位明 ト 屠ユ 質石 .；，、 ノ

ケ 在燃岩 リ 上 ヌJ ス ヲ ：有 ナ ヨ 凝互、
ノV ヲ 克 ーー 重 ナ該 通孔ノV , 灰層、同，，
輿認斯挟 要 フ 海 ミノ 最箇成 質ノ／戸、、

板 よ‘ 或在 ナ ス 主自 プ ロ 鹿ノV ーー 一一、
背ノV .＞、 セ ノレ 中ノ、 頁 タ ノ 特 シ屠

斜能瞳ノV 帯部
ー寸
ア 疋包i玉, , 存稀： ブ ーー
、

居 J、 質石 ーー 屠ス 砂 ア .A ナ 之類

附ス泉英 ジ ノ :1 疋<'f ノ ;v ノV 一．， J.llJ 、 、
；正調湧砂 プ 上 ン’ 凝 ト 凝 挟ス、

大部気反樟共放
、

典査出 べ1-1二a’ 在第、、，J
板垣 ジ及 面ニ ーー 岩-t ヲ ーー ~~ セ三

町域石凝 油於 シ 中埋泥 ナ ル 紀

城 ーー 油疏 回 ケ ブ ーー 議 7氏 9 凝屠、
山於 ノ 砂 及ノV 恐 存 ス岩中 7長 J

~H プ 徴岩 加江ヌク 在ノV ノ 部砂岩
。

近臆候 ーー 茂戸＿；..＞、 .A :1 薄屠岩石

及用 ア 合
一寸

油錦ラフ L〆 ト 層及 J、 ノ

議上 ν 蓄 回 ヲ イ ト ア 及下 黒特

谷重 ト セ ノ 多 ・守 毛 グ 岡部 雲徴、
及要 モ フ 勢ク ブ 就海球屠母 ヲ、



一
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ン屠へ プ 百殊 ノ .A 城琉糾笠

.＞、 キ ノV 間 ーー i勇 ト 山井軸扶、
本債 、 内 目 出背 ノ 附附 J]J 

輿値 ヲ 外下 ア 制附遅延附

板 ア 以 ノ 調ノレ軸延 ーー ーー 近

ーー リ ア筒査 ヲ ノ 及更ア 一
於 ト 七慮 I足以方宮 － ー i毎於
ケ ナ 日 ーー 域 プ 向深該水 ケ

JV ス 市 ブ ノ 背 ノ ノ i由準ノν

海£産ー南斜襲西層下妙

ジ油 ~UI 方軸位方 ノ ニ法

準七 1也井七上ス .＞、試百寺

l' 日 ト ーー (j 遁ノV 下掘間背

ニ市問就市嘗箇部 ヲ 内斜

百産油 ヨF 産 ノ 庭頁施外層

間 i向帯 日 油筒 ナ先行 ノ ナ

内地 － ー 産地慮ノV 及 セ深 9 
外ニ 存三 ーー － ー 砂 ン度 ト、
ノ 於在石於試慮岩 :::r ーー .A 、
f由 ケ .A 乃 ブ 掘 々 ノ ト 賦本

屠ノV JV 至深 ヲ ：瓦 ヲ 存 興

ーー 深奥二度施石層望ス板

該度板十百 .A 油 ノ よ‘ JV ーー

嘗二産石間 ヲ ノ 佐「官一， モ ヲ 於、
J主 百油 ノ 百要徴篠 ノ 以 ケ

ノV 問地油五 ス候賦 ナ プ ノV

毛 内 ーー 屠十 及構 9 奥油

ノ 外注開 間
、

E譲治興板層
ナ ノ 目 掘及 質 ヲ 板第 J、

フ 油ス セ 一 泉成町一背一



南 ジ 商航覆密 J、平（ー〉 市品
1・

方ア 埋羽石セ ナ基野信 島
ノ 角蔵黒英ノV ノV 盤ノ 夫 勝
モ畿量神粗角 毛、ヲ 略郡 下
ノ 朕豊；最上面鐙ノ 構ホ信一

一一ノ、石宮北岩朕及成中夫
万全

坑英ナ方中石角 ジ央山粘
ケ

内粗ラ及ュ英鐙主部ノ

庭面ス南不粗放 ト ユ粘土 ノレ
、

粘旗岩澗方規面ノ ジ拡士

シ 黒斜則岩モテ 立 土、．
粘凝神面 ナ ]・ ノ 凝 ジ信7 長
土決枇及ノV ノ ア灰第夫ア 農 石
賦岩北御脈接 ソ 岩ニ山 商 及
存 ト 方波紋嫡ア ヨ 紀 J、

務 石
ノ ノ ノ llJ ヲ 部庚 リ 層信 t主 英
扶接モ東ナ ニ域成及夫 師
態胸 ノ 方 ジ塊ヲ リ 石郡、
明部 J、斜ア 朕領石英清

カ ニ現面脹 ヲ ス英粗水 ~t 
、

ナ雨時二月台ナ粘粗面村

ラ岩採露セ ミノ 1二 商岩字 {g長

主主

一

.A 中掘出 ラ或 J、岩 ヨ 御z
、

敬叉ニ セ J弐 v J、凝 J、 ') 山ミ
1・、

相l塊 ラ潤籾舵茨之成ユ

波紋ノV 黒黒イ七岩 ヲ JV ア 太
、

山 ヲ 、 山山 セ ト 被第 ') 

産 ナ モ ーー 北ノV 之覆三ア iB 
、

ノ、 ジ ノ 於方角 ヲ シ紀信、
品同 － ー ア斜盤被綴屠謹

- －’ ＇＂ 
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化 ヲ 掘 一 リ 基山 ノ（二）蔵 ヲ 1ν 磁質、
セ 之 セ 露石盤等 南大量皐 臓器不
ノv ヲ フ 出 1長 ヲ ア ~r而. ＇｛＇プ’， J、 ミノ 又原良
部貫ノV ス 組構 9 ーー 郡約使 .＞、 料 ーー、 、 ' 分 ~ 探キI~ 面成地 笠本二用塊 ーー ジ
ト 淡掘士岩 ミノ 質 立郷千 ーー ヲ 遁 7 

高赤 i嘉 J、 J、凝ノ、 ジ 山百適 合 ジ使

陵色 ーー 主第 J1（ 第 海 ノ 日頃 J也・『． 、、、 現 用

士 ヲ 就 ト ニ岩三 抜粘 ナ サ 叉 ーー． 
化 呈 プ ジ紀凝紀 三土 リ ／γ 住幅 i直
セ t 検 プ 層灰層 百 々 島 セ
ノV JV コミ 砂 ヲ 質及 米本 分 自L焼 ス

、
部石ノV 不lj 被 砂石 乃郷 ア 走 ノ おh
分英 一 山覆岩英 至 tlJ ソ セ 主 -t 、 、
ト 粗共 ノ ジ凝粗 四 ノ、 務 ノV 要ノ、

不両 － ー 北 プ 友商 百本 黒裂原 白

規岩 白 西大 資 先米郷 紳鰭料色

則 々 色麓久頁 ヨ ノ 阿I f止 一由 ヲ ヲ
ーー 服 ヲ 及保岩 ~ Xi" ヨ 北 i告 ナ 呈． 
交 ア 主大 山 iW 成 山奇 リ 方 ヒ .A ジ、
雑 リ セ 久岩士ノV Lil Jlj ~ 宗十 ス~＼ 毛 l~-i 日、 、 、
ジ 白 ノV 保崎及 第 務路て 面 酸 巾質、

ニ化高色石山 山 磯ニ 黒村 一 良、
陵石英 ノ 親交紀 山 一 於鎚玉好、
：｝：英キfl 北 黒 陪観亙 ケ 浸髄 ナ！

化粗面側 山名＇；ノ、 ご［’Z二 ソ ノV j間 ノ ノν
、

セ 商岩 一 観士本 山合 キ占 シ ；l~ 二E
、

ノ・v ；｛＇~；－ ヨ 於昔 ヨ ~Q~ 大津 7 規 ノ

昔日 ノ、 リ 7 山 ソ 山 久平 ノ 掲 JtY .＞、

｜分 椛成採等成 ノ 保里子 :1:[1 色 ナ 陶

• - --- - S晶 司ド
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9 被 ジ tlJ ノ 産（三）焼昔千利色白 ＿，、、
本占 ヒ 普岩南ス 大道 山！！頓山 ヲ 色砂

、 、
土輝通輝側本沼具 附ナ 一 帯ノ利
ノ、石積石 ニ地郡及近 ヲ 於 プ高山 （、
イ谷安 ーー 安 J、域尾テ素 ノ 雨 プ ノV 陵ニ

ーー 山嵐山 七 J、岐2物第採ノ、 部土於

宵岩ス岩百曾村 ノ ニ掘河分ユ プ

土及ノV 質米津 ノ， 原紀場床 ア ジノ、

ト 其石集乃山 j：占料屠ノ 水ノV Jテ約

稿集英塊王地 ：i: － 日 i 粘 準 モ石九

ジ塊粗 ,r; 九ノ 用粘土面 概英分

曲岩面及 百ーノ、 ヒ :I: ＿，、上 ジ ノ ノ
ツ

津露岩火米吉I）本 フ ヲ現約 プ 斑ー
、

ト 出 ヨ 山 ノ ヲ ~~B ;v 挟ニ -1... 
粘品大，、

其 ジ 9 ＊王, 山占町 イJ曾高 力 ヲ 久
支火松府峯 メ ノ ジ津ニ 強散保

流出脂 ヨ 笠宮西 其焼千 ク布山

七 A足岩 リ 立川市 厚素噸 陶 ジ ーー
、

曲及ニ E兄ス ノ 商 サ地大磁時於、
深海王ノレ地支約 四 一 久器ニ ブ、
ト 石ノV 石質流三 尺使保 原水 J、

ノ ノ、 マ斗，Jト、... ノ、曲虫 乃用山 料酸約
． ツ

曾更 ア組石理 ヲ 至 セ ーー ーー 化三

一三四

害占 ニ 其面英ノ lrr! ラ於趨銭分

ーー 是肺： ;;f't 粗流ノV 七ノv 7 ス 浸ノ、 、
賦等類ノ、 面域西 尺又 J、 埋潤ー

存 ヲ 多康岩ユ 本 ユ規約臓 ジ ナ、
ジ被 ジ域輝属字 ジ黒入量ア 9 、 、
石覆之 ヲ 石 シ i守 プ 山高 J、茶概

、 、
英セ ヲ 領安 j号 ーー 克観入砂褐ネ

1・



貫積百 ニ（四）ノ 毛 ト ジ ノ 倍i ーー 王 1丑
ヨF 層米 賦大 J、 ノ 稿製等鍍 ゴゴ面一一
プ ヨ ノ 存沼蹴ニ シ キ氏 ア ヲ 十 四岩

石 9 牽 ジ郡 ーー・ ｛鹿本用 9 雑度十 中
一寸 、

英成地 雨 中蹴ニ ~~B ク 黄へ 乃尺 ーー
ノ 、 、

組ノV ーー 地 Jll 不 就町 レ 鋪其 主延脈、
面第 シ J、村採 キ ーー 鎖他 九長賦

L 
疋J.U王 二二 プ 中 ノ 掘其轍原 ヲ 石 十百 ヲ

ノ

露紀 山 Jll 粘 ジ埋迭料多英度五 ナ
出屠岳 ノ 土査戴 ジ ト ク キ立 ーー 十 ジ

ジ ... ・、 ーー 支 セ 量ア ナ 散又傾尺 プ、
沖基 ヨ 流 J、 ソ ヲ 曾 シ布 J、 斜以降、
積盤 9 老本 計津 黄 セ 俗 シ上胎

屠 ヲ ブ 津郷 算焼錨 JV 一 多ニ 二A
、

J、構図 ーー 岡I 二え 素鍍粘日艮 ク 及 ;!t~

河成緯 ヨ ノ ノV 地 少土玉 ，ム，、 ヒ 主、
j手 ジ セ 9 西 一 一 ナ J、 ト 南概要

一 主 フ ;T 方 約使 キ 柔稀西 ;:;r.. ナ

ト レ i塙 中 二用 毛 軟ス 方北ノV、 ノ

域 シ第 ブ )II 偽 セ ノ ーー ノV 一 東 モ
ヲ プ 一 フ ホf 四 フ .，），、 シ塊尖 ヨ ノ
一

領凝紀 ノV 大 千ノレ稿 プ 扶滅 9 玉、 、
コミ 主民屠 本字 噸粘硯俗ノ .A 南 f様、 、 、
河岩石 地五 － ー 土 ク ーー 部粘西 ア
｝羊 ヨ 英域畠 ジ脈俗之分 士 ーー 9 

－ ー リ 粗 ..＞、 敷 ブ ノ － ー ヲ ヲ J、走 ブ

J、成面 海 2え 其主 之雲合多 9 。高

慮 Y 岩’抜砂 他要 ヲ 母 メ 少南一、
々 之及 約子 ノ ナ 陶 ト JV ノ 東尺

一甲 ヲ 沖 四 原 モ ノV 土稀 毛 黄方乃

一
三
五



一
分 t：存地 又居北市（五j其 ヲ ーー ア rl 

一寸
ノ、 ト ジ ヲ J、 ヲ 西ヲ 耶埋ョ近 9 泉

1・ 、
酸交白 11'1~ 熔 9 岸距麻蔵 !ii. キ 上湧

化雑色成岩成 ノV 郡量 v 露部出、
し一

錨 ジ青セ 流ノV 位東 翁約ト頭 ーー セ、
浸其色 ヲ ヲ 石ス北 島二稀 ノ f、致 ヲ、 、
潤 j克又粘 ナ英ノV 東村十 三J 下密粘

ジ界ノ、 土 ジ粗丘二 ノ 高陶部 ナ 土、
プ 明茶 J、 火面陵里粘噸磁 ーー ノV J、

黒 カ褐厚 山岩地二土 ナ器於モ 凝

褐 ナ色サ 岩 J、 ーー 十 ソ 原 プ 下放

色 フ ヲ 卒屑基 ジ四 J、 料 J、部岩
1・
茶ス呈均、

J、盤ア 町翁 － ー 多 － ー 中
褐厚ス約 正 ヲ 石ナ 烏 適量組ニ、
色サ青十陵構英 9 吉！） セ ノ ト 挟、 、
淡 J、色五地成粗本落 .A 硫ナ在

、
亦約ノ 尺ー ジ面地 ノ 粘黄 リ ジ

1・
色十粘ノ 帯輝岩域北 士 ヲ 石概、
等尺士火 ヲ 石輝ノ、 方 2、 合英 不

ヲ 一 ノ、 出 被安石磐 λ沼Aヲヨ・ ！早 、、‘ ノ 2反
呈 ジ服岩覆 liJ安梯津 サ 粘徴白

ミF / 朕府 ス岩・山山、 字 平力粒色

イ谷其 ヲ ーー ;qt ~、岩ノ 戸 均強 ヲ ヲ
1・ ノ

ニ上成被積之火出 口 一 キ雑呈．一
之部 シ緩層 ヲ 山麓 － ー 尺 ーー ア ジ、
1ヲ約ア セ J、貫岩猪 ｝拭 五遁温白

赤五白 フ 湖 キ 屑函存 キ 泉色
ト 尺色 v 岸ア及代 シ 一日

、 俗湧 ノ

ヱ：；；ノ ノ ア ノ 岩 J中 j胡 若 ジ ーー 出玉~£
ヒ 部粘賦低脈積ノ 』公 ブ 之口 思5



ノV ナ キ 概困層ネ 紀花勢（六）セ ヲ 耐、
其 ラ部 ;f> 十 J、疑屠川至先ト ラ挟火

埋ス分 fl 度河友石 ノ 堂 1腸 ノV 有度． 
識ジ J、色乃岸岩英流宇都 粘ス 高、
量 7 71¥ ヲ ：立 ーー ヨ 組域本長 士之 キ

J、粗酸呈入 1J、 9 回 ーー 坂沼 埋 ヲ ヲ

約磁化 ジ十域成岩属ユ 町減白 以、
入器錨上皮 ヲ ノV 粒 ジ賦ノ 量 ト プ，，．、 、
高皿浸部 ニ領之放雨存粘 J、都道

1・
噸井潤 J、 傾ス ヲ 安 恨q シ土約 ジ具、 、
ナ茶 ジ徴斜粘貰山 ニ勢 七銭土

9 碗ア シ土 キ岩 J、至 J、 千分 ーー
、、，J

1・
及茶ナ 厚 J、石及入堂束噸少使

組褐ノV サ凝英沖百部北 ナ ナ 用

物色三平反組積米落本 ソ ク ス
（ 、
汽 ヲ 錨均岩面層乃 ヲ 線 {ff1 :Ji＇ぞ． 

車呈鎖五中岩ナ 至距須 質褐

用 ジ ヲ
....L. ニ 及 9 千ノレ賀 優色r、

、
士縞交尺挟粒第米北川 良粘

瓶般へ ナ在賦三 ノ 方騨 ナ 七、
土 ヲ 7氏 JV シ安紀 山十 ヲ ノV 中

鍋ナ青 毛 略山居岳二距 ヲ 一司
） 

等 ス 色稀東岩 J、 鐙町ノV 以ノ、
、

ノ 概 ヲ 一ー 西庚基立ナ 西 プ 僅

原 ジ ナ ニニ域盤 ス 9 方 制 ーー
、 、

料ア ミノ 十走 ヲ ヲ 地本がJ 楽 白、
ーー .~白地尺 リ 占綿質地六 原色

供質表 ーー 北 メ 成 J、域里 草寺 ノ
、

セ｛憂ニ ；さ方沖 ジ 第 J、宇 － ー キ占
プ 良；z.A ニ 積瓶三江 ノ ｛兵士

、

一一一一七



方 ヲ 賦（イ）粘傾屠頁其花岩ス石
、 、

二挟存赤土斜 ノ 岩縁 i品石本城、
』十 、、‘ シ井及 ス耐鐙法岩英地郡、
尺厚二村蛙第火持 ニ及斑域卒

、
ー サ 層宇目 四粘凝聖堂閃岩 J、町二

、
位平 ア 堂；粘紀土友達線第海附

シ均 ソ 平ダ；土層 ト 岩ス岩三抜近耐、 ． 
蛙 ー 上ノ ーー ，；・、 ヲ 等第 J、紀約 ノ 火

目尺層木 ジ 培挟 ヨ 三之屠百耐粘

粘四 J、節ア 段有 ') 最己 ヲ及五火土

土寸蛙粘其地 シ成層貰第十粘、
ト ナ 目 士主及蹴 ') J、 ヨ干 四 米土、
砂 リ 粘 J、 ナ 河 シ下花ア キ己 ノ

岩シイ 土磐ノV 岸 7 部 尚露居正 J、

毛 ト 越産 ーー 南 － ー 岩出 ナ 陵赤、
ノ 日）！；茨東地 小北二閃 シ リ 地井、

1・
間 ーー 層線 J、 域ニ居緑石角 ニ村

、
ニ採 小左 ヲ走乃岩英閃 シ内2
挟掘 ノ )II ノ 領 ソ 至等以f ；？＇~－ ア搾~；
,f上-・ シ 間郷如 セ東五 ヲ ：￥~－ J、 地村

ジ重量 ニ牒シ ') 方屠被 J、本質及
、

頁セ 挟 ノ 耐ニ ノ ヒ {f: I也 J、磐

疋u玉, ソ 在南 －火十炭 プ 尚域角崎、
ヲ シ 両 粘度屠庚岩 ノ 閃村

挟屠薄方 土乃 ト 域 ヲ 西岩ニ
八

、
、、‘ J、 キ約 J、至ー ヲ被部花亙

厚裁炭十 所ニ屠領蔽ニ I鵡 ？ 

サ層質入 謂十乃 ミJ シ露岩ーア
、

卒ノ 頁町 木皮豆砂叉出 閃賦

均下岩ユ 節 － ー 二一一二－ 疋I.I王， ，，、 シ 紘存、 、



サ町其厚 三／ 北（ノ、）匿少向（ロ）般十一

卒ュ 埋サ主西亦域 ナ心 j章容三尺

均花識 J、 ト 十タ1~ ＿，、 ジ扶藤 ユ賞五、

一ー I品1 主EヨJi .::::: ジ入村約厚格決 ジ ト 寸

十岩 ヲ 尺ア 町字五 サ迩坑 プ ジ ーー

尺 ト 計乃石 一日 誠百 J、 ヲ ノ J:JC ア ジ、
幅粘算至英花訪除約呈木色其ア、
三士 ス十粒 尚原彰［！ セ節褐埋其

十 ト ノV 尺、 及岩ノ ナ 尺ノV 粘色識賦

尺ノ ーー 平粘 ト 蛙 ') 五茨土或 量 存
1・ 、
長間約均土頁 目依 寸屠 J、 ＿，、 ヲ 匝

サ ーー 二五 ヨ 岩粘ア ーー ノ 平累計域

百匹千尺 リ ト 土其 シ下牒褐算約

入船入ニ 成 ノ J、埋 7 ーー ノ 色 ス 一一
十 セ w ジノV 間二議周郎次 ヲ ノV 百、
尺 プ H頓 プ 耐ニ箇量縁胎牒墨 ユ坪

ーー レ ナ其火眼底 ヲ ーー セ亦 ジ約ナ

ジヰヒ ソ 賦度月台ユ 計尖 7 タ干 亜五 ') 
、 、

ブ 方 一存ノ、 セ 賦算滅 レノ 炭百｛段
一「 、

其：ニ J、隠 ゼ「 ラ存ス ジ耳元北 片除ニ

埋約亦域 レ スノV 平ネ 商 ヲ 噸粘
、

蔵 四井 .＞、 グ白 一 一ー 均淡方 雑ナ土
量．十鐸約ノV 色 J、約七禍十 ヲ リ 一

L 、
ノ、五 ノ 三錐叉赤六寸色五 粘立

約度北百約 J、井七 ーー ヲ 町 士方

五ニ 々 坪三友騨百 ジ呈 － ー J、尺

T－傾両ナ十青 ヲ 時E 7 ジ賦 質ノ

七斜がJ ヲ 番色距ナ 其永存 概重
、

百ス 二依ナ ヲ ノV ヲ 賦質 ジ ジ量
、
噸厚十ア 9 墨北 存物学 プ ヲ

、

一
一一一九



積概町石 ク 此算約乃色花（ニ）ナ
1・

屠 ジ大川 ジ 他ス 二至 ヲ 両赤 リ

及 プ 森郡 プ 慮 JV 千四 墨 岩井

沖丘回 石 採 々 ーー 四十 シ 本ず
、

積陵村川三掘 ニ約百尺粗砂宇
、

屠 i也須町 .A 木四坪ユ 悪岩南

ナ ーー 釜 附長ノV 節高 ナ ジ ナ鐙常

リ ジ村近石ノ 粘六 プ ノV 岩佐
、 、 、
片 プ 泉 ノ 及債土千依内 モ 互 ノ

麻其村長石値及噸 ア卒ノ 層蛙
、

岩西野石英ナ 蛙ナ 一均ノ、 ノ 目

J、法木及 ジ 目 ソ 立十水間粘

主 ヲ i事石 ト 来占 方尺酸ニ 士

ト lliiJ村英 .A 土 尺ヲ 化挟 J、

ジ武及 ヲ ノ 採銭在亦

うF 隈母 ＿，・、 産 重掘浸ス タド、
黒川畑須 Jミ 量ユ 潤其騨

雲北村賀 ノV ヲ i甚 ジ良ノ

母流ユ Jll モ 十 プ ア質北

片ス亙騨 其 五ノV 褐ナ (!y 
、
麻地 9 ノ 量 貫部色ノV 方

岩質 / 南 少 ト 分 ヲ 毛 約

属ユ 片J、／ヲ之シ 方西
ナ ジ ト 帯ノ 一一
ク プ .A プ J、十

、 、
ジ麻産三 或 主：主主：厚白 一、
花岩ス 四 ノ、 埋賦サ色町、 、
両花本里 耐 蔵存 J、叉ニ

岩尚地 ノ 火 量直二ノ、賦

ノ、岩域石 度 ヲ域十友存
、
主洪 J、 Jll f民 計 J、尺青 、ン

一一四

O



モ 英徴 ジ 出第大森岩字英 ノ 方'-'t
ノ a，、 奈｝ プ ジ五字字 ヲ 盤 J、 西 一 ジ
ーー 裂長長 表十盤新 貫博大 主Ii 移 プ

劣隙石石 土九津 田 ケ ヲ オ;f",f<.ミL ーー イと 閃、
レ多 ーー 及 ヲ 競字石 JV 経 田 露 ジ 雲

一寸
'} ク シ石 除ニ 后zJil ~、。 ブ 村 出共花、 ロ

后之 プ タ... 品ミ・＝ ヨF 員己 田タ町 グ石大 シ ーー l凋、
田 ーー 不 ノ タ 載ニ 宇 ? Jlj字沖基岩
ノ
I 
i告 純来 ノV セ ジ和ワタ町狸積稗 ーー

J、－‘ ヒ 物合 部 フ ブ 久グイ 字森居 ヲ 、ン

グ酸 少 ヨ 分 レ此入 盤 ヨ ＋＃ ア
し一 ー寸

’す イと ナ ク ノ、 タ 中 山 中卒 ') 主成 4、． 
〆’・、、

タ 鋒i ク 成 幅 ソ 新叉 ーー ーー 南 ス グ、 、 、
イ 度－ 結 リ 六盤田 ノ、 限至 y、r ジ ーョr、 、
j問 品電

L.. 
尺平外外ト 胎 ノV 西、 プ 成タ

.＞、 シ 大気 厚 ノ 模様Zス狭 ーー 阿暦 イーっ 』 J 、
山概 － ー 石 サ ぺ及観 其長須武 －＂・、 ト、

ナ釜隈花嵐嶺 シ ジ黒 五 グ轡昔主

及 プ 7 τ雪z三妻 尺マ 取 111 ナノV ホナ Jil i劫存、 、
斜淡 f空母 延 タ 一 王子 ノV 地大 ノ 岩院

面禍 五及 長 イ 就轡 産 j或字 雨及域

ーー 色 尺拓 一 ト ブ 取 地ニ 北 岸片 ーー一L.. 、
露 ヲ ニ J出 十 ，；，、 ノ、 字 ノ、賦須 － ー 麻於

四 出 者？ 及石 四 山地盤i主大 存釜費岩 プ

ジ ヒ プ ヲ 尺 ノ 質卒T森 シ及；主 ヲ ノ、
フ 、

山 1f?1 モ 荊t ーー 東調及 岡県野 ス 被黒、
嶺質 ノ プ ジ勃査野 村雲木 長 ヒ 雲、
ーー 外 ア 長 ブ 面 所木 大母揮 石 ア 母

於棋 '} 石 主 一 根深 字花村及是花、
ブ ノ 石ハ 露告村 狸 j;Y.j 大石等 f,Yi) 

、一‘’‘ ・－-』一F ー一．ー



.A シ 其雑縮 表 J、
査他 プ 遁士長、
サ本石 ス ヲ 石、
v 地英主除及

其域 J、 キ 石

残 内 隔 シ タ 英

存慮 黒 プ JV ノ

セ 々 色 大部大
JV ーー
ー寸
ヲ ナ 分塊

モ ~ 帯 ノL〆 ノ 散
ノ グ ヒ 徴幅在
.＞、’可P 錨 斜約 ジ、
埋 タ 分 長七此

識 イ 多 石尺南、
量ト ク 及 高西
し一

ーー ノ シ 石 サ 方

乏露 ブ 英十約

ジ 出質 表二一

ク .A 劣 合尺町、
採ノV 等 ジ 長 ヲ

掘 ごE ナ 桁 サ ｜括

ヌ、 ノ ソ 楠六 プ

ノレ’ ア 石十 タ、
ノ ノレ 黒尺ノV 四

値E ごE z管tt ーー 斜

佐多 母 シ面、
少 ク 電 ブ ーー

ナ ノ、 気下於

ジ採 石方 ブ

ト 掘 ヲ ーー J、



一
一 タ キ占 ヲ 件1 J、陵産知 愛
J、 ノV 一七 不 々 下地 ス多 生日、
砂 モ J、整東部ノ、是竿

勝、
岩ノ ーゴーー・ Aι－・ ニ 中第等島

知
頁 一 柿ニ走部ニ ノ ノ 一 多、
!tィ, ジ ア被 , 上紀地粘

宇
互 T 9 蔽東部層域土粘、

島居 中ーセ 北 ノ ーー ，）降、 ..＞、

束三麗低主土 一ノ 部 ノ、 9 一、
於崩及第卒ニ 層 ジ ヨF ト

援 上三地六ニ 、砂正 ジ ケ
シ部紀 J、度鼠岩陵 ノザ ノレ

山砂層沖内分頁地常 農 農 粘
麓岩ニ積外 セ 岩 ユ滑 商 商 土
ニ頁嵐屠ユ ラ互 シ町 務

、．
務 浮

堆岩ス ニ傾 v 屠 ア 附 技 技 石
積 互 ノν 属斜幣及狭近 手 白Ii 砂． 
セ屠頁 ミノ シ合鐙長小

ノV 中岩主盤ユ岩ナ鈴 及．

モ ーー ノ 岩成！昔ノV ケ 曾清 ;f_j 

ノ 介分ジ屠 1吾 ヨ 苧谷 英

ニ在 f拝 Jテ ，，、 二z、，， 9 地村 我野 砂、
ジ ミ／ ニ砂上ア成其野

ア俗 ヨ 及部概ノレ 問問
、

~ 信之ニ リ 粘砂ネ砂 ユ村

ヲ 山成士 ；（＇：・北岩費及

畑土生 ヨ 頁々 頁 述河

土 ト セ ヲ 岩商岩セ和 結雄

ト 都 フ 成互 ヨ 互 ') 町、
都ス V /V 層 ') 屠丘ニ、 、

－
四
三



呈 ：I: ア 抑 ーー d性 原ヲiニ ノ ソ（ー）？骨モ ジ
ジ .＞、 田 セ 走 ーー 料及三 南常焼ノ 慮

厚）享土 フ ') 
z 一－
ヲ Hi 種 北消・ ノ ーー 々

サ サ ト ν 東 るノ ナ制l 類 一 町原 ジ ーー

二－ 1.昆厚北 ク ジ 4一it ア 虫附料ア 採． 
尺尺 ジ サ 東僅 上山 ソ 十近 ーー 之掘、
乃五土 一 ーー ーー 居等 山 町 ノ 使 ヲ -¥! 一
至寸管 尺五煉 ノ、 ーー 士． 東京l~ 周囲 フ

六乃用 乃度克 竿於 西土 セ 了上 ノV

尺主素 至 乃原 回 プ 上 一 フ ト 、

ナ三地 十三E 料越探下 里 J、 レ :A 毛

ヲ 尺 ト 尺入 ーー － ー 掘二 六・；j：；年 ヒ 其：、
主主 ノ ナ － ー 度供於 セ 屠町沼・産最量
賦表ス ジ － ー セ プ フ ア ノ 町額 モ 概、
存土其 プ {tJt フ 採 v ヲ 地 ヲ 約重 三千

匝 一 他 多耕ノv 掘厚 ブ 域 Iド 四要僅、
域蔽 ノ ク セ 主自己 セ サ下 ーー 心千 ナ 少
ノ 畑 砂 リ 等 フ 平屠鹿 ト 高 ノV ナ、
過 v j：粒畑 J、 レ 均 J、 々 シ貰 モ リ

、
竿淡 J、 ヲ 土概厚六榎 ー－ 成 一時 ノ 一
J、青概雑 J、 ジ サ尺戸 j拭岩達 ト .＞、

、

阪l句ネ 〆、、 "ri型3・ プ ~ ーー 上存町 セ .A 沖、
ニ淡埋 可件f北 均 ジ納 ジ西 ソ 是積、
採褐蔵 塑町々 F且4・

プ 一寸 山浦 等屠／、
ヨ

抑色量性大西 尺主
キ
J：町 粘中、 、

シ又僅 乏流 ヨ ナ 要 畑鬼 二士 ーー
ロ

議 J、少 シ〆 一 ') ノV ナ L 土崎 J、介
1・

サ黒 ナ キ 於南 モ ノV 高 及村 概在

レ色 リ ヲ プ 々 可陶畑 回 ーー 三千 フ、、 、
現 ヲ 回 日．採東 塑器平 土亙 常ノV

一
四
四



ケ 9 （三）ニ モ プ 均地坂（二）定 ヨ ーー

一域井小
ー寸

/V 賦河近卒 ，，、 ワ リ 残

ト 存和 ク均表尺ニ及鈴ケ 総存
し一

大 ス町二 五土五賦上 ケ及心 セ
、

二差執ノ 従尺 ノ 寸イ長野谷春寺ノV、
ナ レキ占 ヒ ナ 厚粘ス 間村瀬 ーー ，，、、 、

浮 キ ・2 土漸 リ ナ土主野及地主 ）~、
石 毛 田 ヨた説平 ノ ト 間野方ノV 崎

砂厚土 J、砂 v 均！享 ジ村間 ナ 匝村

及サ ニ竿質 毛 三サ 7 宇村 リ 域榎、
石 J、 ジ島 ト 劫尺－田奥ノ ト 天戸、 、
英卒 プ ノ ナ色粘尺土田粘ス 笠多、
砂均其東 JV 淡士五ニ ーー 土 併j 屋

、
二産海 青 ノ 寸 シ跨 近大、
尺 出岸 色 厚乃ア リ ＿，、 及烏、
内 ノ ーー 褐 サ至小南宇 鹿及

外航沿 色 二七鈴北島 島石

ナ 態 ヒ 等尺尺 ケー ノ 谷笥
リ ＿，、 玉． ヲ 乃平谷里西 西常

1jl; 反 呈 至均村十海 j甫滑

I骨回 シ 六六ニ五岸 町町、
町小 可尺尺於町ニ 樽庚、． 、
小港 塑 日午 ニ ア東沿 水内

→四五

、
1・

鈴同： a陸 一－・ ジ J、西 ヒ 流千

グ aで也1:::-、 一 プ 表十小 西代、 、
谷及 宮尺野土四鈴 阿千

附布 .l.. ーー 間 ノ 町 ケ 里代

近土 モ 達村厚ニ 谷 プ流
ク
、

ーー 一宇 if.'f: .A ーー サ亙村 主円主

於亙 岸 ノV 於平ノV 宇 ア池
L一、



正 ジ厚露西於砂（ー）産ノν 挟土常知

七 ブ サ 出 － ー ブ J、河 ス モ 在 ヲ ？骨多

壬ド 白平 シ走 J、 布和 ノV 大ス 主町竿

路 色均 北 v 向 士町 古j) JV 要宇島

傾 ナ l、－ 二北凹 音I＞布 内 J、 モ ナ瀬ニ

1力 ソ 尺十東 ノ 落士 海精ノ ヲ 木於、
十現ユ 度方面 ／ ノ 町米ニ ト 及ア

六時 三／ 乃ニ 方 西浮宇用 ミノ ス郷浮、
高菅 プ 至五一 方石吹 ト プ 是枝石、
ニ田地 二度 向 布砂越 ジ一等小砂

千坑表 十 内附土 － ー ブ 部 J、鈴 ヲ
、

ヶ産人向 ーー 五外近川布 シ高 ノ、 説

百旧近度ニ ヨ ノ 二上 プ 松名 レ谷ス、
俵ー キ 西傾 ソ 雨 J、 僅東古 モ村ノV，，..『‘、
一向者1; ニ斜清岸武 ニ京屋第字 J、

、
俵坑分走 シ水 一．， 豊採名附三大河、 、
J、卒 J、 リ 布池賦町取古近紀谷和

~t:f：及存
、

平田淡 ヲ e 屋ニ 居小町

均秋褐東川平 ス 距 方於 ーー 鈴宇、 フ

入葉色 方以田 浮ノV JV 面 プ 属 ク 布

貰坑 ヲ 一宇 南附石南 ーー 硝 ス谷土
、、・・’ 、
ナ .；：：.主E主3ー A ニ 近砂方 1敬子 ノレ及東
') ヨ Jミ 度於ニ 屠二 送原砂坂 j甫

') ノV 内 7 亙 J、里 セ 料荒井村

採屯 外 J、 リ 布弱 フ ーー 頁 ニ字

掘ノ ーー 菅北士 － ー ノV 使岩 シ緒、
セ ア 傾回四 }II ア 石用 Ji. 7 川
ラ ノV 斜附十以 ワ 英セ 屠就及

V 毛 セ近五北海’ 砂 フ 中中石

大蹴 リ 一 度 － ー 石 ヲ ノレ ーー 布演、 、．

－
回
大



字字（四）尺 ヲ 南存（ニ）毎i J、 砂 ヲ 陵（二）
小界小ニ 北北 ジ 常 J、厚ノ、 ナ 地東

鈴ユ 鈴 ジ 東ニ現？骨約サ東 ジ ーー j甫

ケ至 ケ プ 方 ジ時町十平部東賦村

谷ノV 谷品 ーー プ 字海i三均 ユ部存 ノ

ーー 一村質 四西瀬 木前六於 J、 ジ浮

於里ノ 概度方木 ノ 五尺 ア東其石

プ 弱浮ネ 内 ェ及 浮千 ーー J、北 産砂

J、 ノ 石良外二郷石俵 ジ概東 出

井問砂好 ーー 十枝砂 ナ プ ネ方 ノ .；，、

戸 ーー ナ 傾度 ノ ソ 現品ニ 版字、

尻－寸賦 J、 y、 斜内二 J、 ll与質西態緒

サ存字年 シ外筒 ’品 絡良部 ..＞、 JII 、
ノv ジ大産弦 ユ慮 j骨 JII 好 J、 布石

バ字谷額 ニ傾エ 町 及ナ西 1：漬
メ 大部二一殺於 ヲ 石 ラ南 ト 及
し一

及谷落三背 V プ 距 演ス商略生、
-;1雪ゐ 一， ノ 高斜郷採ノV 一 ジ方 ホ 路

畑於北俵 1昔枝掘 北 於ア － ー 同 ーー、
宇 ア西ナ ヲ － ー セ 東 プ 採五 ジ亙

坂ノ、託手 リ 構於ラ 方 採掘皮 ヨF ヲ

井宇岸 成アノV
、 約 扶t ーー 内 毛 海

ーー 鐘 ヨ セ J、瀬入 セ 趨・外地抜

一四七

於山 リ ') 北木町 フ セ － ー 層五、 、
:T 寺河 厚五ニ ノ JV ス傾 J、

、 、
ノ、 111 不LI サ十於丘 大西斜弦米

立及町 J、度 7 陵 正部セ ーー 内

楠山布 卒西 J、 t由 七ユ ソ 背外、
ーー ノ 土 均ニ居 ーー 年於浮斜ノ

露神ノ 六走向 賦 産ア石居正



シ墨 J、 ヲ 陵（五）ニ ナ 出

プ シ丘俗 ヲ 内百 JV ス

東少陵ニ被海俵
、

毛 t浮

京 量 ノ 内覆町ナ 概石

ーー ノ 東海ス 吹 , コキ 砂、
轍肩上斜富正越 採屠

迭岩面 二t：陵ノ 掘 J、

ジ及 ーー ト J、石 ジ北

磁磁厚稀第英 壷商

子繊 ク ジ三砂 ジ ヨ

原鉱：平海紀 現 リ

草寺 ヲ 均抜居 J、 n.r- 南
ーー 雑十五ニ 吹 J、東

使 プ四十嵐越 僅 ーー、
用現尺九ス ーー 走

セ l時 ア米ノv 落 立 リ
／／  

フ (:J ソユ砂ヲ 楠北、
ノV 産細 ジ岩距 ユ東

額粒ア頁ノV 於方

約 ニ漸岩－ ；！と プ ーー

一 ジ弐互西 採緩一
百 プ 商屠方 掘斜． 五無方 ョ約 セ ミJ

十色ニ 9 五 フ 厚

石叉低成町 ノV サ、
一 J、下 , ノ J、

シ淡ス其 j年 産卒、
ア 褐石最岸 毎i均
主色英高 一 斗主ハ

ト ヲ 砂部正 均尺

一
四
八



久（二〉ア蕗附略百原（ー）
Eノ庫c. 、、

保兵ニ出近水ニニ兵、
岡1水庫回ス ニ卒四亙庫、
山崎燃焼説於ニ十 ソ ！採

雨明素 レア成米北有一 雨

村石地モ J、層ノ 東馬
県系

、 下
界加ノ 淡厚ス丘 郡粘 一、 一附古原決サ粘陵商三 方t
近雨料色約士地西輸士 ケ
ュ郡 ト ヲ ーー ユ村 ノレ

産ノ ジ呈五這 ジ約ノ 粘

シ粘叉シ尺般ア 二本占 土、
敦士水磯ノ 第第十七 農 農

石圭

レ 簸又表ニニ町 商 商
石μ, 

ごE J、 シ J、 上車己 主己 ノ ..＞、
務 務

虫良
石明山 ア細ニ屠居間三Z 技 技 、．

石凹製砂被中エ ーー ！日ダ
手 自市
キ各
魯焼村紙 ヲ J、 ニ属慮町
言莫

素字用交 v 挟ス 々 ノ 3裁
地小ニ へ香在ノV ニ北 松清 鍍
ノ 車供厚下 シイ沙露東 /(_j 

一羽九

原山 セ サ附磯 2え m方
里子 聖子 英、

料二 リ卒；足屠磯ス宇 本多
1・

ーー 見 均ニ ヲ ノ 本上 及
使村 二於被互地野 寛伝 明、

警李用字 1・ / 覆層域砥
セ ill ）~ v ヨ ノ、石 石

、 治雄
プ n ｛玲地 プ リ 海香

ノV 及 一 表上成放下、
大 ジ ニ野 リ 二推

目、』 a " 



粘数（ノ、）ソ 賦（ロ）ア 現土下 － ー ジ米（イ）、 、
土町大而存ニノ、 時ニ層傾其内山

ノ、ノ 久 シ ミノ 見四 J、届 J、 斜級外国

明沖保 プ 概村町僅ス セ透ノ 村一、 、
石積林其 不 11.J .;:::. ーー 山十 9 ニ丘小、
町平崎賦 1A 口 N. 一回尺粘第陵車
ニ地雨存色 ノ ソ 'fl,) Jll ーー 士三地山
檎ユ村匝 ヲ 粘露虞以 ジ ノ、紀ニ ，，、

迭賦界域墨 ごiゴ出 ニ東 / 這屠ジ 山

セイ子附及 ジ J、 -t 於ニ 敦般畿二テ 陽

フ シ；Il－採敏山ノV ア於 1ノ 第 i主基線
レ産ノ 椀密陽 ニ正 採 ブ 毛 一 ジ盤舞一
ジ出来I~ 跡ニ 線未掘 J、友 紀北 ヲ 子

ごE ノ 土 明 ジ ごI二タ ス六色 層西構騨、
現~犬 J、 ナ プ 山採 H 町 ヲ ヨ成 ヲ

時態 山／／ラ 可馬事柄 産ニ 主 ーー リ セ fil~ 

ノ、及陽 ス 塑 ヲ セ 者Ii 亙 ジ 挟南ノV JV 

専 l目Ill ii的'iJt 性 ~r~ フ 約 9 組在来花北

｜ラ質大 一 ノレ レ〆 ー露 ヨr シ ーー 同方

大二久 富市 7. 千出石 二走岩約

久見保 、、、 方 貫セ英！吾 ソ

保ふJ・ 騨 表十 ナノν 粒 ア南山町

村ニ ヲ 土除 ヲ ごE ヲ ク 西国 ーー、 、
松於 ~E J、阿r 山蹴交厚方川位
除ケ ノV 厚ノ 回 昇、 J、、 サ ーー ヲ J毛

新ノV 北 サ (lj1 川採所上二挟ノV

田 ト 東 約結 以掘謂屠十 、、、 海

ユ略方 二平 西 ジ蛙 J、度ア抜

於同約 尺地 ーー 査目 九内露入

ブ シ十 ナ 一ー， 於 シ粘尺外出十、 、

五
0 



〈ロ）呈約 （イ）使（四）千大 シ層主 ノ（三）陶
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ノ 貫 白賦ノ 帯1 よ． .A プ ノ タ 青石、
粘内 色存粘 五 fOC ノV 賦キli 採色英

！：外 ヲ シ .::I: 十ニ モ 存 i：掘 ヲ 車且
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方 アニノV ヒ 掘ナ至方 ブ ヲ

硝三五東
． 
一 シ ソ 入城 柏、ナ

、

一 竪 リ 方 部残粘十山 竪 －ン
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光 リ プ ア ノレ ーー R員 '} 土 ブ 毛 毛 脈

津三略 '} モ 於木 ト 及多膨北朕、
ヲ 百直 粘品 プ ネf 云長少縮西 ヲ
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亙ス東町 色均約千 J、制中、
セ ノレ西ニ ヲ 七二貫白 シ ーー、
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三（四）ユ耐，＼＇ 十 二（三）計 ヲ Jll（二〉料赤
百岡於火尺里兵約グ ナ ノ 正）、~ ト 色
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阪十於屠毛 粒乃 リ ｛頃村 if:J ニ有洗
又尺 プ ノ 十 ヨ 至稀掛字 j芋使 ジ JII司．
J、 ノ J、総尺 リ 四 ーー 地机 ノ 用十以

尼 海小謹乃 成十粘叉浦知 セ 六西、
ケ 底河ュ豆 リ 度 二I: ノ、浅尿 9 七 ーー
曲者 ーー ニ差是四 1~？1 ーー 居 正野町 尺 ア、．
ーー 絶 ヨ‘達十 質傾 ヲ 陵村浦 ノ ソ

轍ェ リ セ 尺硝斜挟地字村 表 ブ

ま孟 ス 蓮ノV ニ 子 セ有 ヲ 斗字 士約
-t' 堆搬培 シ 原 リ ジ ナ ノ 村j ーー 一一、
フ Z占 セ段ア 料砂北 三J 内本 蔽十、 、 、
L〆 セ ラ地現 一 婿ニ概育｛毘 J、尺

j酉ノV レノ 一 時過中十 ネ波屋 JV ノ
、

監 よ壬 タ｝拭之 Jミ 白五第村町 現厚

叉 ノ ノV 存 ヲ JV 色度 一 一 生ご 時サ一、
ヲ 持調 ジ採 毛 民乃 紀！斌穂’H IJ ヲ

大

O



占，、

（二）供十 ヲ 東尺タ尺 ブ ア ノ（ー） 委
兵セ除墨 ヨ ノ リ ノ 露 ソ 街兵 i酉
庫 ラ噸 ジ ') 毛 ト 毛 々 7 原庫 壌

牒 JV ーー 級 南 ノ 云ノ ニ頗谷 J際 ノ

7k ジ密 西ア フ ア 路ノV ーー 利I 六原

上 プ ナ ーー リ "£: ソ 胎念賦崎 草寺、
君E 之ノV 並 Jテ 銃現 セ峻存郡明 － ー
新 ヲ 毛 列第二 II寺 フ ナ ス 長禁使、
井 粉ノ ジ三採露 ノV ') 本谷石用、 、、
村 砕石南坑掘頭上明地村 セ

ノ シ英西及 ジ坑部禁域椀 フ

明 ア粒方第壷ニ ニ石川 原 ノV

撃事 飾ヲ ーー 四 セ ヨ J、 f番 ノ
石 磨多斜坑 リ、リ 露石 f旦 明
町ク 下ニ 此採 頑英雨 察、、

J、 ニ散 セ ヨ 下掘 ユ組閣石

山 轍布 ') 、 方セ 近面 ノ
陰 港セ 明採ニ ク岩境 ノ、

可．

品主 ジノV 禁掘 l隔此 幅中 ヲ ~I: 、 、
谷 明 毛 石 シ厚 南 厚ュ ナ 野

Jll 禁 ノ J、壷サ西 サ不 セ 町

騨 及等 白 セ 共方 共規ノV ヲ
1・

ヲ 硫ア 7及 9 ーー ーー ーー 則山 距、 、
距 酸 リ 淡是百塊七 ナ脈ノV、
ノV 築現 紅等尺朕十ノV ノ 西

北 土時 淡塊長 ノ 尺塊南方、
々 ノ 日 思幼朕サ部 長扶西約

西 原産 等部百分 サ ヲ 斜 一
約 料額 ノ ....、 !, ア 入ナ面里

一 ーー 約色北十 リ 十 ミJ 一 竿



一 プ シ山里、
四石 プ 頂ユ

年英略ニ鋒

ノ 粒水近立

交 ヲ 平ク -e 

採交＝轍ノV

掘へ応石石

ジ ス胎 ヲ 戸、
査自選セ H長山

セ石 ラ胎ノ

リ ＿，、 ν ス東
／ 

、
二自民明斜

十石 禁 面

年 ト 石ニ

前交 J、賦

開雑 這 存

掘セ 般ス、
セ , 自民本、
シ蹴石地

毛 ;f• 中域

後淡ニ ，，、

休紅幅石

－ムハ一一

業色約英

るノ ヲ 十粗

明星五面

委主 シ尺岩

石敏ノ ヨ

J、密帯 , 
大ニ ヲ成

正 ジ ナ , 



、ー一一＿＿＿；；，；：：：

等色部ス及 ラ殺気 ジ（ー） 佐、
七 ヲ 分又石 JV 見作 プ f'1: 習、
ト 呈 ヲ 慮英石ニ用石賀 長
ジ シ I~長々 ヨ 英係＝ 英！限

崎
以徴 キ ーー ソ 来且 9 ヨ 粗千i一
下細殆玉成面爾 ソ 面回

雨

品 ノ ト 髄 リ 岩来成岩町粘
東系

、
下陵粉全質時ノ、有生ニ泉

士服部ノ ーー 概回 セ
ー

ヨ 山 i二 一
化ヲ 陶細 E ネ焼ラ ソ ノ 於
ノ ナ磁臓大白 ノ レ プ 本占 ケ

程 ジ器質Lナ色主タ構士 ノレ

度黄原走 JV ヲ 要 JV 成 農 粘
ト 錨料 ジ長ー皐原毛 セ fR. 商． J: 
葉鱗 ト 著石 ジ料ノ フ 山 務

、
石

鑓E ヲ ジ るノ ノ i.lll ヲ ーー ノレ J、 技 持品、
i>'。ヤ1持 Aγ、I プ ク :l'tT: 本立 ナ シ粘有 島市

及ノ 有使鮭品 一由 ミノ プ 土 回、 石合ス 用化及 ジ俗寛 J、町

量 ノV セ セ徴ア ニ永這 ノ 伊 英

~ フ ノV 小主泉年般京

ーー ト ノV 部ナ ーー 山間石部 原

」

ノ

ヨ 最 、 分 JV 高士蹄英ニ

、 リ 少 モ ア 黄陵叉化粗位
敬

四 ナ ノ ソ 錨；i二 J、韓 面 ス、 之F市 キ ーー 本鎖化磁人岩 JV

毛 ジ岩粒セ 破李 ノ

陸ノ プ ，，、 ヲ JV ト奉硫小 助
、

分ヲ 純碓散長和平質正

セー 白化布石セ ノ 噴 ーー



質町（ニ）少原 ヨF JV / ノV 栴（二）均火 9 
、

ノ ノ 佐 ナ 料モ モ ーー 北ス佐 二度；！！~、
石南賀 jJ ニ i耐ノ シ 方其賀 割高中

英西騒 フ 供火 ア プ 約採！限 ト ク紬

粗端有サ 用度 9 白 ニ掘有 ス粘石、 、
面ニ 田 JV セ低一色 十場田 賦カ ト

岩在村カ フ ク般細町川町存弱ナ

ヨ 桑カ如 ノレ 主 ユ キ立 ナ 白 自主匝 ヨF JV 、 、
ソ 本古コジ ｝拭 ト 粘朕 9 Jll Jll＂＇域ニ モ

、
成地場パ 存 ジカ ヲ 粘谷谷 .；・、 ヨ ノ

リ 域ノ 阪ア 弱皐 士ノ ノ 約 9 ~、

概ノ、粘 域紬 ク ジ 川上粘五普主

ネ低土 J、薬之脆石流士 町通ユ

開夷 現原 ヲ 弱英ユ 歩 J、泉

墾ナ ~、 採料泉ナ 車且 ア J、 .::.. 耐山

セ ノV 俗 掘ユ 山ノV 面黒有 亙火ノ

フ正 ーー 地用士 .:t; 岩髪田 リ 皮 南

レ陵桑 ノ ヒ ーー ノ ノ 山町埋低部

ア 地古 陪！ フ 比及風ノ 字減 ヨF 一量
畑 ーー 場 閣 レ〆 ス純化南岩 量 原産

地 シ 約稀ノV 白 作斜越豊料ス、
ヲ 7 者号 五ユ ニ色用面ニ 富ヲ 一、
ナ主 シ 町泉其ユ ーー ユ産 ナ配等
Jえ ト 其 歩山政 ミノ ヨ 存 シ 9 合土、
キ占 ジ採 ヲ 士縮ア リ ジ f?; ス及

四

土 j" 掘 占 ニ度土愛有
、

ーー 牧ニ
ノ、 白場 メ j昆ノ、放質問 白 縮等
石色 J、 埋ジ大 ヲ セ 町川 皮
英細有 蔵素差呈 Jlノ ヲ ~： J、 .；・、

粗粒田 量地 ナ Jミ モ 距 ト 平耐t



比 ノV 多成 プ 同f ト（四） ユ 憾ス v 約 面、
綬 ヲ ク リ 成 ノ 1得佐使 ア 車直 下 三岩
的以其著生 山 Jζ 賀 用 /V 自 底十 ノ、
組 プ 内 ジ セ 腹 大 ！！埠 -I! モ 色 一 町風
織 大面 ク JV ーー 川大 ヲ 比 ヲ 市I 歩 化

ノ Jll J、 多料i ア 内 川 較墨 次 -=-- 作

密内 干し 土 9 山 内 白ヲ シ 援賦用

ナ 山 色 質 ヲ ブ ノ 村 耐般質存 ヲ

ノV 製継 ーー 採附採 ノ 火容 ノ ス． 戸見ー、
部陶質 ジ掘；丘掘粘 度 ーー 程厚 ケ

分 業物 / セ ノ、 場 高 ジ 度 サ鑓
7J 者ノ 干し リ 球 ノ、 ヨF プ ヲ J、 質

、
青 J、 薄 察該車！fi 陶 J、 ヲ 外 滅的 ジ

磁之 I~~ ノ 岩 石 7長~[- 以観 ジ二二 プ

器ヲ ーー 大山英 J也大 プ 恰終尺成

ノ 納被 ナ ;fi';t 粗 タ JI! 千i モ 一 ーー L〆

若紫 JV ;f・ 面 ノV l司 田 白 白 ミ／ JV 

地原ノレ -t: J:f（ 岩 大山 陶色 色 プ 毛
、

原料長 ノ l当 ーー 川 及 業頁 細約 ノ

草寺 ト 石 色 ヨ 内古 者 t'f 粒二 ーー

－ ー 7・ ノ、 1f；手 ヲ リ ~Lt 111 ，，、 ノ 質！ミ v 

使 シ殆 指呈檎 ーー 古武11 ノ ノ / 

用孔 頭 ジ成 ：器産 来 ク 石駒正
ノ、
五
セ 務杢 大 i主 セ ヲ ジ 之 ー 英禍陵

ソ 一 ク ヲ 石 フ WI ~ 1？よ ヲ 般 粗 色 地、
然乏 高 Mi 及 Lノ JV ーー 製 ーー 面表全、
v ジ陵 二l. 石共 両大 陶料i 岩 i：古Ii
ト ク 土 JV 英鐙 方 川 月J力 ーー － ー ーー
毛 シ イヒ モ ヨ 質 約内 鞘弱移雌亙

不リ ブ ・セ ノ リ 三J ノL -I: キ 化 ノ、 リ



地側 タ（六）使分 Jilt J、（五）シ純厚吉用

表面 JV 佐用 ヲ 生暗佐鞘 白 サ 悶 ーー
＿，、 一 毛 賀 セ ｛＇：ニa、 セ茨賀土色約ノ遁
厚於ノ i事 プ 有 ラ色牒 ニ ヲ ー 粘ス i
キ ケ ーー 西 ；v セ v 叉吉使墨尺土 JV

表 JV ジ Jll 、 ス タ ＿，、 田用 ジ五ノ、 モ、
土産 プ 登 モ 古 ノv －；；足村ス 細寸第ノ

ーー 地這村 ノ ~~ モ 線 ノ 粉ニ 一 ，，、一
被 ュ般柿ごユ 二8 ノ 色 キ占 賦 シ紀其

ー’，、 露 石 六3ジ 問 ーー ヲ ーー プ 屠量

v 出英 ノ プ tlJ シ皐 ジ 北 中多
' 

其 ス粗粘埋内 ブ J毛 ＿，、 プ 一 ーー カ一、
延岩面土蔵野 白 ノV 字 粘 十 双 フ

長脈岩 量 111 色輝 西 力五色サ、
ヲ ノ、 ノ、 ＿；・、 ~~ 1J 、 細石 三仁Eコ1 ア 度粘 ／V

地其~~石富田 粒安 回 リ 西 ：I: カ、
跡 ~I高二英 ナ ’コ也！：：.＂、 朕山 ーー 大 ーー ト 女u
ジオポJ紀半ll JV 山 ヲ Xi" 産 Jll 走成 ジ
得 十 層面 カ等 呈 ノ ジ 山 ') 層

サ 五 ヲ 岩女II ノ ジ 話＼1 {{; 製南 ジ、
ソ 尺貫 ノ シ製 嬰泉 ーー 陶西約、
ジ 高キ 鐙 陶 砂作 15 業 ーー 一一
モ サ岩官f 業 三用 田 者二十

約約脈 ジ 者 事lーー 山 十 問

一 一 ヲ 7 ノ ヲ ヨ 士 稀－ 一一一
PIT 十 ナ 月見 紬 フ広匂． ソ ーー 度亙

ヲ 尺 シヨ： 襲 ，、、 議稀 之 ーー ソ

fili ーー 丘 セ 原 通質 ス ヲ 傾露、
ノV シ陵 フ 料 持.wジ 来占 採締出
背 ブ ノ v ーー 餓 プ 士 取ス .A 

、 、

－ー，』..唱』 目‘由 』目‘

．、．、
J

ノ
」
ノ



（入）於蹟 多 フ プ ニ（七）タ － ー 神j粒 ロ 後、
f生 プ 屠 々 サ 大 於 佐ノV シ次質 .＞、 ノ

賀｜拘 中 良 ;t・ .Ill プ 賀 ::r 7 純ユ 略斜
、

l限器 ーー 姥 毛 内 ，，、 i時 ト 陶 佐i シ 之 向
ノ

朝 ノ 介 原 F甘 山粘 証℃ ア 磁色 ブ ーー

素在 及 3li 産土 内 リ 器粉主 直 J、

村 i也 ジ 鳥 ｜拘 ト ，，、 村 ト 原版ニ 角 此
ノ

ノ 原康 日1f 業同球 ノ 云料 ノ 高 ニ種

粘料ク ーー 1也穏頼 キ占 7 ト 高陵 柱岩
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来 ク 存立 ナ 古 ノ 成 7J :tfil. ヲ ヲ 解
唐蹴 質 二宅 来 北 レ周域 利墨 ジ

詰E 冴・ 閃 一 白 方 ノV 国 ノ、 用 三ノ プ
焼錨 t寺！コξ－ 通石約 モ ーー イ民 ジ細虞
ノ 分 花 シ 陶入・ノ 洪夷 タ 粉 々
原 ヲ 尚 其磁町 一 積 ナ ノV 紋ノ
料合 岩 埋器 ーー ジ屠ノV ::r ーー 窪

ーー 、、司． ノ 蔵 ノ 1£ プ 藤正 ト シ t也
使 ブ 風 量原 リ 花法陵 ナ ブ 一占、
用黄 化 亦料概 尚 _A t也 シ柏、堆

，、
八

セ 褐 行主 豊 ト

、
二千 岩キI~ ーー 粘積

フ 色 用 守in シ 白 地上 シ 力 セ
Lノ ヲ ーー ナ プ 色 ノ J、 プ ヲ JV 

タ ー呈 ヨ ノV 使粉蕗這主 有 毛

9 ジ リ ヌJ 用 紙 々 般 ト ジ ノ



下 タ ナ ーー 草寺 ノ 保肪 ノ ーー 稽須之（士）

一 ノレ ノV 豊 一・． 耐存 戚高 ヨ ス 及 ヲ 長
、

欝火脈富適火 ミノ ヲ 陵 リ 田幾産 崎

積山；伏 ナ .A 度 白 魔土接 尾久 .x 島幸
1・

セ 作稀ノV J、、 ヲ 色 ニE ヨ 鯛 及山 粘五、
ノレ 用，ニ カ ク 有 ーー Jえ 援備岐 土島、 、
瓦 J、 属如叉 ス ジ 叉成質 前宿 J、粘

斯！妻桃 ジ 白 ノI〆 プ キ占 ソ ヲ 山村 同 ：上． 
ヲ 其扶大煉 モ 脆 カ徴受 ーー 字 島及

地伶 ヲ 賀克 ノ 弱弱粒 ケ 産浦 ノ ~鼠
1・ , 

表勢ナ 中其 ーー ナ ジ ノ プ J屯 }II 富石、 、

－ ー ヲ ジ須他 ジ 9 其石成 ノV 与を 江
、 、

逸地 プ 幾 ノ プ 是獲英生 毛 浦村五

散上碕久耐碍等質 ヲ セ ノ 村 宇島

セ ーー 岩山火子粘甚合 フ J、字国粕
、

ジ漏中浦原 其士 シ有 v 共大尾土
ノ ． 

メ フ ーー 川料他 J、 カ 三毛 タ ーー 1白 大及、
弦 シ脹及 ト ノ 主主 ブ 細ノV 白 ーー 演自単

ーー 共：胎大 ナ 電 － ー サ粉 毛 色産村石一寸

字 ρ其際 セ ？白 ジ 気 ゼ ノν ；民 ノ 砂 ミ〆、
通岩 フ ーー 得器 モ ーー ーー 岩俗備五

路石 JV 於へ 具 グ ノ るノ シ ノ 一・． 前島 ~ 

、
ーー ノ 主 7 ジ 井 JV ＿.、 プ ア 朕i白 llJ 列、 し一 、

ノ、

九
蛍亀 シ ，、 埋 ::=- 錐石之主 線士 玉島

ノ

v 裂埼粘識 一 ーー 一でE← 一ー ーー 岩叉 f浦中
ノV ーー 岩土量般十 粒鰯 白 質 J、 村 ノ

f'}} ~皆 ヲ ，，、 ..＞、 陶入 ヲ ノV 色 花白 字繭

岩 ヒ 噴不雨 磁番多 、 1！！~ 尚粘大江 々

., 

ヲ プ 出規地 器 内 量毛 光 斑土 賀島

接地 ミJ 則共原外 ーー 脂揮 疋＂－玉f ト 中
， 

ーー



岩 J、 ノ ノ 質紡珪E ブ 出鼠火質 v 細質

ノ 提訴 .:f.: ト ーー 錘岩 ノV 石材 ーー ~、 粉 セ、
露戎 ノ ア ヨ 扶貫 本ノ、 草寺 三／ 脂賦 ジ

頭白 ヲ 9 9 ヲ 入 地大若 プ 肪 ノ メ
1・

ーー 色 下一 成 4ノ－ 
-t 域演 グ 製 戚物之

徴砂 等般生 ジ ソ J、村 J、紙 ヲ 質 ヲ、
ス ；＇百u {#1 ーー セ プ 自盈 主字 i淘用 畳 ーー 成
ノV 又 ト 青 フ 旺、石 ト 備磁 － ー ユ シ生、
ーー d，、 ス 色 ν 月台 ノ、 ジ前器適 耐 ブ ミJ、
備花 説 ノ タ セ キ占 プ 11J 原 ジ 火脂 タ、
前 I河 L〆 毛 JV プ 白 ーー 料埋度防 JV

山 左＂＇王 毛 ノ 毛 レ ーー 色産 ト 膿 J、光 モ
、 一寸

ノ ，ユ 同t ヲ ノ 之伴 砂 ジ ジ 量 ゼ潔z ノ、
周移 火上 ト ーー ヒ 岩古 プ 最 叉ナ、
園化 原等 閃 白 白 層来利豊 グ ノ、 JV 

約ス 料品 線色色 ヨ 五 用富 ノV 絹へ、 L 

十其 ト ト 岩砂砂 9 島 ジ ナ 錐糸 ジ、
町賦 ナ ジ 質岩岩成城得 ヲ ニ光粘、 、
ノ 存 J屯 淡 花ノ 屠 リ 石 J、、 其 十津土

圏匝 ，、、 褐 同閃中 閃叉 ヨF 他 番 ヲ J、

内域 ジ色 岩線 ーー 議 J、 毛 ノ 内有概、
ナ J、 其 ノ ノ 岩不 岩翁ウ埋地 外 シ’ 不

ノV 之 白 毛 盤質規質頭L識 ーー ナ 粘純
，、．． ヲ 色 ノ 質花則 ノ 山 量産 9 カ 白

1・
ク 閃 ヲ 之 る／ 両 ナ 花蟻乏 A 大強色

之総呈 ーー プ 岩 JV 尚石 シ’ ノV 賓 ク ヲ

ヲ 左広H王 J主 亜成 ノ 脈岩 ト キ 毛 産之呈

成質 バ〆 キ ν 接紋及 シ カ ノ ，，、 ーー コえ、
因花 毛 白 ノV 鯛又花ア 如亦 最鯛ノV

ーー 両 ノ 色 モ 鑓 J、 局長日 ジ 耐 良 JV 徴

tr 
0 
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高品ナ下 I庇這角蚊解場（ー） 茶照、
演 J、 y ヲニ般閃焼ニ脇長 ジス、
川長ト普並蛇片村由 111111 崎 県ニ

原崎ス通列紋岩石リ村！降 富下、、
脇港品トジ岩ノ綿ア宇野二ナ庇、
岬渡質ス阪中累産成古 I手 ノV J、

ノ －i~i 概 JV ネニ層地生 ij]; ~ド石毛地

二斤ネモ・柔不ヨノ、シニ島 ノ下

,f.t 扮良稀 1歓規ソ俳ft タ産ノ綿ナ深

界七好ニニ則成斜ノV ジ石 ノV 慮

ニ加I ==- I国シナ Y 緩モ就綿 へニ

j白ナジ寸ア JV 蛇慢ノ『｜$ シ辿

ヒソアエ純服紋ナユ蚊 J、 総

校 各及白状先 JV シ焼蚊 ス

長 問ア色ヲ此丘ア村焼 ノレ

ナ ヱモヲナ中陵温ヲ村 毛

ノレ 業ノ早ジニ地石主字 ノ

匝 用アジア岩ニ統要布 ト

j或 原リ、紛糾株ジ ’己ナ有 ナ

ニ 料 :J~ 糸月台ヲ 7 弓リ高 ス

瓦 ト賦光セナ石三ト演 へ

リ ジ存深アジ墨らス村 キ、
蛇 ア限強レ 7 調j エ説字 ヲ、
紋 利域ク織貰雲属レ毛 以

岩 用 J、長維入時セ毛首 ア

露 ス約サ J、セ片 9 蛇川 其

出へ七 J、韓リ ;t.；－ 紋 原 理、
ジ ク十二百石及 於村 臓、
結 上町寸ー綿級 ノ字 量

品 等歩 J;J. ~ ...、泌分木 J、



ヲ ト 精ノV フ 日日日 続岩村（二〉＝ ト 則片

超 ナ 線温 v 片泥及字長 ジ 翼 ナ ZιH 壬

ユ ク 色石タ 左u玉, 片蛇牧崎 ブ ナ ノレ 屠

ノν 強 ヲ 統ノV 中 岩紋野！院理 フ 服中

モ キ 帯 J、 モ ーー ヲ岩 ーー 西臓 サ #x ーー
/ 華日 ヒ裂 ノ 岩挟ヨ 之彼量 JV ヲ 疋~’F'・ 

稀糸 轍縛 ト 株有 リ ヲ 杵多 モ ナ 床、
ナ 光 ；＆，咽j ヲ 陽若 ジ構産竿 ・ヵ 織 シ ヲ

;I i撃 ナ充起 グ 稀成 ジ島 フ 調E プ ナ
、
陽 ヲ ノV 填石 J、 ーー セ 就 ノ .A ／ w.~ .A 、
起有 毛 ミノ ヨ ！，［王, 陽 ブ 中石 長月台石 工

石ス 之不 リ 床 起ノV 七綿 サ セ綿
、 、 ア

ヨ 織 ヲ 規盤 ヲ 石結釜 一 フ ~、

ソ 締： 砕則成 ナ 片品 ヲ ＿，、 寸 レ ？片、
盤 ノ ケ ナ ジ ス岩片和大、

ーー 質石 ム

成長 J、 ノV タ 石 ノ 岩著 串 建柔質 ． 
ジ サ 白脈ノV 綿薄 J、 シ村 _7. 軟 :-

タ J、 色紙 モ ノ、 層絹 ト 字 ノレ ニ麗

JV - ヲ ヲ ノ 度伝 ヲ Z雪2手; .A 
、 烏

モ ジ質

石寸 星 ナ ト 紋挟母是カII ノ ブ セ
、

紙以 シ シ ア t』ィ.J メ 石等七 少純 JV
、 ヅ

＿，、 下 柔 ブ ソ ノ ;I 墨 ／ 釜 ナ 白這、 、
陽 ノ 軟蛇蛇分 蛇片地材 ク ナ般

起 :{; ーー 紋紋解 紋岩城宇 多ノV 蛇 七

石 ノ シ岩岩 ーー 岩ヲ J、 f弄 ク コ紋

片最 ア 、中 ノ ヨ J、主主佐 b，、 ト 左u王, 

岩多 品目 一 分 リ 是 ト ーー 浦 五蚊中

十 ク キ 日正、解成等 シ結及 分焼ユ

時蛇二繊胎 ーー 生 ノ 之高黒 内村不

寸維ス ヨ セ 結ニ 片崎 タト産規、



JV 物藤 モ 般岩局長 ノV J、砕 ーー 左u王~ 

－ ー 少 田多結石 ジ 崎 J、、 主主j ジ 達 ト

ヨ ナ 尾 ク 日日日 J、 茂牒 ジ底易 ジ ノ

ヲ キ 及 ノ、 片主 木茂 多 ジ 稿接、 、 、
阿t ヲ 千其岩＝ 宮木三 産是 揮胸

近以 々 形中石摺村 ノ 等 力部、
海 7 ノ ーー 墨大 ノ 石 見石 ーー ーー

岸利 二サ 原絹 崎石 込誠 富晦、
ノ 用 筒 ク 桃雲 千英英 ナ及 よ‘ 胎

石ノ 庭且；伏母 /.f グ温 モ ジ、 、
英；金 ノ 島Ir 若片 木茂 温 石 ノ 決

礎 ア 石績 ク P忌tイ, 場木 石紙 ア 自、
ト ノV 英不ノ、 ーー 藤村 統 JV 色

併へ J、定脈 ジ 回 J、 ノ、 執 モ 又

セ ク ーナ獄 プ 尾野 僅 し／ 多 J、
、
採其 般 JV ヲ 総 ノ 母 ー ニE ク 淡

取位 ーー ヲ ナ 泥 六竿 小各 .，＞、 提長

セ 置 純以 シ角 字島 規辞； 風色

J、海 白 プ ブ v~ ーー ノ 模工化 ヲ

小｝芋 色経慮片 分北 ノ 業作帯

、 規ユ 叉済々 克u玉. タ 官官 稼用 用 ヒ

模近 ，，、 的 ーー 之ノV 一 行原 － ー 織、

－ ー ク 手L債旺、 ト 本 ア － ー 草寺 ヨ 維

稼直 白値胎互地 リ I甚 ーー リ ノ

fr ーー 色 ヲ セ 層域 プ ユ j直脆長

コ主 舟 ヲ 有 フ .A ヲ 西 ノV ス 弱 サ、
ノV 漣呈 セ ノV 石 構彼 ーー ノV 一、
二E ノ る〆 ス然英 成杵 過 ごE う－ 寸、
ト 使 不只 L〆 ノ、 .A 前E ヨF 石 9 五

ヲ ア 純宇 ト 主・2主ョ主ー ／レ － ー サ紙 破升

.. - .. . ~ , - ... ,.  ~ '• ・凶幅四 - ・ . 町晶 －・・司，M . ・---' 
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飯久東青川山松納小岡小井 質
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